
    
      
        
      
    

  









目次


第十三話　労働


第十四話　宿題


第十五話　プール


番外編　花火


番外編　ワードウルフ


第十六話　風邪


第十七話　海


第十八話　妹


第十九話　文化祭





　第十三話　労働




　開け放した窓から、蝉の鳴き声が聞こえてくる。扇風機は一番強風で首を振っている。ベッドの上では、奈都なつがうつ伏せになって、私の買ったファッション雑誌を眺めている。剥き出しの太ももに、丸みを帯びたお尻。顔をうずめてみたいが、色々と失いそうなので我慢している。

　外は暑いし、涼夏すずかはバイトだし、家でのんびり過ごそうと思っていたら、奈都も今日は家でのんびり過ごす予定だったらしく、どうせならと二人でくつろいでいる。奈都の母親は専業主婦で家にいるので、こういう時はもっぱら私の部屋だ。中学の時もよくこうして一緒にいた。

　私はタブレットで動画を見ていたが、いまいち気が乗らなかったので停止してイヤホンを外した。

「ねえ、奈都」

　お尻を見つめながら呼びかけると、奈都は雑誌から目を離さずに、「んー？」と気のない返事をした。

「私、アルバイトをしたいと思うんだけど、どう思う？」

　そう切り出しながら、そっとお尻に手を乗せて力を込めた。心地良い弾力で指が押し返される。これは絢音あやねメソッドだ。真面目な話をしながらエッチなことをすると、話に気を取られてエッチな方への意識が散漫になる。堂々と奈都のお尻を撫でると、奈都は驚いた顔で体を起こした。

「どうしてお尻を触ったの？」

「バイトなんだけどさぁ」

「先にお尻の話をしよう」

　きっぱりと奈都がそう言って、私に続きを話させなかった。おかしい。私は胸を揉まれながら真面目な話をされた時、とても胸のことに言及できるような空気ではなかった。たかがお尻でこうなるのは、奈都が空気を読めないせいだろう。そうに違いない。

「お尻に霊が憑ついてたから手で祓はらった」

「怖いから！　でも面白いからいいや。で、バイトするの？」

　元々怒っていたわけではない。奈都がベッドの端に座って、好奇心半分、不安半分という顔で私を見下ろした。私は奈都の前に座ってコクリと頷いた。

「退屈しそうだし、お金も欲しいし、人生経験にもなると思うし」

「そっか。頑張ってね」

「奈都も一緒にやろう」

　両手をそっと太ももに置いて、真っ直ぐ奈都を見上げた。スッと指先で太ももを撫でると、奈都が変な声を出して私の手を取った。

「私はいいよ。帰宅部の二人は？」

「涼夏の雑貨屋は今募集してないみたいで、絢音は塾との掛け持ちが大変そうだからパスって」

「それで私？」

「そういうわけじゃないけど、私には友達が三人しかいない」

　何も考えずにそう言うと、自分の言葉に悲しくなった。数より質だとは思うが、自信満々に言うようなことでもない。

　奈都がなんとも言えない顔をして、寂しそうに目を背ける。私は頭を振って悲鳴を上げた。

「そんな目で見ないで！」

「中学の時の三倍になったじゃん」

「やめて！　涙が止まらない！」

　えーんと嘘泣きしながら奈都の太ももに顔をうずめると、奈都が優しく髪を撫でてくれた。なんだか言動がだんだん絢音に似てきた気がする。腰とお尻に手を回して、グッと引き寄せながらショートパンツに顔を押し付けると、奈都が私の髪を指で梳とかしながら、困惑した声で言った。

「帰宅部のゼロ距離コミュニケーションに、私は戸惑いを隠せない」

「バイト、やるなら何がいい？」

　顔が幸せなので、発言を意図的に無視して続けると、奈都は諦めたように私の頭に手を乗せた。

「そもそも夏休みに短期でやってて、今からでも大丈夫なところだよね？　やっぱりイベントスタッフとか？」

「肉体的に大変なのは無理だ。私は文化系なの」

「おい、元バドミントン部」

　帰宅部でだらだらしている今思うと、よく中学時代、素振りとか走り込みとかしていたと思う。中一なんてきっと自分の意思などなく、ただ言われるままに行動するだけの生き物なのだ。もちろん、中には絢音みたいに自分でバンドを組んでしまうような子もいるが、私の方がマジョリティーだと信じたい。

「涼夏の雑貨屋とか、楽そう……って言ったら涼夏に悪いけど、客層もいいし、いいなって思う」

　奈都のお腹に顔をうずめたまま、くぐもった声で言った。もちろん仕事だから楽ではないだろうが、例えばコンビニと比べたら客層もいいし、やることも少ないし、トイレ掃除もない。私のような人生経験の少ない女子高生にもできそうな気がする。

　奈都が同意を示しつつも、残念そうに息を吐いた。

「ああいうところは、長期でしかやってないだろうね。人の入れ替わりも少なそうだし」

「どこかない？　屋内で、客層が良くて、肉体労働じゃない仕事で、短期でも雇ってくれそうなとこ」

「お前は我が儘なお嬢様か」

　奈都が呆れたようにそう言いながら、スマホを取って画面をタップした。私も幸せな温もりを手放して、奈都の隣に座ってタブレットを起動した。

　しばらくアルバイトについて検索したら、カラオケなどは店によって短期で募集しているところもあるようだった。夏休みで学生客が増え、通常は暇な平日にスタッフを増強したいらしい。夜はアルコールが提供されるのでダメだが、昼なら客層もいいだろうし、仕事もそんなに複雑ではない。

　私が目を輝かせると、奈都が眉をひそめて難色を示した。

「でも、カラオケだと、二人一緒は難しそうじゃない？」

　確かに、二人一緒に雇ってくれたからといって、常に同じシフトに入れるわけではない。友達と一緒にバイトをやるメリットを調べると、急用の時にシフトの融通が利くというのがあった。つまり、最初から同じ時間には働かない前提だ。

「まあ、どうせ仕事中はお喋りとかできないだろうし、同じ場所で同じ仕事をしてるってだけでも良くない？」

「チサと一緒じゃなかったら、私は別に働くことに興味がないけど」

　奈都がそう言って、真っ直ぐ私の目を見つめた。確かに、私に付き合おうとしているだけの奈都が、私のいない時にバイトをするメリットはない。元々私が一人だと不安だし寂しいから、無理を言って巻き込んでいるだけだ。

　相変わらず、私は奈都に甘えすぎている。涼夏は春からずっと一人で働いている。私も見習わなくてはいけない。

「そうだね。やっぱり、私一人でやる」

　タブレットを持ったままベッドから下りて、カーペットの上に腰を下ろした。テーブルにタブレットを立てて近くのカラオケ店を検索していると、奈都が「もうっ！」と拗ねたように言って、ベッドから下りて私の背中に張り付いた。

「なんで最近、そんなに私に冷たいの？　嫌いになったの？」

「いや、どう考えても大好きでしょ。ただ、あんまり甘えちゃダメかなって」

「私、別にチサに自立しろなんて言ってないよ？」

　奈都が甘えるように私に抱き付いて、耳元で不満を訴えた。それは、一緒にできるバイトを探せという意味だろうか。温もりにドキドキしながらそう聞くと、奈都は可愛らしく頬を膨らませて、横から私の顔を覗き込んだ。

「もうカラオケでいいよ。私も頑張ってお金を稼いで、ゲームでも買う」

「オシャレに使おうよ」

「オシャレっていうと、面接とか、私すっぴんでいいの？　チサと並んだら、私のブスさが半端ないんだけど」

　奈都が勘弁してくれと首を振った。ちょっと日本語がよくわからない。

「ブスって、誰が？」

　思わず真顔で振り返ると、数センチの距離に奈都の顔があって胸がトクンと鳴った。勝ち気な瞳だが、綺麗な顔立ちをしている。あの涼夏をもってして、奈都が帰宅部に加われば顔面レベルの向上に繋がると言っていた。どう考えても、この子はブスではない。

「もちろん、私が」

　奈都が頬を赤らめて視線を逸らす。吐息が顔にかかったが、気にせずに両肩に手を乗せてさらに顔を近付けた。

「奈都は可愛いよ」

「チサに可愛いって言われてお世辞と思わないのは、涼夏くらいだよ」

「奈都が可愛いかどうかと私の顔は関係ない」

　至近距離から真っ直ぐ瞳を見つめると、奈都は慌てたように視線を彷徨さまよわせてから、顔を隠すように私の肩に額をつけた。

「わかったよ、もう。チサはちょっと変わった趣味をしてるってことで」

「わかってない。奈都は可愛いから。すごく可愛いから」

「わかった。わかったから。恥ずかしいからもうやめて」

　奈都が降参だと言わんばかりに首を振って、グリグリと私の肩に額を押し付けた。やはりどう考えても可愛い。

　そっと背中を抱き寄せて、意地悪するように何度も耳元で可愛いと囁いた。何度も何度も言われれば、その内自分でもそう思うようになるだろう。人間とはそういう生き物なのだ。たぶん。




　バイトは結局カラオケにした。あの後、定期券の効く範囲でカラオケ店を調べ、片っ端から電話して夏休みのバイトを募集していないか聞いたら、恵坂えさかのど真ん中にあるカラオケ店が、面接で問題なければ二人まとめて雇うと言ってくれた。

　本当はもう少し田舎の、客の少なそうな店が良かったが、そんなところにあるカラオケは二人も必要としていないか、そもそもバイトを募集していない。繁華街の巨大な店舗だからこそ、人もたくさん雇えるのだ。

　早速午後から面接に行くことにして、奈都は一度家に帰って着替えつつ、親の許可を取り付けた。私と一緒ならとＯＫしてもらえたらしい。もちろん私は、家も近いし友達が奈都しかいなかったこともあって、奈都の母親とも何度も会っている。

「顔面の公開処刑だ。キミは可愛くないから、こっちの子だけでいいとか言われたら、私はもうチサと仲良くできないかもしれない」

　奈都が絶望的な表情でそう言うので、少しメイクを施してあげた。少しは興味を持ってくれるかと思ったら、「涼夏って、毎日こんな面倒なことしてるの？」とげんなりした顔で言った。ただ、目元はパッチリしたし、唇のツヤも良くなって、最後には鏡を見ながら嬉しそうにしていた。

「私しか受からなかったら辞める」

　電車の中でハッキリとそう宣言すると、奈都はもちろん自分もそのつもりだと頷いてから、柔らかく微笑んだ。

「チサが良かったら、私のことは気にしなくていいよ。バイトをするのが目的であって、別にどうしても私としたいわけじゃないんでしょ？　そんなに都合よく二人まとめて採ってくれるとこ、ない気がする」

　それももっともだ。そうなったらそうなった時に考えることにして、面接に臨む。結果として、思ったよりもあっさり合格して、すぐにでも働いて欲しいと言われた。短期バイトを二人も雇うのだ。人が足りていないのだろう。

　未成年なので親の同意が必要だと書類を渡され、その日は簡単な説明を受けて帰された。せっかく外に出たし、多少はオシャレもしてきたので、奈都と恵坂で遊んで過ごした。ブラブラと街を歩きながらバイト代の使い道を考えたり、カフェでカラオケのバイトについて調べたりしていたらあっという間に時間が過ぎて、イエローラインの駅に戻った。まだ暑いし明るいが、冬ならとっくに暗い時間だ。

「ほんの五、六時間前まで、アルバイトするなんて考えもしてなかったのに、人生は本当に不思議だ」

　座席に座ると、奈都がそう言って爪先をコツンと打ち合わせた。勢いで巻き込んでしまったが、面接の後の言動を見ても、後悔している様子はない。

「私も、漠然と考えてただけだから、奈都に背中を押してもらった感じ」

「まったく押してない。チサが、一緒にバイトをしないなら友達をやめるって言ったから」

「まったく言ってない」

　同じように否定して、二人でくすくす笑った。店長は優しそうだったし、他のアルバイトは同じ学生が多い。初めてのバイトで不安もあるが、今は楽しみの方が大きい。そう思えるのも、奈都がいるからだ。嫌なことがあっても、それを奈都と共有できれば頑張れそうだ。

「カラオケのバイトについて調べてたら、同世代が多いから、カップルができることも多いって書いてあった」

　奈都が声のトーンを落として私を見た。不安そうな目をしているが、何に対するものだろう。

「恋愛したいの？」

　私が首を傾げると、奈都は慌てた様子で手を振った。

「そんなわけないでしょ!?」

　当然のようにそう言ったが、そうなのだろうか。私は不思議に思った。帰宅部の三人と違って、奈都には恋愛を遠ざける理由がない。三年以上一緒にいるが、少なくとも私にはそう見える。ただ、実際のところ、奈都は男子に興味がないし、色恋沙汰とも無縁な生活を送っている。ゲームやアニメが好きだし、二次元が恋人なのだろうか。

「私のことじゃなくて、チサ可愛いから、誰かに好きになられないか心配って話」

「もうあんなこと懲り懲りだから、上手に好かれないようにするよ。あの時は、私が恋愛に対して無防備すぎた」

　そう言って笑うと、奈都はしばらく真剣な表情で私を見つめてから、「そうだね」と頬を緩めた。奇妙な間があった。何か意味を取り違えただろうか。

　最寄り駅に着いたので電車を降りる。

「奈都こそ、誰かに好きになられて告白されるシミュレーションはしておいた方がいいよ。油断してると、咄嗟とっさに対応できない」

　別れ際、そう忠告すると、奈都が可笑しそうに目を細めて頷いた。

「ありがとう。参考にするよ」

「奈都は可愛いんだから」

「はいはい。ありがとね」

　まったく信じていないようにそう言って、奈都は元気に手を振って帰って行った。

　夕方だがまだ日は高い。家に帰ると、当然のように両親はまだ帰っていなかった。確か今日は涼夏は朝から夕方までだったはずなので、バイトが決まったとメッセージを打った。暇になったら電話してと送ると、すぐに既読がついてスマホが震えた。

『もしもし、千紗都ちさと？』

　スマホの向こう側は静かだったので、もう家にいるようだ。改めてバイトが決まったことを伝えると、涼夏が「早いねぇ」と笑った。

『どこ？　私んとこから近い？』

「生憎。恵坂のカラオケ屋」

　店の名前を告げると、涼夏は「あそこかー」と相槌を打った。一緒に入ったことはないが、入口の前は何度も通っている。

『千紗都は寂しがりだし、うちに来ればよかったのに。一階のスーパーとか、バイト募集してたよ？』

　心なしか残念そうに涼夏が言った。たぶん、私のためだけではなく、涼夏自身も私に来て欲しかったのだろう。その気持ちは嬉しいが、先にカラオケ店で働きたい思いがあり、さらに奈都と二人で雇ってもらえる場所である必要があった。涼夏のバイト先の近くのカラオケ屋にももちろん電話したが、そういう条件では募集していなかった。

「涼夏のことは恋しいけど、奈都も一緒だから、寂しいのはたぶん大丈夫」

　そう伝えると、涼夏が驚いたように声を上げた。

『ナッちゃんもバイトしたかったの？』

「いや、私が無理矢理巻き込んだ。しかも、今日、いきなり」

『それは災難だね。でも、それで一緒にバイトするって、さすが正妻って感じ』

　正妻かどうかはともかく、本当に付き合いのいい子だと思う。ほんの数日前、私は奈都から見に来て欲しいと言われていた部活の演技を、後から入った用事を優先して蹴った。喧嘩にもなったし、少なからず私に失望もしただろう。にもかかわらず、奈都は私の我が儘を聞いてくれる。

「優しい子なんだよ。昔から私と一緒にいてくれる」

『千紗都のことが好きなだけでしょ。正妻だし』

「そうかなぁ。私が依存してるから、仕方なくって感じに見える」

『私が千紗都といるのはどう見える？』

「涼夏は私のこと大好きでしょ」

　即答すると、涼夏が可笑しそうに笑った。私が可愛かったからと言って、いきなりキスしてきたような子だ。それはもう疑いようもない。

　話題が涼夏に移ったので、そのままアルバイトの先輩に心構えを聞くことにした。業種は違えど、同じ接客業である。まず何に気を付けるべきか質問したら、涼夏が楽しそうに言った。

『笑顔で、元気に、明るく。教えてもらう時は謙虚に。ミスをしたら申し訳なさそうにして謝る。千紗都は可愛いから大丈夫だよ』

「可愛いのは、バイトをする上で何か有利なの？」

『バイトに限らず、可愛いから許されることが、世の中にはたくさんある』

　涼夏が自信たっぷりに言い放った。それはどうなのだろう。涼夏クラスだとあるのかもしれないが、私はそういう恩恵を感じたことがない。気付いていないだけか、それとも単に可愛くないからか。

　それから親が帰ってくるまで一時間くらい、涼夏からだらだらとバイトについて教わった。涼夏のポジティブな話を聞いていると、元気が湧いてくる。

　後で奈都にも伝えよう。奈都は私と違ってなんでも自分でできる子だが、もし少しでも初めてのバイトで不安がっているのなら、巻き込んだ責任としてそれを取り除いてあげたい。




　すぐに迎えたアルバイト初日は、私たちの緊張緩和と、教育の労力を半分にするために、二人一緒に入れてもらえた。

　カラオケの仕事は主にフロア、フロント、キッチンの三つに分かれるが、最初はフロアから始まる。部屋の掃除や、ドリンクや食事を部屋に運ぶ係だ。特に初日は掃除に専念する。二人もいる上、先輩も手伝ってくれるし、お客さんの多くはフリータイムを利用する。そんなに忙しくないだろうと思ったら、甘かった。忙しくなかったらいきなりバイトを二人も雇ったりしないのだ。

　アルコール消毒や拭き掃除、リモコンの充電にマイクの交換、グラスや皿を下げて、忘れ物があればフロントに届ける。案の定学生客が多いが、中にはタバコを吸う客もいるし、喫煙室の掃除は特に大変で、ニオイで頭が痛くなった。しかも窓のない室内にずっといるせいか、無性に太陽が恋しい。外は暑くてあんなにも屋内を望んでいたのに、閉じ込められると外に出たくなる。

　さらに、基本的にはエレベーターの利用は禁止されているので、階段を何度も往復する。中学時代の部活を思い出す運動量に、すぐに体が悲鳴を上げた。「情けないなぁ」と笑う奈都の笑顔だけが心の支えだ。

　ただ、基本的には掃除だけなので客と関わることがなく、先輩もいい人だったのでそれは救われた。結局どんな仕事でも、それこそ学校や部活でも、一番悩むのは人間関係である。コンビニよりは客層の良さそうなカラオケ店だが、トラブルのトップはやはり客で、特に夜は酔っぱらいが絡んできて大変だという。

「可愛い店員さんが、酔っぱらいに部屋に連れ込まれたりすることもあるって書いてあった。チサ、本当に可愛いから、本当に気を付けてよ？」

　奈都が心配そうにそう言っていたが、相変わらず奈都は自分がそういう目に遭あう可能性は一切考えていない。夕方までしかバイトはしないし、大丈夫だと答えつつ、奈都もくれぐれも気を付けるよう念を押した。

　結局てんやわんやで初日を終え、二人でぐったりしながら店を出た。降り注ぐ日差しが心地良い。まだじっとりと汗をかくくらいの気温だが、もう屋内は懲り懲りだと、大通公園のベンチに腰掛けた。奈都が私にもたれかかりながら、肩に頭を乗せた。

「疲れた。思ったのと違った」

「うん。これで涼夏と同じくらいのバイト代って、世の中不公平だ」

「涼夏もきっと、私たちの見えないところで大変なんだよ」

「暇で死にそうだから、もう少し刺激が欲しいとか言ってたよ？」

　夏休みに入ってからはわからないが、それまでは平日などただの見張り番みたいなものだと笑っていた。そう伝えると、奈都が困ったように笑ってから、私の手をギュッと握った。

「でもまあ、慣れそうな感じはある。それに、今日一日で、私のひと月のお小遣いを超えたと思うと、なんだかすごく複雑な気持ち」

　時給九百五十円で、休憩を除いて六時間。奈都はお小遣いが五千円なので、あっさりとそれを上回った。私は一万円もらっているから超えていないが、それでも次回で超えるし、涼夏と違ってお小遣いももらえるので、信じられないくらい裕福だ。

「今日はヘトヘトだから気持ちは五分だけど、慣れてシフトの融通も利くなら、私も涼夏みたいに平日にバイトしてもいいかもしれない」

「学校から許可が下りればね」

　奈都が苦笑する。確かに、夏休みは親の許可だけでバイトができるが、学期内は学校への届と認可が必要になる。涼夏の家はいわゆるシングルマザーなので、それを理由に許可をもらっている。もっとも、給料は全額自分のために使っているが、私が「遊ぶ金欲しさに」という理由で届を出しても、恐らく却下されるだろう。

　先のことはまたこれから考えよう。とにかく今日は疲れた。

　ぴったりと触れ合う肌が熱い。私も奈都の髪に頬をつけて目を閉じた。じっとしていると奈都の鼓動と呼吸を感じる。

「バイト、付き合ってくれてありがとう」

　囁くようにそう言うと、奈都は小さく頷いた。

「うん。正妻だから」

「それ、気に入ったの？」

「私はずっと、チサの特別でいたい」

　そう囁いて、奈都が痛いくらい強く私の手を握った。嬉しいことを言ってくれる。髪の毛にキスをしたら、汗の匂いがした。

　明日は奈都は部活だが、私はバイトをすることになっている。奈都がいないのは心細いし、早速オーダーにも対応してもらうと言われて不安もある。それでも、それもいい経験だし、お金はやっぱり魅力的だ。

　明日も頑張ろう。今、気持ちがとても前向きだ。





　第十四話　宿題




　夏休みで唯一憂鬱なものと言えば、宿題である。それぞれの先生が他の教科のことなど考えずに宿題を出すから、全体として山のような量になるのは中学時代と同じだ。いや、むしろ高校では悪化したかもしれない。あるいは、中学の頃は私は夏休みは一人で暇していたから、宿題の量が気にならなかっただけかもしれない。

　帰宅部の面々に宿題との向き合い方を聞いたら、絢音はいかにも優等生らしく、七月中には大半を終わらせたいと言っていた。私も絢音同様、前半に終わらせる派だが、理由が違う。私は八月に後顧の憂いなく遊ぶためだが、絢音は自分のしたい勉強をするのに、宿題は邪魔だと言っていた。意味がわからない。夏休みにやる勉強など、宿題だけで十分ではないか。

　涼夏は後半に一気にやると言っていた。先延ばしにしたところで、量が減るわけではない。絢音が冷静にそう指摘すると、涼夏は笑いながら持論を述べた。

「先にやったら、実テの前にまた勉強しなくちゃいけないじゃん？　でも、最後に宿題をやったら、それがそのまま実テの勉強になるでしょ？」

　涼夏の言葉に、私は思わず絢音と顔を見合わせた。確かに、八月上旬までに一気に詰め込んだ内容は、九月の実力テストの時まで覚えていない。涼夏の言うことにも一理ある。あながち間違ったことは言っていないが、どうも言い訳がましく聴こえるのはどうしてか。

「じゃあ、宿題は二人でやろうか」

　仕方なさそうに絢音と二人で頷き合うと、涼夏が血相を変えて割り込んだ。

「待って。そういうことなら一緒にやるから！」

「でも、内容忘れちゃうよ？」

「お許しください、絢音様。わたくしめには、あなた様のお力が必要なのです」

　泣きすがる涼夏の頭を、絢音が微笑みながら撫でた。ひどい茶番だ。

　そんなわけで、私も涼夏もバイトのない日に、宿題会を開くことにした。私がお昼に涼夏の手料理を所望したら、慣れた台所がいいと言って、涼夏の家でやることになった。母親は仕事だし、妹は部活で夕方までいないらしい。絢音も夜は塾があるので、丁度いい。

　奈都も部活もバイトもなかったので声をかけると、喜んで参加すると言った。クラスは違うが、宿題は同じである。

「誘ってくれてよかった。去年までは一緒にやってたけど、今年はチサ、きっと私のことなんて忘れて、帰宅部の友達と仲良くやるんだろうなって一人で泣いてた」

　奈都がわざとらしく鼻をすすって目元を拭った。こんな滑稽な芝居をするような子だっただろうか。帰宅部に毒されてきたように見えるが、それなら嬉しい。

「涼夏も絢音も、奈都のこと好きだよ」

「歓迎の空気は感じてるよ。でも、帰宅部は結束が強すぎて、誘われたら入れるけど、自分からは声をかけづらい」

「そんな遠慮、要らないのに」

　私が呆れながら言うと、奈都はわかってないなぁと苦笑いを浮かべた。確かに、そんなようなことを言うのは奈都だけではない。クラスの中でもそういう声はあるが、実際に彼女たちのことは求めていない。だが、奈都は私の大事な親友だし、涼夏も帰宅部に引き込もうとしている。他の子のように距離を置かれるのは寂しい。

　涼夏の家の最寄り駅で待ち合わせて合流すると、涼夏が仲間を求めるように奈都の肩に手を置いた。

「そういえば、ナッちゃんは期末の順位はどうだった？」

「んー、可もなく不可もなく」

「半分より上？」

「半分よりは上だけど、半分よりは上ってくらいだよ」

　奈都が明るく笑う。誇れるような成績ではないが、悪いとも思っていないようだ。みんな同じように勉強しているのだから、半分より上なら上等ということだろう。

「じゃあ、私と同じくらいだ」

　涼夏がにこにこしながら奈都の手を握った。

「相変わらず、帰宅部はスキンシップが多めだね」

　奈都が困惑気味に笑う。嫌そうではないので、大丈夫だろう。涼夏が繋いだ手を子供のように振りながら、もう片方の手で私を指差した。

「この人が、いつも私のことをバカだって言うんだよ。ナッちゃんも同じくらいの成績なら、つまり……」

　涼夏がニヤッと笑って、私は慌てて手を振った。

「違う。そういう意味じゃない！」

「チサ、人にバカとか言っちゃダメだよ。チサにはできなくて、涼夏にだけできることだって、たくさんあるでしょ？」

　奈都が声を低くする。本気で少し怒っているようだ。涼夏が困ったように微笑む。絢音が口元を押さえて肩を震わせる横で、私は冷静に頭を振った。

「違うの。逆なの。涼夏が可愛いし優しいし女子力高いし天使だし、あまりにも完璧ガールだから、私は涼夏の欠点を探す旅の途中なの」

「嫌な旅だね」

　奈都が呆れたように笑った。帰宅部ジョークだと理解してくれたらしい。

　そもそも涼夏の頭は悪くない。ユナ高に入学できた時点で一定の偏差値はあるし、学年でも半分より上なのだから、決してバカではない。あくまで、学年六位と三十三位との比較で話しているだけだ。

「ナッちゃんは宿題は先にやる派？　後にやる派？」

　話を変えるように涼夏が聞いた。涼夏の住むマンションまでは、日差しを遮るものが少なく、歩いているだけで汗が滴り落ちる。涼夏と奈都はずっと手を繋いでいるが、暑くないのだろうか。

「たぶん、放っておいたら溜まりそう。中学の時はチサと一緒にやってたから、自然と早く終わってたよ」

「じゃあ、今年もそうなるね」

「だといいけど。部活もバイトもあるから、あんまり参加できないかも」

「バイトって言うと、カラオケどう？　っていうか、別にバイトする気なかったんでしょ？　千紗都への愛を感じるよ」

　涼夏が喋り続ける。しかも、一方的にではなく、ちゃんとキャッチボールになっているから、相変わらずのコミュニケーション力だ。

　奈都のバイトの話を聞いている内に、マンションに到着した。十階建てで玄関はオートロックだが、建てられてからそれなりに年月が経っていそうだ。薄汚れた壁をじっと見つめていると、涼夏が陽気に笑った。

「今度、大々的に壁の補修をするって。そしたら、きっと綺麗になるよ」

「いや、違う。別にそんなことを思ってたわけじゃない」

　私は思わず顔が熱くなって、慌ててそう言い繕った。少し古く感じたのは事実で、しかもそれを住んでいる本人に見透かされた。恥ずかしい上に、失礼すぎる。しばらく手をバタつかせてから、しゅんとして「ごめん」と呟くと、涼夏が私の背中をバシッと叩いた。

「壁の汚れとか知らんし。千紗都もそうでしょ？」

　確かにそうだ。うちもマンションで、築浅だから綺麗だが、それは野阪のさか家とは何も関係がない。古いから家賃が安いというわけでもないし、そもそも比較したわけでも見下したわけでもない。ただ、リンゴを見て「赤い」という感想を抱いだいたような、その程度の話だ。そう力説すると、涼夏は「わかったわかった」と笑いながら、私たちを中に導いた。

　リビングの方が広いので、誰もいないしリビングでやろうと、涼夏は真っ直ぐ私たちを一番奥に導いた。先程のことがあったので、私が本音を遠慮すると、絢音がくすっと笑って涼夏の腕に触れた。

「涼夏の部屋が見たいな」

「まあ、そうだよね。別にいいよ」

　そう言って、部屋のドアを開ける。物で溢れているが、散らかっている感じではない。全体的に淡い色味の物が多いが、布団カバーとカーテン、カーペットの色に統一感がなく、どうもオシャレな涼夏らしくない。

　私が難しい顔でカーテンを見つめていると、涼夏がベッドの端に座って、ポンポンと布団を叩いた。

「私が買ったわけじゃないんだよ」

「ねえ、涼夏。私の心が読めるの？　私が声に出してないことに、さもそう言ったかのように反応しないで」

　先程のマンションの壁もそうだ。確かに私は失礼なことを思ったかもしれないが、声に出してはいない。私が思うより顔に出ているのだろうか。不安に思うと、涼夏が実に明快な答えをくれた。

「私もそう思ってるからね。壁は汚いし、色はバラバラだし」

　涼夏の笑顔に、私は大きく息を吐いた。そのまま鼻から空気を吸い込むと、涼夏の香りがした。

「いい匂い」

　うっとりと微笑むと、涼夏が「それは声に出すんだ」と苦笑いを浮かべた。

「私も、千紗都の部屋は千紗都の匂いがするって、行くたびに思うけど、声には出してない」

「チサの部屋、いい匂いがするよね」

　奈都が笑って頷いて、私は思わず目を丸くした。

「奈都、そんなこと考えてるの？」

「昔からずっとそう思ってるけど、私も声には出してない」

「千紗都、いい匂いだよね。時々椅子を引いてる時、嗅ぎたくなる」

　絢音が便乗するようにふふっと笑った。私は思わず顔を赤くして首を振った。

「やめてよ。後ろで絢音がそんなこと考えてると思ったら、授業に集中できない」

「授業が退屈な時は、髪の毛綺麗だなとか、下着は何色かなとか、噛みたいうなじとか、色んなこと考えながら眺めてるよ」

　絢音がいたずらっぽくそう言って、意味もなく舌先で唇を舐めた。涼夏と奈都がニヤニヤした目で私を見ている。ここにいたらヤラれる。私は一歩後ずさりすると、脱兎のごとく涼夏の部屋を飛び出した。




　リビングのテーブルに問題集を広げて、宿題に取り掛かる。涼夏の強い要望により、数学から始めることにした。他の教科は時間をかければ何とかなるが、数学だけはわからなかったらどうにもならない。まったくその通りだ。

「数学なんて、四則演算が出来ればそれで十分だよ」

　涼夏がぶつくさ言いながら問題を解いていく。わからない問題は学年六位の絢音大先生がいるから安心だ。大体一時間ほど解き進めると、飽きたからと言って他の教科を開いた。今日はご飯もご馳走になるし、ホストの意向に従う。

「ご飯、何作ってくれるの？　涼夏スペシャルガラムマサラ？」

　私が古文の問題を埋めながら聞くと、涼夏がまばたきして不思議そうに私を見た。

「どっから出てきた、その選択肢。しかも、ガラムマサラは料理の名前じゃない」

「えっ？　カレーっぽいインド料理じゃないの？」

「カレーに使う香辛料だ」

　思わず固まって後の二人を見ると、二人とも憐れむような目で私を見ていた。私は思わず顔を覆って首を振った。

「そんな目で見ないで！」

「千紗都、それ好きだな」

　涼夏が笑う。確かに好きかもしれない。

　結局昼はパスタを作ってくれるらしい。ほうれん草やベーコンやしめじやナスの入った、チーズたっぷりのトマトパスタだそうだ。

「簡単で美味しい」

　涼夏が笑いながら、そろそろ作ると言って立ち上がった。簡単かどうかは個人差があるが、負担ではなければそれでいい。

「なんか、無理なお願いをした気もする」

　今さらそう思い、何か手伝おうかと腰を上げると、涼夏は軽いタッチで私の肩に手を乗せた。

「いいのいいの。みんな、私に惚れちゃうね」

「もう惚れてる。何かお礼をしないと」

　いくらなんでも申し訳ない。土産の一つでも持ってくれば良かったと、今さら後悔していると、涼夏が私の頬に触れてとんでもないことを言った。

「じゃあ、キスでもしてって言おうと思ったけど、今日は正妻の前だから我慢だ」

　涼夏が楽しそうに笑いながらキッチンへ行く。すぐそこではあるが、会話から離脱できる適度な距離だ。

　私は顔を上げずに腰を下ろすと、チラリと目だけで向かいに座る絢音を見た。絢音はまるで何も聞いていなかったように、教科書を開いて一人でうんうんと頷いている。仕草がわざとらしい。

　隣から冷たい視線を感じて、背筋がゾワッとした。

「キス？　今日は？」

　奈都がとても静かに呟いた。怖い。殺されそうだ。

　キッチンでは爆弾を投げ逃げした本人が、鼻歌混じりに料理の準備をしている。適度に音があるから、ヒソヒソ話なら聞こえないだろう。

「友チューってやつだね」

　そう言って、顔を上げずに頷いた。ベッドで抱き合いながら舌を絡めるキスが友チューかは考える余地があるが、涼夏と付き合っているわけではないのも確かだ。

「アヤもしたことあるの？」

　奈都が恐る恐るというように絢音に尋ねる。絢音は顔を上げて爽やかに頷いた。

「まあ、友達だし。私が一方的に千紗都の唇を奪った」

　にっこりと微笑むその表情に、私はすぐに絢音の真意を理解した。この子は奈都がポジティブな感想を抱いていないことをわかった上で、自分を犠牲にして私を守ろうとしている。帰宅部の部長として、部員にそんなことをさせるわけにはいかない。そもそも内容が事実ではない。

「いや、私からも普通にする。友達だし」

　キッパリそう言い切ると、少し声が大きくなった。向かいで絢音が微かに頬を緩める。会話に気が付いた涼夏が、慌ててキッチンから駆けてきた。

「もしかして、千紗都とナッちゃん、まだキスしてなかった？　わかった！　ナッちゃんは正妻だから、千紗都はタイミングを窺ってるんだね！」

　慌てた様子でそう言うと、奈都が困ったように首を傾けた。

「友達同士でキスとかするの？　私の常識にはないんだけど」

「世界には色んな常識があるんだよ」

「涼夏とアヤも？」

「もちろん！」

　涼夏は大きく頷くと、そのまま絢音の前に座って肩を引き寄せた。絢音も涼夏の背中に手を回して、何でもないように口づけを交わす。

　奈都は驚いたように目を見開いてから、モジモジと恥ずかしそうに俯いた。とても可愛らしいが、それを楽しむ余裕はない。

「帰宅部の友情の証みたいなものだから、難しく考えないで」

　私がそっと奈都の手を取ると、奈都は私の指先をキュッとつまんで、頬を赤らめたまま非難げに私を見上げた。

「帰宅部は、みんな頭がおかしい」

「ナッちゃんも帰宅部に入ったらキスしてあげるね。いや、入らなくても特別に……」

　そう言って涼夏が飛びかかると、奈都が可愛らしい悲鳴を上げて体を引いた。絢音が口元に手を当ててくすくすと笑う。

　ひとまずそれで納得してくれたのか、奈都はすぐにいつもの笑顔に戻って教科書を開いた。咄嗟に絢音とキスをした涼夏の機転に感謝したいが、そもそも涼夏の失言が招いた事態だ。もっとも、別に隠していたわけではないので、涼夏を責めるのも筋違いである。

　宿題を続けていると、いい匂いとともに涼夏の特製パスタが完成した。具沢山でとても美味しそうだ。机の上を片付けて食べ始める。見た目通りの美味しさに、思わず頬が緩んだ。涼夏の料理を初めて食べる奈都が、感激の声を漏らした。

「えっ？　美味しい。天才？」

　奈都がキラキラした瞳で涼夏を見つめる。涼夏はぽりぽりと頭を掻きながら微笑んだ。

「いや、パスタで感動されても嬉しくない。超手抜き料理」

「そんなに可愛くて料理も得意とか、ヤバイでしょ」

　奈都の反応がとても良かったので、私は満足して大きく頷いた。

「欠点を探す旅に出たくなるでしょ？」

「なる！」

「ならんでいい」

　涼夏が冷静に突っ込んで、フォークを口に運んだ。

　食事中は奈都の質問に答える形で、涼夏が料理部の話をした。私も詳しく聞いたことはなかったが、和食も洋食も和菓子も洋菓子も作っていたらしい。それを週に何日か、引退するまでほぼ三年続けた上、実際に家でも料理をしている。パスタなど、目をつむっても作れるのだろう。

「私も今度教えてもらお」

　そう呟く奈都に、涼夏が陽気に言った。

「夏休み中に料理もしようって話してるから、ナッちゃんも参加してね」

「楽しそうだなぁ。お金は欲しいけど、バイトが微妙に重荷だ。時間を制限される」

「帰宅部に入ればすべて解決！」

「バトンは辞めないから！」

　奈都が声を上げて、涼夏が楽しそうに笑う。絢音も穏やかに微笑んでいる。食事前はどうなるかと思ったが、奈都の誕生日会の時のような和やかな空気に戻っている。私はほっと胸を撫で下ろした。

　それからも平和に宿題をやり、涼夏がいよいよ飽きたと喚わめき出したので、少しだけトランプをして解散した。駅まで送ってもらい、「また遊びに来て」と涼夏が可愛らしく手を振る。もちろん、何度でも遊びに行きたいし、今度は涼夏の部屋で楽しみたい。

　絢音とは逆方向なので改札で別れると、奈都と二人で電車を待った。

「今日、楽しかったね」

　いつものノリでそう言いながら奈都の手を取る。その手を奈都はギュッと握ってくれたが、何やら深刻そうな顔で私を見つめた。急に昼前のことを思い出して背筋が冷たくなる。案の定、奈都は少しだけ躊躇ためらうように唇を引き結び、決心したように切り出した。

「チサ、涼夏やアヤとよくキスするの？」

　一瞬、言葉に詰まった。嘘をつく気はないから、答えは決まっている。ただ、どういうトーンで伝えるのが正解か。

　そもそも奈都は、それを確認してどうするのだろう。それを聞くことで、どういう感情が芽生えるのだろう。涼夏と絢音のキスを見て、何を思ったのだろう。

　例えば、私のことが好きで涼夏に嫉妬したとかなら、まだいい。いや、良くはないが、それよりも怖いのは、嫌悪感を抱かれることだ。女同士で気持ち悪いと思われたら、もうおしまいだ。

「そうだね。スキンシップの一環だよ」

　電車が来たが、奈都は動こうとしなかった。音のしない場所で喋りたいのだろう。仕方なく、手を引いて駅のベンチに腰掛けた。

　奈都はしばらく考えるようにじっと駅の表示板を見つめてから、私の方を見ないで口を開いた。

「アイドルの女の子とか、結構チューしたりしてるよね。百合営業ってやつかと思ったけど、友チューって、私が思うより一般的なのかもしれない」

　どこか自分に言い聞かせるような口調。やはり受け入れられないものを、どうにか飲み込もうとしているのだろうか。

「特別な友達だけだよ。そういう友達は、私には三人しかいない」

　暗に奈都ともできるとほのめかす。望まれれば今この場でしてもいいが、奈都の心が読めないので、誤魔化しの効く言葉で様子を窺うのが精一杯だ。

　奈都は繋いでいない方の手を口に当てると、一度深く目を閉じた。アナウンスとともに次の電車がやってきて、待っていた客が乗り込んでいく。再び電車がホームから出て行くと、奈都がわずかにかすれた声で言った。

「チサは、女の子同士でキスしたり、イチャイチャしたりすることに、まったく抵抗がないんだね？」

「ないけど。奈都ともベッドで一時間抱き合ってた」

「あれは……。うん。私の中では、あれとキスは全然別だと思うけど、チサの中では延長線上にあるんだね？」

「スキンシップの一環」

　ゲームの選択肢を選ぶように、一つずつ答えていく。何かの性格診断の設問のようでもある。奈都はこの話をどこに持って行きたいのだろう。横顔を見つめて息を呑のむと、奈都は一度唇を舐めて私を見た。

「チサは、女の子同士の恋愛はどう思う？」

　不思議な質問だった。真っ直ぐ見つめ返すと、奈都は恥ずかしそうに俯いた。

　急に話が飛んだように感じたが、奈都の中では繋がっていたのだろうか。奈都には、私と涼夏が付き合っているように見えるのだろうか。

「何の偏見もないよ」

「例えば、涼夏が本気で付き合ってって言ってきたら、どうする？」

　これは違うなと、私は直感的に理解した。意図的なミスリードだ。私と涼夏の仲がいいから、もしかしたら涼夏は私のことを恋愛的に好きかもしれない。そうなった時、友チューはできたとして、恋愛的にも涼夏を受け入れられるかという質問をしているように見せかけて、奈都はまったく別のことを考えている。

「私は今の四人の関係を崩したくない」

「断るってこと？」

「断ったら崩れるでしょ。付き合っても崩れる。それがわかってるから、涼夏はそんなこと言わない」

　ズルい答えだ。奈都はそんなことを聞いているのではない。不満そうに唇を尖らせた奈都に、私はいたずらっぽく笑った。

「関係が崩れないなら、付き合ってもいいよ。涼夏とも、絢音とも、奈都とも。一人に決めなきゃダメ？」

　これでいい。ギリギリのところで、奈都の求める答えになったはずだ。

「それでいいよ。ありがとう。だいぶすっきりした」

　そう言って、奈都が笑顔で立ち上がった。いつもの勝ち気な瞳に、私はほっと息を吐く。

　簡単なことだ。奈都は涼夏をだしにして、私が女の子と恋愛をするのが大丈夫かを確認しただけだ。可愛いのに浮ついた話はなく、私と一緒にいたいからと言ってユナ高に来た奈都が、どういう意図でそれを確認したのかは言うまでもない。

　ただ、その割には奈都は私を置いてバトン部に入ったし、その間に出会った帰宅部の仲間を、私は本当に大事にしている。それだけは奈都にもわかって欲しい。さっきの答えは、そういう牽制けんせいにもなっただろう。

　空いていた席に座ると、奈都が私の耳に顔を近付けてくすっと笑った。

「今日、アヤをかばってたチサがカッコよかった」

「それを言ったら、先に私をかばった絢音がカッコよかったでしょ」

「そうだね。帰宅部の絆をすごく感じた」

　そう言って、奈都が楽しそうに笑った。

　羨ましかったら、仲間に入ればいい。涼夏も絢音も歓迎してくれる。

　けれど、奈都には奈都の、学生時代は思い切り部活をやりたいという青春がある。お互いに、絶妙なバランスで仲良くしていこう。その感覚を、私たちはきっと言葉にしなくても共有できている。





　第十五話　プール




　夏と言えば何か。帰宅部夏遊び会議の議題に対して、絢音が改めてプールを提言すると、涼夏は満足そうに大きく頷いた。

「プールは行きたい。海でもいい」

「海もいいね」

　絢音が賛同の意を示す。夏休みに入ってすぐ、同じような会話をした時に、二人とも私の水着姿が見たいと言っていた。その流れを汲くんでの話だろう。

「キャンプとかは？　ＢＢＱ込みの」

　私が考えなしにそう言うと、涼夏が「えー」と不満そうに声を出した。

「女だけでＢＢＱとか、大変そう。暑いし、シーズンじゃないでしょ。キャンプとか、虫多そうだし」

　滅多切りだ。もっとも、言われてみると確かに、肉は食べたいが、準備や後片付けは面倒くさい。もし賛同されても、言い出しっぺの私が却下したかもしれない。暑いのも苦手だし、もちろん虫も嫌いだ。

「でも、お泊まり会はしたいね」

「そのエッセンスだけは採用しよう」

　絢音の言葉に、涼夏が是非やりたいと微笑んだ。そういえばまだ、帰宅部メンバーでは一度もしたことがない。するとしたら誰かの家になるだろうが、そうなると家族がいる。トイレだって借りるだろうし、同性しかいない涼夏の家ならまだしも、父親や男兄弟のいる家だとちょっと恥ずかしい。

　中学の時、奈都が何度か泊まりに来たが、それは親もよく知った仲だったからだ。涼夏も絢音も誇れる友達だが、まだ一度も親に会わせていない。

「どこか他に、二人と夜を過ごせる場所があれば……」

　考えるように顎に手を当てて呟くと、涼夏が小さく噴いて目を弧の形に曲げた。

「夜を過ごすとか、表現がエッチ」

「いや、涼夏の頭がおかしいだけだって。ねえ、絢音」

　同意を求めると、絢音はうっとりと微笑んで私を見つめた。

「千紗都のエッチ」

　ここには頭のおかしな人しかいないようだ。とりあえずお泊まり会の話は置いておいて、直近で海かプールに行こうと提案すると、先手を打つように絢音が「どっちでもいい」と言った。その言葉にネガティブな響きはない。どっちにしても楽しめるという信頼であり、私たちもそんな絢音の性格を熟知している。

「海だと乙ヶ浜おとがはまか、フェリーで由舟島ゆふねじまに渡るのも面白そうだね。私、行ったことない」

　涼夏が近隣の海水浴場の名前を挙げる。乙ヶ浜は中央駅から私鉄のレッドライナーで一時間くらい。由舟島はそこからさらにフェリーで三十分。乙ヶ浜はこの辺りでは有名だが、大して綺麗ではなく、その割には混雑する。由舟島まで渡ると海も綺麗だし人も少なくなるが、行くのが大変だしお金もかかる。

　プールだと、言うまでもなくＬＳパークだ。遊園地も併設している県下最大級のレジャー施設で、すぐ隣にはホテルもあり、県外からの来客も多い。入場料は高校生には少々高いが、バイトをしている身には問題ない。バイトをしていない絢音には若干厳しいかもしれないが、ご飯でも奢らせてくれたらと思う。

「どっちがいいかな」

　結論を委ねるように涼夏にバトンを渡した。私もどっちでもいい。絢音と二人の時は私が決めるが、三人でいる時は涼夏が決める。涼夏はしばらく腕を組んで首をひねってから、「よしっ」と言って手を打った。

「いずれどっちも行く前提で、まずはプールだな」

　もちろん、異存はない。絢音が「わかった」と微笑む隣で、私も大きく頷いた。




　プールとは何か。言うまでもなくＬＳパークだとは言ったが、実は一度も行ったことがない。ＣＭでよく見るし、たくさんのスライダーと、グルッと一周流れるプール、それから激しい波が立つプールがあることくらいは認識している。

　改めてサイトを開くと、思いの外スライダーの種類が多く、グルグル回るものから、ほとんど垂直に落ちるもの、ゴムボートに乗るものや、マットで滑るものなど、実に十種類もあった。値段が高いだけはある。これなら一日楽しめそうだ。

　メイクはどうするべきか。スマホは持って入らないだろうし、しなくていいだろうか。禁止ではないようだが、写真を撮らないならするメリットも感じない。それに、汗に強いメイクは研究中だが、プールでも大丈夫かは自信がない。念のため、していかない前提で涼夏にメールすると、「千紗都がしないならやめとく」と返ってきた。

　プールで検索したらナイトプールの情報がたくさん出てきた。ＬＳパークではやっていないようだが、もしナイトプールに行くことがあれば、水に強くて映えるメイクも頑張らなくてはいけないし、行ってみたい気持ちもある。今度夏遊び会議で提案してみよう。

　最後に水着だ。二人に妙に期待されているが、私はビキニの類を一着も持っていない。中学時代は後半ずっとぼっちで過ごしていたし、唯一一緒にいた奈都とも一度も行っていない。あったとしても、ここ一、二年で若干の成長が見られるので、サイズが合わなかっただろう。

　買いに行かなくてはいけないが、楽しみにしている二人を誘うのも興醒めだし、今回一緒に行けない奈都を付き合わせるのも悪いので、一人で行くことにした。色が被ると嫌なので、二人に持っている水着の色だけ聞いておいて、それ以外で探す。思いの外たくさんあってクラクラしたが、明るい色味のシンプルなものにしておいた。フリルで多少は体の隠れるものにしようか迷ったが、なんとなくがっかりされそうな気がしたのでやめておいた。

　数日後、三人ともバイトも塾もない日に、中央駅で集合した。ＬＳパークまでは高速バスで一本だ。天気は快晴。夜まで晴れ予報。最高気温は三十五度を超えるとのことで、そこまで暑くならなくてよかったと、会って早々涼夏が疲れた顔でため息をついた。メイクはやめておくと言っていたのに、日焼け止めも兼ねて少しだけ整えてある。

「裏切り者」

　頬に手を当てて冗談で糾弾すると、涼夏が情けなく笑った。

「もうすっぴんで外に出られない」

「涼夏、可愛いから大丈夫なのに」

　絢音が呆れるように首を振った。実際、絢音はいつもすっぴんだが可愛いし、たぶん自分さえ気にしなければ、私たちは若さだけで戦える。ただ、自分が気になるのだから仕方ない。

「可愛くしようとしてるから可愛いんだよ、私は」

　涼夏がそう言って、天使の微笑みを浮かべた。自分で可愛いと言うのはなかなかだが、実際に涼夏は可愛い。それに、言っていることも一理ある。ダイエットが必要のない体型の子ほどダイエットしているのは、日頃からそうして気にしている成果である。涼夏は元々顔の造形がいいが、それでも肌や髪を手入れしているからこそ、可愛さが引き立てられているのだろう。

　満席に近いバスに乗り、ＬＳパークに向かう。涼夏がパークのサイトを開きながら、考えてきた回り順を披露した。全然気にしていなかったが、テーマパークのアトラクションのように、人気のスライダーは並ぶらしい。

「これなんて、開園ダッシュしないと、一時間待ちだって」

　ほとんど直角に降下するスライダーを指差して、涼夏がうんざりした顔をした。確かに、炎天下で一時間も並びたくない。何か希望はあるかと聞かれたが、特に無いと答えた。正確には、スライダーがそんなに並ぶとは思っていなかったので、順番に全部やるつもりでいた。

「上手に回っても、たぶん四時間くらいかかる。スライダーだけに絞ればいけるかも」

　涼夏がそう言うと、絢音が首を振った。

「私、浮き輪持ってきた。波のプールで三人でのんびりしたい」

「よし、採用」

　バスの中でしっかりと計画を立てて、開園と同時に乗り込んだ。涼夏が迷うことなく私たちを導いてくれる。去年も料理部の友達と来たらしい。聞くと絢音も家族で来たことがあるらしいが、小さかったのでよく覚えていないとのこと。

「涼夏、部活の子とは今でも付き合いがあるの？」

　移動しながら聞くと、涼夏はちらりと私を振り返って頷いた。

「まあ、普通に。でも向こうも忙しそうだし、ＳＮＳでたまに話すくらいだよ」

「そっか」

　私のことは聞いてこない。私がバドミントン部を途中で辞めて、卒業の時には奈都しか友達がいなかったことを、二人ともよく知っている。

　更衣室に着くと、とりあえずシャツを脱いだ。ビキニの上を用意してブラジャーを取ると、強い視線を感じて思わず身を引いた。見ると二人がじっと私を見つめていて、私は反射的に胸を隠して首を振った。

「なんで見てるの!?　急ぐんでしょ？」

「いや、私は着てきたから、千紗都のおっぱいを眺めようと思って」

「私も」

　二人が当たり前のようにそう言って、さっさと上も下も脱ぐ。当たり前のように水着を着ていて、私は思わず頭を抱えた。その発想はなかった。

「教えてよ！」

「いや、常識かと思って」

「替えの下着を忘れてきて、ノーブラノーパンで帰る二人の姿が目に浮かぶ」

　からかうように言ったが、二人ともまるで動じなかった。そういうミスはしないらしい。仕方なく秒で水着を着たが、少し見られたかもしれない。別にいいけれど。

　とにかく今は、少しでも早くスライダーに行くことだ。ロッカーの扉を閉めて、確かめ合うように三人で大きく頷き合った。




　まだ九時だが、外はすでに暑かった。立っているだけでも汗が滴り落ちるのに、少し走って汗だくだ。

　適当な場所に小さなレジャーシートを敷いて陣地を作ると、涼夏が満足げに微笑んだ。

「やっぱり千紗都はスタイルがいいね」

「そんなことはない。早くスライダーに行こう」

　ニヤニヤしている涼夏の手を引く。涼夏は濃いオレンジの水着で、バナナの樹と実がたくさんプリントされたトロピカルな模様だ。全体的に紐で露出度が高く、元気いっぱいの肌は瑞々しい。ただ、胸は私の方が大きいし、ウエストからヒップのラインも、私の方が少し隆起が大きい。涼夏は若干幼さの残る体つきだが、それもまた可愛い。

「抱きしめたくなるね」

　そう言いながら、絢音がふわっと私の腰に手を回した。肌が熱くて、汗ばんだ感触が艶めかしい。私は思わず悲鳴を上げて絢音の体を引き剥がした。

「わかったから！　スライダーに行こう！」

　絢音は淡い花柄の水着で、フリルではないが水着の端がヒラヒラしている。可愛い物が好きな絢音にしては大人っぽいデザインだ。私と涼夏より背が高い分、スラリとしているが、若干肉が薄い。痩せているのは羨ましいが、必ずしもそれがスタイルの良さとイコールではない。

「千紗都は、なんかすべてが完璧だよね」

　私の二の腕を指先でむにっとつまんで、涼夏が微笑んだ。完璧かどうかはわからないが、色がかぶらないように選んだ青を基調としたボーダー柄は、少し大人しかったかもしれない。売り場で派手と思ったくらいが、たぶん現地では丁度良かった。

　陣地を作っていた分遅れたが、最初のスライダーは十五分待ちで乗ることができた。長いだけで怖いスライダーではない。長い分斜度は緩めだが、スタート地点が高いので足がすくむ。久しぶりに全力でキャーキャー言いながら滑り降りると、先に滑って待っていた涼夏が私の手を引いた。

「お疲れー」

　放心状態で肩で息をしていると、絢音も悲鳴を上げながら滑ってきて、私たちの前に来て「楽しかった」と微笑んだ。

「絢音があんな女の子っぽい声を上げてるの、初めて聞いた」

　私が目を細めてくすっと笑うと、涼夏が明るい笑顔で私の肩を叩いた。

「いや、千紗都の方が意外だった。声が響いてた」

「うん。千紗都、可愛かった。元は取った」

　絢音が同意する。随分安い元だ。次のスライダーに向かいながら、涼夏が私の顔を覗き込んだ。

「お化け屋敷とかどう？　千紗都の悲鳴が聞きたい」

「悲鳴が聞きたいとか、趣味悪すぎ」

「興味はあるけど、問題は私が得意じゃないことだ。たぶん、千紗都を楽しむ余裕がない」

「私は結構平気かも」

　絢音が胸を張る。平気な人がお化け屋敷に行ってもつまらないだろう。誰も楽しめなさそうなので、お化け屋敷は却下になった。私も好きではないので有り難い。

　次は大きなゴムボートに乗って滑り降りるスライダーにチャレンジしたが、後ろ向きになると先が見えず、かなりスリルがあった。混む前にもう一度という涼夏の希望に賛成し、長い列に並ぶ。一回目は十五分で済んだが、二回目は倍かかるかもしれない。プールはだいぶ混み始めている。

「みんなでできるっていうのはいいね。はしゃいでる千紗都をずっと楽しめるし」

「うん。千紗都可愛い」

「二人とも、私のこと好きすぎでしょ」

　呆れながら言ったが、否定する言葉は出なかった。少し歪ゆがんでいる気がしないでもないが、好きになってくれるのは嬉しい。

　二回目もキャーキャー言いながら楽しんで、一度陣地で休憩してから、別のゴムボートのスライダーを楽しんだ。こちらはラフティングをテーマにしているようで、それほどスリルはなかったが、そもそもスライダーはスリルだけを楽しむものではない。

　少し早めのご飯にして、ラーメンやらカレーやらを注文してテーブルを陣取る。ここは私も含めて涼夏が奢ってくれた。もちろん絢音のためで、次の休憩は私が奢ることになっている。絢音には体で払ってもらおう。

「プールはありだね」

　ラーメンをすすりながら涼夏が言った。何か楽しめない懸念があったのかと首をひねると、涼夏が可愛らしく指を立てた。

「私たち、実はそんなに色んなことしてないし、遠出するのも初めてだったし、不安がなくもなかった」

「テーマパークで喧嘩になる話、たまに聞くよね」

　絢音が同意するように頷く。確かに、一緒に行く時点で仲はいいはずだが、それでも喧嘩になることはあるのだから、油断は禁物だ。

「私は、二人と喧嘩したくない」

　私がそう訴えると、涼夏が「そりゃそうだ」と笑った。

「でも、色々挑戦しないとね。海も行こう。プールとはまた違った感じになる」

「例えば？」

「ビーチボールが登場する」

　シンプルな答えに、私は思わずカレーを噴きそうになった。実際、プールは人目が気にならないし、ナンパの心配もなさそうだし、慌ただしくてせわしない。それと比べると、海はのんびりした時間が流れそうだ。友達と海水浴などという雅みやびな経験は一度もないが、想像に難かたくない。

　食後は日焼け止めを塗り直してから、流れるプールに揺られることにした。致死の暑さだし、人出もピークだ。今スライダーに並ぶのは得策ではない。

　絢音が持ってきた浮き輪を頑張って膨らませて、何故か私が放り込まれる。お尻を入れてプカプカ浮かびながら流されていると、いきなりお尻を強めに撫でられた。変な声が出そうになるのを堪こらえて絢音を睨むと、絢音は両手で浮き輪に掴まったまま、ふるふると首を振った。

「明らかに私じゃない。しようかなって思ったけど、さすがに自重した」

　涙目で涼夏を睨むと、涼夏は片手で浮き輪を押しながら神妙な顔をした。

「もしかして、痴漢？」

「涼夏の右手はどこにあるの？」

「いけずやなぁ」

　さも私が悪いかのように涼夏がため息をつきながら、性懲りもなく私のお尻を撫でた。絢音が「私だけ我慢するのは不公平だ」と言って、二人でお尻やら太ももやら、色々撫で回す。小さく悲鳴を上げて浮き輪から出ようとしたが、すっぽりはまっている上、上から押さえられて動けなかった。

「まあまあ」

「まあまあじゃない！　くすぐったいからヤメて！」

「ヤメなきゃ絶交って言われたら考える」

「そこまでじゃないけど……」

　思わずトーンダウンすると、二人がくすくすと笑った。完全に遊ばれている。

　腹ごなしがてらのんびり一周して、波の立つプールに向かった。せっかく浮き輪を膨らませたし、スライダーはどれも長蛇の列だ。

　波のプールは実際、のんびりできるような状況ではなかった。これでもまだ平日だから、空いている部類なのだろう。土日だと一体どうなってしまうのか。

　浮き輪は持ち主が所有権を放棄したので、次は私だと涼夏が中に座って両手を投げ出した。波が強くなる奥の方まで引っ張りながら、さっきのお返しをしてやろうとお尻を撫でると、涼夏が可愛らしい悲鳴を上げた。

「何するの!?」

「いや、さっきさんざん私のお尻触ってたじゃん」

「それはそれだから！」

「どれがどれよ」

　意味がわからない。気にせず揉むように指を動かすと、むにむにと柔らかな肉の感触に胸がときめいた。果たしてここはお尻なのだろうか。前の方をいじっていると、涼夏が固く目を閉じて恥ずかしそうに首を振った。何をしても可愛い子だ。

　波のプールは四六時中波が出ているわけではなく、一定の時間間隔で波が立つ。水深が私たちの身長より深いところまで来て浮き輪に掴まっていると、やがて水面が大きく揺れ始めた。

　思ったよりも波が高くて、慌てて浮き輪にしがみつく。足が届かないので若干の恐怖を感じるが、涼夏は暢気のんきに笑っていた。

「涼夏、座るのやめて普通に入ってよ。二人入れるでしょ？」

　私が悲鳴を上げると、涼夏は「しょうがないなぁ」と言いながら腰を上げた。絢音を見ると、手で中に入るよう促されたので、浮き輪と涼夏の隙間に体を滑り込ませる。両腕で浮き輪を抱え込むと、抜群の安定感にほっと息を吐いた。確かにこれなら怖くない。

　時々水を飲みそうになりながら波を楽しんで、やがて静かに揺らぎが止まった。いつの間にか絢音は私の前側から浮き輪に腕をかけて私の体を足で挟み、涼夏は私の後ろで、私の体ごと浮き輪を抱きしめている。

「これはどういう状況なの？」

　私が呆れながら聞くと、二人はしれっと言った。

「千紗都が中に入ってきたから、浮き輪の代わりに抱き付いてた」

「溺れそうだったから、全身でしがみついてた」

　波がなくなると、みんな次のプールやスライダーに移動するために波打ち際に戻って行く。私も涼夏に抱き付かれたまま、絢音に岸まで引いてもらった。背中に張り付く感触が柔らかくて気持ちいい。

　ＬＳパークにはスライダーの他にもアトラクションプールがあり、専用の浮き輪で激流に流されるのが面白そうだったので行ってみることにした。近付くだけで悲鳴や歓声が聴こえてくる。グルッと一周回る細い通路を、激流に押されて元の場所に戻ってくるらしい。

　待つ必要はないようで、転がっていた浮き輪に体を通してプールに入る。なかなかの混み具合で、はぐれないように手を繋いで奥に進んだが、一定間隔で噴き出す激流に飲まれると、あっという間に二人ともどこかに行ってしまった。

　これは楽しい。その内発見されるだろうと、プカプカ浮かんでいたら、後ろから絢音が来て私の浮き輪に手をかけた。

「一瞬だった」

「人は水の前に無力だね」

　少し先に涼夏がいたので、捕まえて二周目に向かう。キャーキャー言いながら何周かすると、やがて力尽きた。

　そろそろ休憩にしようと、昼とは違うレストランでかき氷を食べる。まだ日は高いが、そろそろ帰り始めている人もいる。かき氷を食べ終えて、残り一時間半。空いているスライダー二つに、もう一度二つ目に乗ったゴムボートのスライダーを楽しんで、最後に温泉プールでくつろいでから陣地に戻った。

「満足した。中学の時より断然楽しかった」

　陣地を片付けながら、涼夏が満面の笑みを浮かべた。私も初めてだったが、確かに楽しかったし、一年分くらいはしゃいだ気がする。また来たいと言ったら、絢音が無念そうに眉根を寄せた。

「お金がもたない」

「私と援交して」

　思い付きでそう言うと、涼夏がギョッとしたように目を丸くする隣で、絢音が可笑しそうに口元を緩めた。

「そうする。ねーちゃん、五千円で私を好きにしていいよ」

「絢音、安売りはよくない」

「友達価格だよ」

　悪びれずにそう言う絢音の胸をなんとなく撫でてから、更衣室に戻った。シャワーを浴びて着替えてからバス停に行くと、長い列になっていた。県内とはいえ、車がないとアクセスが難しい場所にある。高速バスだと一時間は待ちそうだったので、涼夏のアイデアで最寄り駅までタクシーを使って、電車で帰ることにした。タクシーという発想は私にはなかったが、三人で高速バスに乗ることを考えたら、それほど変わらない。

　運転手に料金を確認してから、一番近い駅まで乗せてもらう。駅で電車に乗り換えると、平日ということもあって車内は空いていた。それに、冷房も効いていて気持ちがいい。ロングシートだったので私を真ん中にして座るや否や、涼夏があくびをしながら私にもたれかかった。

「楽しかったけど、疲れた」

　目を閉じて私の手をギュッと握る。絢音も同じように私の手を握って、肩に頭を乗せた。両腕が幸せだが、重たい。

　仕方ないので、私も目を閉じると、睡魔が襲い掛かってきた。思ったよりも疲れていたようだ。

「帰ったら、次の夏遊び会議をしよう」

　呟くように言ったが、返事はなかった。あるいは、誰か答えてくれたけど、私がもう寝ていたのかもしれない。

　涼夏が、中学の時より楽しかったと言っていた。遊び場のポテンシャルは大事だが、最後は結局、誰と行くかだ。

　もっとこの二人と一緒にいたい。夏休みも、秋も、冬も、それからもずっと。そうしたらきっと、毎日が楽しい。





　番外編　花火




　蝉の鳴き声が窓を貫通して聞こえてくる。外は暑そうだ。涼夏の元気のない「暑いの無理」を思い出してくすっと笑う。私も暑いのが得意というわけではないが、涼夏ほど苦手でもない。

　部屋のエアコンは昨夜からずっとつけっぱなしだ。一度切った方がいいだろうか。それとも、別に夏中フル稼働していても問題ないのだろうか。機械のことはよくわからない。

　退屈である。今日は涼夏がバイトなので、バイト先に冷やかしにでも行こうか。行ってもいいが、会えるのは一瞬。その一瞬以外の時間をショッピングセンターで一人で過ごすのも、それはそれで退屈そうだ。

　絢音と奈都はどうしているだろう。私が暇なたびに声をかけていたら毎日なので、時々こうして、友達の予定を知らないまま一人でぼんやりと過ごしている。二人に言わせると「無用な遠慮」らしいが、毎日「今日も暇です」と送るのも気が引けるし、そもそも毎日暇していることはすでに宣言してある。

　連絡がないということは、忙しいのか、私と会いたくないのだろう。いついかなる時でも友達と一緒にいたい私と違って、たまには一人になりたいのが一般的な感覚らしい。

「寂しいことだ」

　メテオラを両手で持ち上げて静かにそう呟くと、机の上でスマホが音を立てた。見ると絢音からのメッセージで、奈都も入っているグループの方に送られていた。

『突然、花火大会に行きたくなりました。東の祭およびそのクライマックスである花火大会を一緒に見に行ける人を募集します』

『行く』

　秒で返してから、改めて絢音のメッセージを読み返した。

　そういえば今日は、東の方で祭りがあった。あまり興味がなかったのでスルーしていたが、そもそも私は何にも興味がない。ただ、友達と一緒ならなんでも楽しめる。しっかりとアンテナを張って、私からこのメッセージを送るのも手だったかもしれない。

　もっとも、今日は涼夏がバイトで、来れないことが確定している。二人にはバイトや塾で行けないからと言って、自分を除いて遊ぶことを躊躇しなくてもよいと言われているが、日常的な遊びならともかく、大きなイベントはやはりみんな揃って行きたいと考えてしまう。

『私バイトだから、祭りを他の日にずらして』

　涼夏からそうメッセージが飛んできた。バイトは昼からなので、今頃家でメイクでもしているのだろうか。前に二人で「汗に強いメイク」を研究したので、お出かけするなら今日実践してみよう。

『運営に電話してみたけど、ダメだった』

『早いな。仕方ない。私の代わりにメテオラを持って行って、私だと思って一緒に写真撮って送って』

『わかった。千紗都にやらせる』

『ん。写真、十パターンは撮ってね』

　わずかに目を離した隙に、受け入れ難い展開になっていた。慌てて会話に割り込む。

『時々見かける、ぬいぐるみと写真撮ってる痛い子じゃん！』

『偏見よくない。いい文化だと思う』

『暑いからメテオラはお留守番かな』

『私の代理を家に置いて行くっていうのは、つまり私とは行きたくないってこと？』

『違うし！』

　無茶苦茶だ。

　具体的な話をグループチャットでしても迷惑なので、絢音と個人のメッセージでやり取りしていると、グループの方に奈都から、『遅れてなら合流できる。花火大会は楽勝』と返ってきた。

　絢音と奈都と三人のグループはないので、個別に連絡してから、一度スマホを置いて準備する。

　絢音と二人なら、メイクは薄めの方がいいだろうか。しかし、涼夏と研究した成果も試したい。それに、メテオラと一緒に写真を撮るなら、それなりに見られるメイクをするべきだろう。クマのぬいぐるみを相手に気合を入れる必要はないが、涼夏の代理となると話は別だ。

　一度窓を開けてみると、むわっとした熱気が部屋の中に入ってきた。日差しの下は焦げるような暑さだろう。それでも、一人で家にいるよりはずっといい。

　今から夜の花火大会が楽しみだ。




　準備を終えてマンションを一歩出た瞬間、回れ右して帰りたくなった。アスファルトの上は火にかけられたフライパンのようで、もし私が卵なら、確実に目玉焼きになっているだろう。

　絢音に『目玉焼き寸前』と送ると、『熱中症には気を付けよう』と返ってきた。頑張ってイエローラインの駅まで歩き、汗を拭ってお茶を飲んだ。水筒を持ってきたが、会場に着く前になくなりそうだ。コンビニか自販機で買って補充しよう。

　乗り換え駅で絢音と合流すると、Ｔシャツにホットパンツ、スニーカーという元気な格好だった。太ももが瑞々しい。じっと見つめていたら、絢音がくすっと笑った。

「どうしたの？」

「ううん。もし日焼け止めとか虫除けとか塗って欲しかったら、言ってくれたら手伝うね」

「わかった。自分で出来るけど、千紗都に頼むことにする」

　やって来た電車に乗ると、なかなかの混雑だった。乗り換え駅なので座れたが、駅を過ぎるごとに人が増えていく。東の祭に行く人も多いのだろう。この地域では二番目か三番目に大きな花火大会だし、踊りも有名で、百を超えるチームが路上やステージで踊りを披露する。

「絢音は、東の祭は行ったことある？」

　耳元に顔を寄せて聞くと、絢音はチラリと私を見て微笑んだ。

「ないね。千紗都、美人すぎて死ぬ」

「生きて。私は大きな花火大会自体が初めてで、すごく楽しみ」

「千紗都は、友達がいないのはわかったけど、家族で出かけたりとか、そういうのも全然なの？」

「そうだね。親の仲は悪くないけど、たぶん旅行とかイベントにあんまり興味がないんだろうね」

「つまり、可能性をたくさん残してる」

「それはすごくポジティブな表現だね」

　飛行機にも乗ったことがなければ、そもそも県外に出たこともほとんどない。花火大会もテレビでしか見たことがないし、地域のイベントやコンサートの類にも行った記憶がない。

　言い換えればそれは、これからまだまだ色々な初体験を、大好きな友達と一緒にできるということでもある。その発想に感嘆の声を漏らすと、絢音が大きく頷いて目を細めた。

「記憶に残る記念日に、千紗都の隣にいられたら嬉しい」

　そう言いながら、絢音が私の手に自分の手を重ねた。まるで愛の告白だ。

「色々連れ回してくれたら嬉しいよ」

　帰宅部では私が手を引いているが、元々絢音の方が好奇心も行動力もある。何かを体験するにも、私は張っているアンテナが短いので、こうして誘ってくれたら嬉しい。

　そう伝えると、絢音は「任せて」と満足そうに言いながら、私の手をギュッと握った。触れ合う肌が灼けるように熱いが、その温度がとても心地良かった。




　駅に着いてホームに降り立つと、嫌な熱気が肌にまとわりついてきた。剥き出しになった腕に玉のような汗が浮かんで、何故か絢音が指でなぞってから、その指をペロリと舐めた。安定して変な子だ。

「暑いの無理」

　涼夏の口調を真似てそう言うと、絢音が可笑しそうに頬を緩めた。メテオラはどうしたかと聞かれたので、リュックにいると答えた。ほとんどメテオラのためだけに背負ってきたようなものだ。おかげで背中が熱い。

　早速一枚撮ろうと言われて、リュックから取り出した。部屋の中でしか見たことがないので、こうして外にいるのは不思議な感じがする。

　一緒に乗ってきた乗客はほとんどホームからいなくなったので、祭りの看板と一緒に写真を撮った。私と絢音とメテオラで自撮りしてみたが、どう考えてもこれは涼夏ではない。

「まあ、代理だしね」

　絢音がそう言いながら、早速グループに写真を流す。涼夏からも奈都からも反応がないので、二人とも忙しいのだろう。少なくとも涼夏はバイトだ。

　駅を出ると、早速陽気な音楽が聴こえてきた。大通りは屋台が立ち並び、人でごった返している。

「祭りって、どう楽しめばいいんだろう。作法のようなものはある？」

　ワクワクしながら聞くと、絢音は困ったように微笑んで、静かに首を横に振った。

「心で感じるんだよ」

「そうなんだ」

「実は花火大会を楽しみにしてただけで、それまでのことは何も考えてない」

　大変潔い。

　暑いのも気にせず、手を繋いで大通りを歩く。さっきもらったチラシによると、この先が踊りのルートになっているらしい。もっとも、一番華やかな総踊りは昨日で終わっている。今日は地元のチームが祭りを盛り上げるために参加しているだけで、規模もずっと小さい。

　時間帯によっては、吹奏楽部や楽団によるパレードもあり、全然知らなかったがユナ高も参加していた。クラスメイトも参加しているだろうから、少し見て行ってもいいかもしれない。

　屋台を眺めたり、かき氷を食べたり、踊りやパレードを見て過ごす。メテオラとも何枚か写真を撮ったが、周囲の視線が若干痛い気がしたのは気のせいだろうか。相棒の顔をじっと見つめてそう呟くと、絢音がくすっと笑った。

「気のせいだよ。良くも悪くも、誰も私たちのことなんて気にしてないよ」

「例えばここで絢音とキスしたら？」

「ギョッとされるかもね」

「それと同じ」

「大丈夫だって。早く文化に慣れて」

　あまり慣れたい文化ではないが、絢音は全然平気そうだ。メテオラをリュックに押し込んで、代わりに水筒を取り出す。とうとうお茶が尽きたので、自販機でスポーツドリンクを買って補充した。味が混ざるのは目をつむる。

　流れ落ちる汗をタオルで拭って、日焼け止めを塗り直した。タオルを貸してと言われたので渡すと、何故か全力で嗅がれた。暑さで頭がおかしくなってしまったのだろう。

　あまりにも暑いので喫茶店に退避すると、奈都から今電車に乗ったと連絡があった。三十分くらいだろうか。喫茶店にいるから駅に着いたら連絡してと送り、しばらくくつろぐことにする。

「花火は、やっぱり早めに場所取りとかした方がいい？」

　運ばれてきたサイダーのストローを意味もなく回すと、グラスの中で氷がカラリと音を立てた。グラスの向こうで、絢音がストローをくわえながら言った。

「ナツ次第かな。少しくらい、祭りも見たいだろうし」

「帰り、混みそうだね」

「人が少なくなるまで、暗闇の中で千紗都とイチャイチャして過ごす」

「通報されそう」

　窓の外に目をやると、通りを歩く人は着いた時よりも確実に増えていた。検索したら、来場者数の実績が三十万人とか五十万人とか出てきて、頭がクラクラした。

「五十万人ってすごいよね。百万人の半分だよ？」

　何も考えずにそう言うと、絢音が不思議そうに首を傾げた。

「それはそうだね。十万人の五倍だね」

「東京ドーム十個分」

「客席数だけならそうだね」

　実際のところ、電車の収容人数が二千人くらいだとしたら、一時間に八千人程度。地元の人とか車の人とか、違う方面に帰る人もたくさんいるとはいえ、二時間くらいは難しいかもしれない。もちろん、満員電車を覚悟すれば帰れるが、明日はバイトが昼からだし、急いで帰る必要はない。

　イチャイチャはしないが、夜風を楽しみながらのんびり喋って過ごそう。そういうのも、なんとなく青春っぽい。




　奈都と合流する頃には、大通りは真っ直ぐ歩くのも難しい人出になっていた。花火大会の時間が近付いてきたのもあるが、そもそも日中は暑すぎるので、夕方から祭りを楽しもうという人もいるのだろう。

　合流した奈都は、極めて珍しくスカートを穿いていた。デートでもしていたのかと聞いたら、「友達とね」と笑った。

「スカートの下は何を穿いてるの？」

　何気なくスカートの端をつまむと、奈都が顔色を変えて私の手を払った。

「何にも穿いてないよ！」

「何にも穿いてないの!?」

　思わず声を上げると、奈都は両手で顔を覆って首を振った。

「そういう意味じゃない！」

「どういう意味？」

　呆れながら聞くと、絢音が大笑いしながら奈都の腕に寄りかかった。よくわからないが、下着くらいは穿くことをお勧めしたい。

　祭りの雰囲気だけ味わいながら、花火大会の会場へ歩く。今から待つとだいぶ早いが、絢音がレジャーシートを持ってきているとのことなので、陣地を作ってグダグダと過ごすのもよい。

　広場の隅の方に、辛うじて三人座れるスペースがあったので、レジャーシートを広げて靴で固定した。奈都があまりにも無防備に座るので、正面から見つめながら、ちゃんと穿いていて安心したと告げると、奈都は慌ててスカートを押さえて顔を赤くした。

「だからスカートは嫌なの！」

「学校じゃ、いつもスカートじゃん」

「それはそれ。別物」

　奈都が物を右から左に移動させるように手を動かした。制服はスカートではなく制服だというのは、わからないでもない。

　お菓子を広げながら、花火大会についてお喋りをする。奈都はやはり家族で花火大会にも来たことがあるらしく、すごく小さい時には音が怖くて泣いた記憶があるらしい。

「奈都は経験豊富だね」

「言葉の響きが嫌」

「今日も泣いていいよ」

「高校生が花火で泣いてたら変だから！」

　奈都が声を大きくすると、絢音が柔らかく笑った。

「花火大会に感動する女の子」

「響きは綺麗だけど、情緒不安定な感じがする」

「意味もなく泣き出す奈都か。可愛いね」

「可愛くないし！」

　周囲はカップルが多いだろうか。大きなシートで場所を占拠するような人たちは、もっと早くから前の方を陣取っている。

　打ち上げ開始まで三十分を切ると、随分日も西に傾いて、周囲も賑やかになってきた。スピーカーから流れる音楽と、少し離れた場所でやっているライブの演奏。周囲の話し声と、何かのアナウンス。それらがすべて混ざり合って、祭りの音という感じがする。

　絢音がトイレに行きがてらジュースを買ってくると言って立ち、奈都は私のメテオラの写真を撮って遊んでいる。お腹が空いてきたので、奈都はどうかと聞いてみたら、奈都はメテオラを膝に抱えて首を振った。

「お菓子食べたし、平気かな」

「私は汗だくで歩き回った割には、摂取カロリーが少ない気がする」

「絢音に何か買ってきてもらう？　それか、帰って来てから、自分で行くか」

「暗くなってきたし、今出たら戻って来れない気がする」

　広場はレジャーシートがびっしりと敷き詰められ、歩くのもままならない。立ち上がるのも面倒なので、ごろんと寝転がって奈都の太ももに頭を乗せると、奈都は小さく息を呑んでから、意味もなくメテオラを私のお腹の上に乗せた。

　やがて絢音が帰ってきて、いよいよ開始時間が近付いてきた。先程から何発か花火が上がっている。試し打ちだろうか。ドンとお腹に音が響く。うるさく感じるには距離が遠いので、泣かずに済みそうだ。

　三人並んで座っていると、やがてアナウンスがあって軽快な音楽が流れた。それとともに、盛大に花火が上がる。周囲から感嘆の声が漏れて、私も一人で大きく頷いた。

　なかなかの迫力である。写真でしか見たことがなかったので知らなかったが、打ち上げ花火にはたくさんの種類があって、キラキラと散っていくものや、渦を巻くもの、中にはハート形を描くものもあって、見慣れない花火が上がると拍手が起きた。

「正面から見れて良かった。横から見たらペラペラだからね」

　奈都が厚さを表現するように、開いた両手を近付ける。私が「良かった」と同調すると、絢音が満足げに頷いた。

「もちろん、考えて場所を取ったよ。横から見るとペラペラだからね」

　絢音の言葉に、奈都が困ったように微笑んで、花火に視線を戻した。

　涼夏に送ろうと写真を撮ってみたが、まったく綺麗に撮れなかった。動画の方が良さそうだったので、三十秒くらい撮影してグループに流した。奈都が横から覗き込みながら、心配そうに眉尻を下げた。

「ギガ、大丈夫？」

「全然平気」

　夏休みは引きこもっているか友達と遊んでいるかのどちらかで、家ではWi-Fiなので容量を使わないし、友達と遊んでいる時はほとんどスマホを見ない。そもそも、外で動画を見ないので、夏休みじゃなくても、容量を使い切るようなことはない。

　すっかり暗くなった夜空のキャンバスに、色とりどりの花火が大輪を咲かせる。横から見てもペラペラにはならないが、横並びの花火は重なってしまうだろう。二時間も前から場所を取った甲斐があった。

　言い出しっぺはどうかと隣を見ると、絢音は肩を枕にするように私に寄りかかって、うっとりと目を細めた。

「千紗都を見るか、花火を見るか」

「花火を見て」

　秒で答えると、絢音がくすっと笑った。

　反対側で奈都も寄りかかってきて、両腕に感じる人肌の柔らかさにドキドキした。あと、暑い。

　花火が綺麗だ。心残りがあるとすれば、メンバーが一人足りないことだろう。来年は涼夏とも一緒に来たい。

「涼夏も空から見てるかな」

　絢音が寂しそうに笑って、私は冷静に手を振った。

「バイトしてるから。もう終わったと思うけど」

「空から見たら、花火がペラペラだね」

　奈都が明るく笑う。どうしても突っ込んで欲しいようだが、「本当だ！」と大袈裟に驚くと、奈都がもどかしそうに唇を尖らせた。

「打ち上げ花火、上から見るか、テレビで見るか」

　何かで聞いたタイトルを口にすると、絢音が私の手を握りながら微笑んだ。

「テレビで見るくらいなら、上からかな」

「向かってくるの、怖くない？」

「スリルあるね。自分に向かって飛んできて、目の前で爆発するの」

　それは斬新かもしれない。もっとも、上から見ると花火はペラペラなので、そんなに迫力はないかもしれない。そう言って笑うと、奈都は私の手に指を絡めて、ふんっとそっぽを向いた。

　そんなふうに一時間半、少し退屈するかと心配していた花火大会はあっという間に終わって、私は余韻に浸るように目を閉じた。

　すぐそばを無数の足音と話し声が通り過ぎて、全然落ち着かない。スピーカーからは帰りのアナウンスが流れている。あっという間に現実だ。

　このままここにいると踏み潰されそうだったので、諦めて立ち上がった。すごい人なので、やはり真っ直ぐ帰る選択肢はない。始発なので、一つ前の駅まで歩くことも出来ないし、レストランで時間を潰すことを考えている人も多そうだ。

「部長、どうする？」

「言い出しっぺはどうしたい？」

　絢音と声がかぶって、思わず笑った。明日はバイトがあるが、昼からなので遅く帰っても問題ない。久しぶりに奈都も同じ時間にシフトが入っている。

　夕方、レジャーシートを広げてからこれまで、ずっと喋っているが飽きることはない。夜風は気持ちいいし、コンビニでパンでも買って、どこかのベンチで喋り続ける提案をすると、二人は賛成だと頷いた。

　宣言通りパンを買って、駅前広場のベンチに座る。パンをかじりながら顔を上げると、改札待ちの列が外まで延びていた。

「当分帰れないな」

　冷静に呟くと、さっきと同じように絢音が私に寄りかかって笑顔を見せた。奈都も同じようにしながら、眠そうにあくびをする。この二人は、私を壁か枕と勘違いしているのではなかろうか。

　初めての花火大会は、祭りも合わせてとても楽しかった。それもやっぱり、こうして私に寄りかかって安らいでいる可愛い友達がいてこそだ。大して何のお礼もできないから、肩くらいは好きに使ってくれていい。

　退屈だった日が、一転して思い出に残る一日になった。この夏休みは、一体どれだけ私を楽しませてくれるのか。引き続き、明日からも楽しみである。





　番外編　ワードウルフ




　夏休みも真っ盛り。珍しく四人揃ったので恵坂の街をぶらぶらとしようと集まったものの、容赦のない照り返しと、息苦しいほどの熱風に心が折れて、大通りから少し奥に入った穴場のカフェに逃げ込んだ。

　以前涼夏と見つけた場所で、狭い階段を上がったビルの二階にあり、店内は空間を広々と使って、ゆったりできる造りになっている。ソファ席に四人で座って、涼夏がぐったりと背もたれに体を預けた。

「暑かった。涼夏さん、もしかしたら死ぬかもしれない」

「私も、百年以内に死にそうな気がする……」

　絢音が切ないため息をついて、私は顔をしかめて首を振った。

「二人とも、私より先に死なないで。これは部長命令だから」

「死ぬ時は一緒だよ！」

　三人で瞳を潤ませながら手を取り合うと、一人残された奈都がぎこちなく微笑みながら首を傾げた。この子には協調性というものが欠落しているようだ。

　ひとまず水を飲みほしてから、抹茶フロートなる微妙に重そうなものを注文した。涼夏がコーヒーフロートを注文したので、「フロートの部分を少し交換しよう」と言うと、涼夏は笑顔で承諾してくれた。優しい子だ。

　笑いを堪える絢音の隣で、奈都が苦笑いを浮かべて口を開いた。

「チサって、四六時中変なこと言ってるね」

「部長だからね」

　なんでもないようにそう答えると、奈都はどうしていいのかわからないというように、額に手を当てた。

　ドリンクが運ばれてくる頃には汗も引き、ようやく落ち着いた。

「あまりの暑さに、胸がドキドキしてた」

　薄く目を閉じて胸に手を当てると、絢音が穏やかに言った。

「恋だね」

「今、暑さのせいだって……」

　奈都が秒で突っ込みを入れる。隣で涼夏が声を押し殺して肩を震わせてから、顔を上げてにっこりと微笑んだ。

「私の街歩き計画は、開始二十分で頓挫とんざしてしまいましたが、せっかく四人集まった貴重な時間を無駄にしたくありません。Ｓレアのナッちゃんもいるし」

　涼夏の言葉に、奈都が深く頷いた。

　実のところ、レアというほどレアでもないが、私も涼夏も奈都もバイトしていて、絢音は塾がある。四人集まれるのが貴重なのは確かだ。今日も絢音は夕方までだ。

「でももう、外には出たくないし、ゲームでもする？」

　私がチラッと絢音を見ながらそう言うと、絢音が明るい瞳で頷いた。

「いよいよあれをやってみる？」

「チャンスだね」

「あれって？」

　奈都がわかりやすく会話を進めてくれる。いい子だ。

　私は前にスマホに入れたアプリを起動して、テーブルの上に置いた。

「ワードウルフっていって、言葉だけで遊ぶゲームだね」

　夏休み前に、絢音と勉強の息抜きタイムに見つけたゲームである。

　例えば「エビ」と「イカ」のように、似たお題が出されるが、メンバーの内、一人だけ違うお題が与えられる。多数派が市民、一人だけ違う人が狼となり、会話の中から狼が誰であるかを当てる。

　アプリの説明がてらスマホをタップすると、市民が「スカート」で、狼は「ズボン」だった。

　一定時間トークした後、全員狼と思う人を指差して、狼はより多くの人に指を差されたら負けになるが、市民のお題を当てたら逆転勝利になる。

　ゲームについては涼夏にも紹介していたが、人数が多い方が楽しいだろうということで、アプリをインストールしただけで終わっていた。まさに今、やるべき時が来たというわけだ。

　とりあえず一度やってみようということで、お題をタップしながらスマホを回す。私のお題は「兄弟」だった。

　もし「兄弟」が私だけなら、私はそれを隠し通すか、他の人のお題を当てなくてはいけない。あるいは市民が「兄弟」だったら、狼を探さなくてはいけない。

　仲間から期待の眼差しを向けられたので、発案者として口火を切ることにした。

「感覚的には大事かなって思う」

　ぼんやりしたことを言うと、奈都が爽やかに「そうだね」と笑った。涼夏も頷くが、絢音は「そうかなぁ」と首をひねった。

　私は一人っ子なので、兄弟のことはよくわからない。ただ、「私はいない」などと言おうものなら、仮に私が市民だったとしても、狼にお題が「兄弟」だとバレてしまう。

　ちなみに、もし私が市民だとしたら、奈都は兄がいてそれなりに仲がいいようだし、絢音は上と下に男兄弟がいるが、頻繁に喧嘩している。二人の反応はいかにも「兄弟」について答えたようだったが、涼夏はどうだろう。妹がいて、それなりに仲も良いが、秒で頷くほど仲良しという感じでもなかった。

　何か涼夏に揺さぶりをかけようと思ったが、先に奈都が口を開いた。

「いて当たり前だけど、会えなくなると寂しさもあるね」

　今のはギリギリのラインだろうか。奈都のお題が同じ「兄弟」だとしたら、「今はいない」などと言わなかったのは、ゲームを理解している証拠だろう。

「今のところ、そういう感覚はないけど、嫌いでもない」

　絢音が無表情でそう言ったが、口調はどこかそっけない。絢音は確実に「兄弟」だと思われる。だとしたら、「兄弟」は市民のお題ということになるので、あまりヒントを出し過ぎて、狼に「兄弟」だと知られてはいけない。

「一緒に遊びに行ったことはある？　私はあるよ」

　涼夏が可愛らしく小首を傾げてそう尋ねた。これはまずい質問だ。私は兄弟がいないので、一緒に遊びに行ったことなどあるはずがない。

　嘘をついていいのかわからないが、いかに真実の範囲でぼかすかが大事な気はする。むしろここではっきりと「ない」と答えれば、絢音と奈都に、私も「兄弟」だと伝わるのではないか。

　もっとも、涼夏が狼だとして、お題がまるでわからない。もしかしたら、まだ私だけ違う可能性もある。

　奈都が「ある」と答え、絢音は「ないこともない」と答えた。私はさらっと「ない」と答えてから、すぐに次の質問を投げかけた。

「家の中ではどんな感じ？　私は、感覚的には空気かなって思うけど」

　とにかく涼夏に揺さぶりをかけなくてはいけない。市民側は狼のお題を当てる必要はないが、ある程度絞り込んだ上で、明らかに狼だとわかる答えを引き出す必要がある。

　私の渾身の質問に、奈都は「感覚的には空気かな」と笑い、絢音は「邪魔かなぁ」とげんなりした様子で言った。涼夏は「一緒にいたら喋るね」と、特に考える素振りを見せずに答えた。

　そこで時間になり、投票のために少し考える時間を取った。もしかしたらもう片方のお題は「両親」で、私が狼なのではないかという疑心にさえ駆られたが、せーので一番多く指を差されたのは涼夏だった。

「やっぱりそうなるか。まあ、みんなのお題が『兄弟』なのは気付いてた」

　あっさりとそう言って、涼夏がそっとため息をつく。お題を確認したら、涼夏は「同級生」だった。

　一応、ルール上涼夏の逆転勝利だが、涼夏は悩ましげに腕を組んで首をひねった。

「これ、逆転ルールなしで、狼だと思った人は嘘をつけるルールにした方が面白い気がする」

「それは私もちょっと思った。『兄弟』ってわかった時点で、涼夏の勝ち確だもんね」

　そう言って、絢音も同意する。

　奈都がようやく意味を理解したようで、ポンと手を打った。涼夏がさらに付け加える。

「途中で千紗都が、お題が『兄弟』ってことを隠そうとしてたから、私が『兄弟』ムーブして、千紗都が嘘で逃げたら、市民の自滅で終わってたと思う」

　確かに、私は一緒に遊びに行ったことがあるかと聞かれて、「兄弟」だと確定するのを避けようと考えた。そこまで読んでいながら、真実を言うことで狼だと指を差されるのは、涼夏としても面白くなかっただろう。

　私も負けたくはないが、展開としては涼夏が言った流れの方が面白かったと思う。それに、お題は似たようなものになっているので、相手のお題を当てるのはそれほど難しくない。

　念のためにネットでルールを確認したら、製品版のワードウルフの説明に、「狼は、うまく嘘をついて市民に紛れましょう」と書いてあった。そもそも、正直な狼は追放するに値しない。

　次はそのルールを採用することにして、私は再びスマホをタップした。




　二回戦、私のお題は「魔法」だった。あまり縁のない言葉だが、果たして魔法に縁のある人などいるのだろうか。

　奈都はたくさんマンガやアニメを見ているから、もしかしたら日常的に魔法に触れているかもしれない。

「これは……みんなは見たことある？　私はある」

　珍しく奈都が口火を切った。しかも今の力強い響きは、いかにも魔法のことを言ってそうだ。最初の一言で仲間意識を持つのは危険かもしれないが、どうも私は市民という気がする。正常性バイアスだろうか。

「私はないかな」

　慎重にそう言うと、涼夏が大きく頷いた。

「千紗都はそうだね。そんな気がした」

「どんな気？　涼夏は？」

「私はあるね」

「私もあるかな。じゃあ、千紗都だけないから、千紗都が狼だね」

　絢音が陽気に笑う。もちろんただの冗談だ。先程のお題で言うなら、私だけ兄弟がいないのと同じようなものである。

　それにしても、全員魔法を見たことがあるのもおかしい。奈都と絢音はややオタク寄りなので、涼夏だけ別の話をしているのではないだろうか。

　ただ、もちろん私が狼の可能性を完全に排除したわけではない。もし、「使ったことがあるか」と聞いたら、即死する可能性もある。

「これ、出来る？　私は出来ないけど、ナッちゃんは出来そう」

　涼夏が微笑みながら言った。私はその表現に違和感を覚えた。果たして、魔法に対して「出来る」という言葉を使うだろうか。少なくとも涼夏は「魔法」ではないと考えるのが妥当だ。つまり、私か涼夏が狼ということになる。

　奈都が「出来ない」と答え、絢音は「挑戦したことはある」と言った。私は魔法に挑戦したことのある絢音を想像して思わず噴き出して、慌てて首を振った。

「私も出来ない」

「今、なんで笑ったの？」

「挑戦してる絢音が面白かったから」

　奈都の質問に答えながら、再び笑いが込み上げてきて、私は思わず両手で顔を覆った。考えれば考えるほど面白い。

　結局それが命取りになり、投票で三人に指を差された上、案の定私が狼だった。他の三人は「手品」だった。

「でもまあ、確かに、魔法に挑戦してる絢音は面白い」

「厨二のアヤ、可愛いね！」

　涼夏と奈都が大きな声で笑って、絢音は優しげな瞳で二人を見つめていた。




　三回戦、私のお題は「失恋」だった。恋愛系のお題は、こういうゲームでは鉄板だろうが、生憎私個人としては話せるようなことが何もない。

　もう片方のお題がまったくわからないので、どう攻めたものか考えていると、絢音が視線を落としてため息をついた。

「これは、寂しいね」

「そうだね。寂しい。わかる」

　奈都が大きく頷いて同調した。その様子を涼夏がじっと見つめているが、心の奥まで見透かしているようで少し怖い。

「実感としては湧かないけど、寂しいだろうなって感じはするね」

　私が市民か狼かはわからないが、お題がどちらも寂しいのは間違いなさそうだったので、素直にそう頷いておいた。

　涼夏がいつもの笑顔で頷いてから、奈都に問いかけた。

「ナッちゃんは、これは経験ある？」

　涼夏の質問に、奈都が一瞬驚いた顔をしてから、いかにも平静を装うように微笑んだ。

「うーん。あると言えばあるかなぁ。いや、ないかなぁ」

「そっか。千紗都はないね？」

　涼夏がそう断言して、私は迷うことなく頷いた。失恋どころか、そもそも恋すらしたことがない。目の前にいる三人のことは愛しているが、「恋」とはきっと、もっと違う感情だろう。

　それよりも、奈都だ。あると言えばあると言っていた。中学からずっと一緒にいるが、奈都が誰かに恋をしているとか、聞いたことがない。絢音はわからないが、涼夏は先程の自信に満ちた振りと言い、恐らく同じお題だろう。狼は奈都かもしれない。

　確信を得るために絢音に何か発言を促すと、絢音は「そうだねぇ」と相槌を打ってから、淡々と言葉を続けた。

「あくまで想像なんだけど、もしこうなったとして、私は意外と冷静かもしれない。千紗都もこっち側かな？」

「想像すらできない」

　シンプルにそう返すと、涼夏が先程の探るような眼差しを私に向けた。

「私は泣いちゃうかも。さっきから千紗都だけ、具体的なことを何も言わないね。様子を見てる？」

「いや、本当に想像もできないだけ」

「そこまで想像もできないお題とは思えないけど、まあ千紗都だしなぁ。狼がナッちゃんってことを考えると、千紗都はリアルか」

　そう言って、一人で頷く。奈都が慌てた様子で身を乗り出した。

「待って。いつから私が狼になったの？」

「口数が少ないし」

「私は逆に、涼夏が饒舌だなって思って見てるよ」

　絢音がそう言って、奈都が援護するように頷いた。涼夏の口数が気になるというより、単に自分が疑いをかけられて、それから逃れようとしているだけだろう。

　もう少し質問したかったが、そこで時間になってしまった。涼夏が饒舌なのは確かに気になるが、言っている内容が「失恋」と矛盾していない。

　私だけ違う可能性も残っているが、その場合でも私が他の誰かを指差すことに変わりはない。せーので奈都を指差すと、涼夏もピストルの形にした指を奈都に向けた。絢音は饒舌な涼夏を指差し、奈都は私を指差して、無事に奈都が追放された。

「こうして狼はいなくなり、村に平和が訪れました」

　涼夏が立てた指を可愛らしく振ると、奈都が悲しそうに頬を膨らませた。

「涼夏もアヤも『失恋』じゃないの？　チサだけがみんなに合わせた答えをしてるように感じたけど」

　奈都の言葉に、私は驚いて眉を上げた。それとは対照的に、涼夏は涼しい顔をしていて、絢音が苦笑いを浮かべながら言った。

「涼夏のお題はなんだったの？」

「『卒業』だよ。序盤で私だけ違うって思ったから、話を合わせてた」

　それは完全にしてやられた。中学を卒業したばかりの私が、それを経験していないはずがない。涼夏の私への質問はブラフだったのだ。

　涼夏が「千紗都はちょろいなぁ」と笑ったので、私は大きく首を左右に振った。

「違うから！　悪いのは奈都だから！　あると言えばあるって何？　私はそれで、絶対に失恋じゃないって思ったのに！」

　何か私の知らないロマンスでもあったのかと糾弾すると、奈都はぽりぽりと頬を掻いた。

「ほら、中学の時、チサに片想いしてて」

「それ、失恋じゃないし！　私、奈都にべったりだったでしょ？」

「それはちょっと違って」

「奈都の変な哲学に惑わされた！」

　私が大袈裟に頭を抱かかえると、涼夏と絢音が楽しそうに笑い声を立てた。奈都は不服そうにしているが、結果として市民なのに追放されたのだから、謙虚に反省していただきたい。




　四回戦、私のお題は「吸血鬼」だった。多様性に富んだゲームである。私は吸血鬼というものに詳しくない。よって、もう一つのお題もさっぱりわからないが、先程の反省から、ある程度予想はした方がいいだろう。

　もしかしたら「コウモリ」かもしれない。確か、ドラキュラの周りを飛んでいた気がする。

　ただ、飛べるかどうか聞いたら一撃で詰む可能性がある。かと言って、いきなりブラフをかますと、自爆してしまうかもしれない。

「みんなはこいつに遭遇、つまりエンカウントしたことはある？」

　慎重にそう聞くと、涼夏が小さく噴いて手を振った。

「なんで言い直したし！」

「カッコつけてみた。私は、たぶん無い」

「たぶんね。あっても気付かないかもね」

　涼夏がそう言って、後の二人も「無い」と答えた。こうなると、もう一つのお題は「ドラゴン」とか、その手のものかもしれない。あるいは、私が市民で、狼を自覚した誰かが嘘をついたか。

　もし後者なら、質問させるのが得策である。こちらのお題がバレていなければ、変な質問をする可能性がある。

　みんなに質問を促すと、絢音が口を開いた。

「これはどれくらいのサイズなんだろう。ナツはどう思う？」

　絢音が質問を投げかけながら奈都を見た。先に自分の意見を言わないのはいい作戦だ。絢音が狼なら真似を出来るし、奈都が狼なら頓珍漢な答えを引き出せるかもしれない。案の定奈都は、少しだけ考えるように唸ってから、片手を開いて微笑んだ。

「見たことがないからわからないけど、片手に収まるサイズだと思うよ」

「なるほど。いいサイズ感だね」

　絢音が抽象的な言い回しをして微笑んだ。絢音からしたら、まだ自分だけが狼の可能性があったのだろうが、もはや奈都が「吸血鬼」ではないのは明白だし、絢音は恐らくこちら側だろう。私は堪え切れずに思わず口元を押さえ、涼夏に至っては、明らかに笑いながら「随分小さいな」と感想を述べた。小さい吸血鬼もありかもしれないが、一般的ではないだろう。

　奈都は慌てながら挽回を試みたが、もはやどうにもならずに呆気なく追放された。

「吸血鬼はわからないよ！　私のお題、『蚊』だよ？」

　私たちのお題を知って、奈都が悲しそうに首を振った。確かに、「蚊」から「吸血鬼」を連想するのは難しい。何か別の害虫を想定して答えたらしいが、ただの珍回答で終わってしまった。

「こっちも蚊はわからなかった。千紗都と涼夏が笑わずにボールサイズを主張してたら、私は混迷を極めたかもね」

　絢音がそう言って苦笑するが、私も涼夏もそれに乗ったら、それはそれで奈都は自分だけが狼だとわかっただろう。そう言うと、奈都は呆れたように手を広げた。

「私が狼なのは、チサの最初の質問とみんなの答えでわかってたよ」

　なるほど。確かにお題が「蚊」なら、エンカウントしたかとか質問しない。このゲームの楽しみ方が少しずつわかってきた。




　抹茶フロートはドリンクとクリームが混ざって、すでにただの抹茶クリームになっている。奈都のジュースは氷が溶けて水のようになっているが、喉を潤すだけなら十分だろう。

「私もそろそろ狼がやりたいな」

　絢音がそう言いながら、スマホをタップして涼夏に回した。五回目の私のお題は「お風呂」だった。いかにもありがちなお題だが、その分、範囲が広すぎてもう一つのお題がわからない。それが「シャワー」なのか「プール」なのかによって、最初の発言だけで「違う」とわかってしまう。

「これは、いつ入る？」

　恐る恐る聞くと、三人が息を呑んで口を閉ざした。何か致命的なミスをしただろうか。もしかしたら、やはり私が狼で、市民のお題は「シャワー」だったのかもしれない。そうなると、私のお題が「お風呂」なのもバレバレだ。

　唇を舐めて成り行きを見守ると、奈都が無表情で答えた。

「寒い時かな」

　どうやら奈都のお題も入るものだったらしい。答えはやや引っかかるが、内心でほっと息を吐いた。

　もっとも、全然違うお題で、私が「お風呂」だとわかった上で話を合わせただけの可能性はある。実際、私は夕ご飯の前とか寝る前とか、そういうことを聞きたかったが、奈都の答えは少し外れていた。

「これは、どういう形状をしてる？　うちのは四角だけど」

　かなりじっくり考えたように、涼夏が慎重にそう言った。本来であれば、前回の絢音のように、自分の意見は言わない方が合わせられる。ただ、それだと狼はなるべく自分では発言せずに、他人に合わせるだけのプレイになってしまう。それでは面白くないと考えたのだろう。

「まあ、全体としては四角いかな」

　絢音が曖昧に答えるが、今の答えはお風呂を彷彿させるものだった。湯船全体と、実際にお湯を入れる部分の形状が異なるのはよくあることだ。

　全員四角いようなので、もう一つのお題は「シャワー」や「プール」ではなさそうだ。いや、今までの傾向からすると、すでに狼は自分が狼だとわかっていて、嘘をつくモードに入っていると考えるのが妥当である。

　そうなると、どんどん質問をさせるか、答えさせるしかない。

「この中では何をしてる？」

　最初の私の質問に答えていない二人に聞くと、絢音が首を傾げながら答えた。

「この中ですることが、たくさんあるように思えないけど」

「いや、まあ、そうなんだけどね」

　私が慌ててそう言うと、涼夏が楽しそうに笑った。

「もし千紗都と入るなら、色々したいね」

「私の考えだと、涼夏とアヤは別のお題だと思うんだけど、どうもそう感じないなぁ」

　いきなり奈都がそう呟いて、不思議そうに二人の顔を見た。それはつまり、自分は市民で、しかも私とは同じお題だということだろう。

　質問を促すように絢音を見ると、絢音はソファにもたれて腕を組んだ。

「実際のところ、これって、寒い時に入る？　理屈としてはわかるけど、私はその理由で入ったことがない」

　そう言って、試すような目で奈都を見た。

　それは、まさに私が最初に抱いた違和感に近かった。確かにお風呂は温まるが、寒いからという理由で入るだろうか。もしかしたら、奈都のお題は「温泉」かもしれない。四角がフェイクなら大いに有り得る。

　私も同じように見つめると、奈都が困ったように微笑んだ。

「いや、毎日入るのが前提。チサの最初の質問の意味を取り違えたのかな」

　奈都がそう言い終えるのと同時に、丁度時間が過ぎてしまった。

　結局もう一つのお題はわからず終いだが、絢音は「お風呂」の話をしていた感じはある。二戦目以降のルールなら、市民は嘘をつく必要がなく、絢音にそういう素振りはなかった。

　私は奈都が怪しいと思うが、奈都は何故か私と同じお題だと確信していた。もし涼夏と絢音のどちらかが狼だとしたら、涼夏の形状の質問は不自然だった。もしかしたら、涼夏はお題が「温泉」で、私たちのお題が「お風呂」だとわかり、逆に奈都は、自分のお題が「お風呂」で、相手が「温泉」だと予想して、どっちにも取れる「寒い時に入る」と答えたのかもしれない。

　ここは涼夏で行こうと指を差すと、涼夏が私を指差した以外、三本の指が涼夏に集まった。

「私じゃないのに！」

　涼夏が悲しそうに頭を抱えるのと同時に、奈都が緊張を解くように長い息を吐いた。

「狼で誰にも疑われない完全勝利」

　やはりそっちだったかと、私は苦い顔でスマホをタップした。奈都のお題は「こたつ」だった。

「そりゃ、寒い時に入るね」

　絢音が苦笑いを浮かべた。結果的には難しく考えすぎたが、奈都は途中から私たちの答えが「お風呂」だとわかった上で、さも涼夏が「温泉」であるように仕向けていたらしい。

　もし奈都が私を指差していたら延長戦だったことを考えても、今回は奈都の作戦勝ちだろう。

　奈都が水のようになったジュースの、最後の一口を飲んだ。

　顔を上げると、窓の外には眩しい青空が広がっていた。まだまだ外は暑そうだ。もうここに来てから一時間以上経つが、これからどうするか聞いてみたら、絢音が不思議そうに首を傾げた。

「私まだ狼やってないし、続ける以外の選択肢が思い付かない。まだ一回も嘘をついてない」

「外は暑そうだし、このソファは人をダメにする心地良さだし、追加注文してここにいよう」

　涼夏が援護射撃をして、奈都もそうしたいと頷いた。五ゲームやって、ようやくやり方と笑いのポイントがわかってきた。反省点も多いし、むしろここからが本番という感じさえする。

　甘いだけの物体になっていた抹茶フロートもすでにない。そろそろお腹も空いてきたし、サンドイッチでも注文して、次の戦いを始めるとしよう。





　第十六話　風邪




　昨日の夜から若干の違和感はあった。喉が少し痛かったし、熱っぽかった。だから夜更かしもせず、大人しく早く寝たのに、朝起きたら症状が悪化していて、私はベッドの上で絶望した。認めたくはないが、風邪を引いてしまったようだ。

　今日はバイトがあるので、風邪など引いていない設定にしてベッドの縁に座った。部屋は暑いのに寒気がする。親に心配をかけてはいけないので、いつも通りに振る舞って、食欲は皆無だったが朝ご飯も食べた。どうにか共働きの二人を見送ったところで力尽きた。頭がひどく痛む。

　残念だが、バイトは行けそうにない。急に休む時は、なるべく仲間内でシフトを調整してくれると有り難いと店長から言われている。奈都は今日は部活があるが、他のバイト仲間とはまだそこまで仲良しではない。仕方なく奈都に電話すると、スマホ越しに奈都の明るい声がした。

『おはよう。朝からどうしたの？』

「奈都……」

　友達の声を聞いたら何だか胸が熱くなって、思わず涙が込み上げてきた。異変を察知したのか、奈都が慌てた様子で声を上げた。

『チサ、どうしたの!?　声が少しおかしいよ？』

「風邪引いたみたいで……。奈都、今日部活だよね？」

　力無く尋ねると、奈都が泣きそうな声で言った。

『そんなのどうでもいいよ。看病しに行こうか？　一人？　お父さんもお母さんも休めなかった？』

「親には心配かけたくない」

『限度があるでしょ！　それはいいや。じゃあ、私が看病に行く！』

「いい。寝てるから。バイトを代わって欲しくて……」

　ゴホゴホと咳き込むと、奈都が「ああ」と呟いてから、苦しそうに声を絞り出した。

『わかった。そっちは私が全部なんとかするから、チサは薬飲んで寝てて！』

「ありがとう。ごめんね、部活なのに。ごめん……」

　泣きながら鼻をすすると、奈都が悲鳴じみた声を上げた。

『そんなの本当にどうでもいいから！　大人しく寝てて！』

「うん……」

　電話を切ると、胃の辺りが気持ち悪くて、ふらふらとトイレに入った。無理に食べたが、消化できそうにない。床に膝をついて、片方の手を口に突っ込む。喉の奥を触って胃の中の物を全部吐き出すと、多少楽になった。もっとも、起きた時の状態に戻っただけだ。

　手を洗って歯を磨くと、部屋に戻ってベッドに倒れ込んだ。エアコンはかけたが、汗が止まらない。スポーツドリンクが飲みたいが、そんなものは常備していないし、買いに行けるような体調ではない。

　頭が痛い。薬を飲んだ方がいいだろうか。風邪の時に熱が出るのは、菌を殺すためだから、熱は薬で下げない方がいいと聞いたことがある。同じように、食欲がないのも無理に食べない方がいいらしい。素直に体の反応に任せるのが、一番早く治ると聞いてそうしているが、これだけ痛いと寝ることもできない。

　仕方なく頭痛薬だけ飲んだ。熱は測っていないが、三十八度くらいだろうか。三十九度とかあったらどうしよう。病院に行った方がいいだろうか。夜までに治りそうにない。親にどうして言わなかったんだと怒られるだろう。心配もかけてしまう。仕方ない。昼くらいから調子が悪くなったことにしよう。

　それにしても寂しい。本音を言えば奈都に来て欲しかったが、風邪をうつすわけにはいかないし、バイト先に迷惑をかけないのが先決だ。奈都も、私が抱く罪悪感を理解したからすんなりと承諾したのだ。もし逆の立場だったら、バイト先に謝って奈都の看病に行っている。

　帰宅部の二人はどうしているだろう。涼夏は今日はバイトだから、今頃気合を入れてメイクでもしているだろうか。絢音も今日は夜に塾があるが、日中は何をするのだろう。ギターの練習でもするのかもしれない。

　みんな忙しい。正確には、なるべくたくさん遊べるように、塾とバイトのシフトを重ねている。もっとも、空いていたからといって、看病に来いとは言えない。親よりは甘えやすいが、友達の域を超えたお願いだ。

　頭が痛い。死にそうだ。私が死んでも、涼夏は友達が多いし、奈都も友達が多いし、絢音はバンドができる仲間がいる。みんなきっと大丈夫だ。それはそれで寂しいが、彼女たちの人生の重荷にはなりたくない。

　思考がどんどんネガティブになる。ベッドの中で悶えたり唸ったり、寝たり起きたりを繰り返していたら、頭上でスマホが鳴った。時計を見ると、薬を飲んでから二時間ほど経っていた。思ったよりは寝ていたらしい。

　スマホを取ると、絢音からだった。通話ボタンをタップすると、前置きなしで絢音が言った。

『今家の前にいるから、開けて。エントランスは他の人に紛れて入ってきた』

「あの、私、風邪を……」

『ナツから聞いた。ドアを開けるのが千紗都の最後の仕事だから』

　いきなりのことで頭が混乱したが、とにかくベッドから起き上がった。奈都が絢音に声をかけたのだろう。もしかしたら、涼夏の耳にも届いているかもしれない。だとしたら、涼夏は今日一日、ずっと私のことを気にしながらバイトをすることになる。それは申し訳なく思うが、今日はもう頭が回らないので絢音に任せよう。

　ドアを開けると、絢音が入ってきて鍵をかけた。靴を脱いで私の体を支えるように抱きしめると、額に手を当てる。

「だいぶ熱いね。しかも、汗でベタベタじゃん」

　眉をひそめながら私を部屋に運んで、ベッドに押し倒した。大きなバッグを開けて、無造作にスポーツドリンクを取り出す。私が求めていた水分だ。

「それが飲みたかった。絢音は、私をわかってる」

「そうだね」

　キャップを開けると、絢音はなんでもないようにドリンクを自分の口に含んだ。自分で飲むのかと突っ込みたかったが、そんな元気もなく呆然と見つめていると、絢音が私の両肩に手を置いて顔を近付けた。唇が触れ合って、生温かいスポーツドリンクが私の口に注ぎ込まれる。

　相変わらず、この子は頭がおかしい。絢音は私をわかっているが、私が絢音を理解するのは難しいようだ。

「風邪、うつるよ？」

　ドリンクを零さないように言ってみたが、絢音は小さく笑っただけだった。

　口の中二杯分飲まされると、干涸ひからびていた体に水分が戻ってくる感覚があった。ぐったりとベッドに体を預けると、絢音がドリンクのキャップを閉めながら言った。

「服の替え、勝手に探すよ？」

「うん。テキトーに漁って」

　かすれる声でそう言って目を閉じた。絢音が引き出しを開けたり、換気のために窓を開けたり、部屋の外に出て行ったり、忙しく動き回る気配がする。わざわざ来てもらって、まだお礼の一つも言っていないが、このまま任せよう。しばらく休んでいると、絢音が戻ってきて私の体を起こした。

　水の音がしたので見てみると、お湯を入れた洗面器でタオルを絞っていた。体を拭いてくれるらしい。看病というより介護に近くなってきた。

　絢音が剥がすように私のシャツを脱がせて、ブラジャーのホックを外した。途端に肩が楽になる。今思えば、風邪の時くらいノーブラで良かったかもしれない。

　目を閉じて肩で息をしていると、絢音が私の首から肩、腕、腋、指、そして何故か念入りに胸やお腹をタオルで拭きながら、くすっと笑った。

「弱ってる千紗都、可愛い」

「変態」

「もちろん、弱ってなくても可愛い」

　柔らかいタオルが気持ちいい。時々胸に触れながら一通り体を拭くと、絢音が片手でむにっと胸を挟んで、先端を口に含んだ。さすがに目を開けて、ジトッと睨んだ。

「何をしてるの？」

「千紗都、美乳だよね。写真撮って涼夏に送ってもいい？」

「ダメ」

　絢音はしばらく私の胸に舌を這わせてから、新しいシャツを着せた。綺麗になった体に乾いたシャツがとても爽快だ。

　もう一度ベッドに横になると、絢音が私の膝を立たせた。そしてお尻の方からパジャマのズボンに手をかけて、下着ごと一気に剥ぎ取る。さすがに動揺したが、もう着せ替え人形にでもなったつもりで委ねることにした。

　絢音がタオルを絞って、私のおへその下から足の先まで、前側を満遍まんべんなく綺麗に拭いた。ごろんと転がしてうつ伏せにすると、今度はお尻から膝の裏、ふくらはぎや足の裏を念入りにタオルで擦こする。気持ちはいいが、さすがに友達に股やお尻を拭いてもらうのは恥ずかしい。私が枕に顔を押し付けて唸うなっていると、絢音がタオルを置いて私の体をもう一度仰向けにした。

「知的好奇心が疼く」

　うっとりするようにそう言って、私の体に顔を近付ける。この子はきっと頭がおかしいのだ。来てくれたお礼に絢音の好奇心に付き合ってあげると、絢音はしばらく舌先で私の体をなぞってから、満足したように顔を離して、新しい下着とズボンを穿かせた。

「私、夕方までリビングにいるから、何かあったら気楽に呼んでね」

　洗面器とタオルを片付けながら、絢音が明るい声で言った。私は小さく首を振った。

「悪いよ」

「何も悪くないから。お姉ちゃんみたいに甘えるか、召使のようにこき使ってね」

　随分と両極端だ。その二択なら前者だろうか。誕生日は私の方が二日早いが、絢音には涼夏とはまた違う包容力がある。

「お姉ちゃん……」

　熱っぽく呟くと、絢音は嬉しそうに微笑んで、もう一度スポーツドリンクを口移しで飲ませてくれた。私は嬉しいが、風邪がうつらないか、それだけが心配だ。

　遊び道具は持ってきたようだが、せっかくなのでタブレットを貸してあげた。動画でも見て過ごしてくれればと思う。絢音の背中を見送ってから目を閉じる。朝みたいな孤独感はなく、誰かいる安心感にとても穏やかな気持ちになった。

　汗の不快感からも解放されて、頭がくらくらするのに任せて睡魔に身を委ねると、意識が混濁した。夢を見たり、何度か目が覚めたり、この世とあの世を行ったり来たりしていたら、やがて完全に目が覚めた。

　トイレに行って戻ってくると、絢音が部屋の椅子に座っていた。時計を見ると三時間以上経っている。友達に来てもらってさんざん看病させた上、ずっと寝ているとか、罪悪感を覚えないでもないが、まあさっき知的好奇心を満たしてあげたのでいいだろう。

　ドリンクを一口飲んでベッドに戻ると、絢音が私の髪をそっと撫でた。

「気分はどう？」

「多少ましになった」

「そう。添い寝してあげようか？」

　絢音がいたずらっぽく笑う。どこまで本気かはわからないが、私が素直に「うん」と頷くと、絢音は驚いた顔をしてから、スカートを脱いで私の隣に体を横たえた。

「弱ってる千紗都、本当に可愛いね。ずっと弱ってて」

　冗談めかしてそう言う絢音を、横から抱き締めたり、上に乗せてみたり、上に乗ってみたりして、落ち着く場所を探した。奈都や涼夏とはまた違う感触にドキドキするが、生憎それを楽しめるほど回復していなかった。

　いいポジションが見つかったので、目を閉じてグッタリしていると、絢音が私の顔に唇を押し当てた。しばらく舌を絡め合って、ほぅっと息を吐く。

「絢音に風邪をうつさないか心配」

「一応さっきから、キスするたびに口をゆすいでる」

「それ、普通の時に言われたらショック死する」

　絶望的な声で訴えると、絢音が「確かに」と笑った。人肌が温かい。胸に手を這わせると、呼吸に合わせて微かに上下していた。

「絢音、生きてる」

「そうだね。千紗都は死にそう」

「生きる。涼夏は？」

「ナツが連絡したと思うけど、二人には私が看病してるって連絡したから安心して。涼夏には寝顔の写真も送っておいた」

　いつの間に撮られたのかわからないが、三時間も寝ていたのだ。それくらいは好きにしてくれていい。そして、まだまだ寝たい。風邪の時は結局、寝る以外に出来ることはない。

　絢音の温もりと匂いを感じながら微睡まどろんでいたら、また二時間ほど眠っていた。目が覚めたら絢音はまだベッドの中にいて、私の髪を撫でていた。

「ごめん。すごく寝てた」

「ごめんもありがとうも要らない」

　絢音はそう言いながら体を起こすと、スポーツドリンクを口に含んだ。それを私に飲ませてから柔らかく微笑む。

「起きなかったらどうしようって、少し困ってた」

「死なないよ？」

「そういう意味じゃない。塾があるしね」

　そう言われて時計を見ると、もう夕方だった。カーテンの向こうは明るいが、一日は確実に終わろうとしている。本当に寝ているだけに絢音を一日付き合わせてしまった。改めてお礼を言うと、絢音は「全然いいのに」と呆れたように息を吐いた。

「一緒に寝れたし、裸も見たし、触ったし、舐めたし、嗅いだし、五感全部が幸せな一日だった」

「絢音、私のこと、大好きだね」

「そうだね。この愛は誰にも負けないって言いたいけど、涼夏とナツもだいぶ千紗都のこと好きだからなぁ」

　ぶつぶつそう言いながら、ベッドから降りてスカートを穿く。私が横になったまま眺めていると、絢音は荷物をまとめてからそっと私の頬に触れた。

「後は千紗都のご両親に託そう。何時に帰ってくるの？」

「まだ二時間くらいあるかな」

「結構あるね」

「帰って来ても何も言わないけどね。ご飯要らないってくらいは言おうかな。今食べたらまた吐きそうだし」

　目を閉じたまま、長い息を吐く。一人は寂しいが、両親には甘えられないので、いっそずっと絢音がいてくれた方がいい。我が儘を承知でそう言うと、絢音が私の髪を撫でながら言った。

「千紗都の親は厳しいの？」

「全然」

「じゃあ、もっと甘えればいいのに。子供なんだし。恥ずかしい年頃なの？」

「私の心情的な問題」

　ポツリとそう言うと、絢音は次の言葉を待つように息を潜ひそめた。時間はまだ大丈夫なのだろうか。それなら、少し聞いてもらうのも悪くない。今まで誰にも話したことがないが、弱っているせいか、今日は聞いて欲しい気分だ。

「だいぶ昔だけどね、私はずっと一人っ子だし、寂しいとかお姉ちゃんが欲しいとか、そう言って親を困らせてた」

「小さい時でしょ？　しょうがないよ。私は逆に、弟に消えて欲しいって言って、親に殴られたことがある」

「それもすごいね」

「まあ、子供だし。それで？」

　絢音がスッと話を戻す。親に殴られる絢音の話とか、もっと聞きたいが、それはまた涼夏がいる時にしよう。

「そんなふうに困らせ続けてたら、ある日、お母さんに泣かれて」

「それでトラウマに？」

「私、お兄ちゃんかお姉ちゃんがいるはずだったんだって」

「ああ」

　絢音はそれですべてを理解したように頷いた。つまり、初めて出来た赤ちゃんは、産まれて来なかったのだ。母親は私が産まれてからも、ずっとそのことを引きずっていた。

「もしかしたら、今はもう気にしてないかもしれない。でも、私はもう絶対に親の前で寂しがるのはやめようって。自分でそう決めたら、甘えるのも下手になって」

　私が寂しがると、親は子供を産めなかった自責の念に囚われる。だから私は、ずっと一人で平気な振りをしている。もしかしたら気付かれているのかもしれないが、お互いにそれを言葉にしたことはない。

「それでナツに甘えてるの？」

「この話は奈都にもしてない。奈都と出会ったのはずっと後だから違うと思うけど、でももしかしたら、私はずっと甘えられる人が欲しかったのかもしれない」

　中学の時、一人が苦手なのに、学校でも孤独になってしまった。どこにも居場所がなく、親にも甘えられない私を受け止めてくれたのが奈都だった。

「思ったよりも深い仲だね」

　絢音が敵わないと首を振る。

「でも、今は絢音も涼夏も本当に大事だよ。だから、ずっと私と一緒にいてね」

　熱にうなされるようにそう言うと、絢音はくすっと笑って私の頬にキスをした。

「それはもちろん。この話は、涼夏には？」

　奈都にもしたことがない話だ。だが、もう解禁で構わない。親にも関わることなので積極的に話したいとは思わないが、絢音に話したことを涼夏に隠すことはしたくない。

「涼夏にはいいよ。むしろ、絢音から話しておいて。私が許可したって言って」

「わかった。ナツには千紗都から話す？」

「わからない。まあ、帰宅部だけの秘密ってことで」

　もう一度目を閉じると、リビングでインターホンが鳴った。郵便だろうと絢音に任せると、バイトを終えた奈都が駆け付けてくれたらしい。

「親も友達も、みんな私を甘やかしてくれる」

　私が深く息を吐くと、絢音が笑って荷物を抱えた。

「私にももっと甘えてね。じゃあ、後二時間は正妻に任せる」

「うん。今日はありがとう。今度何か奢るよ」

「ん。期待してる」

　そんなものは必要ないという顔で、絢音が手を振って部屋を出て行った。玄関で絢音と奈都の話す声がする。看病の引き継ぎが行われているようだ。

　本当に友達に恵まれた。私のどこにそんなに魅力があるのかはさっぱりわからないが、これからもずっと好きでいてくれたら嬉しい。ずっと、お互いに好きでいられたら嬉しい。





　第十七話　海




　　一




　海の寿命は短い。暑い日は夏休みが終わって九月になっても続くが、お盆を過ぎると海にはクラゲが出るし、海水浴をするには涼しくなる。

「私はあの日、選択を間違えた」

　大袈裟に肩を落として悲しむ涼夏の頭を、絢音が微笑みながらポンポンと撫でた。涼夏の言っているのは、夏休み序盤に行われた夏遊び会議において、海よりもプールを優先したことである。ＬＳパークでの一日は本当に楽しかったが、プールなら夏休みの終わりまで楽しめるし、並ぶのにももう少し涼しい方がむしろ良かった。先に海に行くべきだったと、涼夏は声に悔しさを滲にじませた。

「水着はあるんだし、乙ヶ浜なら中央駅から一時間で着くんだし、行くだけなら勢いで行っちゃえばいいんじゃない？」

　嘘泣きを続ける涼夏に、そう現実的な提案をする。ＬＳパークみたいに高い入場料がかかるわけでもないし、乙ヶ浜なら電車でたったの一時間で行ける。友達と海水浴などしたことがないのでわからないが、そんなに大仰に考える必要はないのではないか。私がそう言うと、涼夏は眉間に皺を寄せて首を振った。

「そんな慰めは要らない。もっと私を責めて！」

「いや、慰めとかじゃなくて」

「全部私が悪いの！」

「いや、それを言ったら、私も風邪で倒れて、夏休みを数日無駄にしたし」

　すがりつく涼夏を押し戻すと、絢音が可笑しそうに頬を緩めた。

「弱ってた千紗都、可愛かった」

「それ、本当に私も見たかった」

　急に普通に戻って、涼夏が明るい瞳で頷いた。あの日は熱があって何も気にならなかったが、今思うと絢音に裸にされて隅々まで見られたのも、一緒に抱き合って寝ていたのも、顔から火が出るくらい恥ずかしい。とりあえず話を変えるように弾丸乙ヶ浜計画を提唱すると、涼夏が手を広げて待ったをかけた。

「私、海辺の安い民宿とか泊まって、帰宅部初合宿もまとめてやりたいと思ってる」

　合宿。青春の響きだ。中学の頃、バドミントン部に所属していたが、そういうものはなかった。帰宅部メンバーで泊まりで遊びに行きたい思いはもちろんあるが、ただでさえ敷居の高い海水浴企画が、さらに難しくなる。

「私は分けた方がいいと思う。もうお盆まで日にちがないし、今さら休みを合わせるのは難しいし、お盆は混むし」

「お盆が明けてすぐの、安い平日を狙いたい。海もぎりぎり生きてると思う」

「海は生きてる」

　絢音が突然そう繰り返して、一人でウケたように肩を震わせた。笑いのツボがよくわからない。

　海は生きている。実際、お盆が終わったからといってビーチが閉鎖されるわけではないし、暑さだって日中は灼熱だろう。クラゲも事前に調べて行けば、そこまで恐れる必要はないはずだ。

「民宿でご飯なしとかなら、一人二、三千円で泊まれるところもあると思うし、ご飯なんてコンビニでもいいし。海が近かったら、荷物とか着替えとか面倒なことを考えずに済むし、シャワーだって宿で浴びればいいし。いいと思わない？」

　提案ではなく、説得だ。涼夏の中ではもう、そうすることが決定している。実際、悪いプランではないし、私も絢音も涼夏に引っ張ってもらうのが大好きだ。

「いいよ。じゃあ、また日にちを調整しよう」

　私がそう言うと、絢音も同意するように頷いた。よしとガッツポーズする涼夏は、相変わらずとても可愛かった。




　その会議があったのが数日前、部屋で奈都と一緒に宿題をやりながら、何気なくその話題を切り出すと、奈都がシャープを置いて私を見上げた。

「それは、いつ？」

「まだ決めてないけど……」

　そう前置きをしつつ、今のところ考えている日にちを告げると、奈都がスッと目を細くした。

「バイトはあるけど、部活はない日だね」

「うん」

　それは事前に確認したから承知している。もちろん奈都も誘おうという意見は出たが、四人全員のスケジュールが合う日はなかった。そうなると、どうしても帰宅部の予定を優先することになる。これは帰宅部のイベントなのだ。

「私も誘おうとか、そういうことはまったく考えないんだ」

　奈都の声にわずかな苛立ちが孕はらむ。私は思わず眉を上げて首を振った。

「考えたよ。どうしてそんなこと言うの？　私もみんなも、奈都も一緒に行きたいねって、ちゃんと予定を確認したよ」

「でも誘われてないし、私がバイトのある日に決めてるじゃん」

「他に無かったんだよ」

　困惑しながら奈都の顔色を窺うと、奈都はしばらくじっと机を見つめてから、吐き捨てるようにため息をついた。

「バイト、辞めよっかな……」

　その言葉に、ひとまず私は反応しなかった。なるべく動かずに次の言葉を待つと、奈都は不愉快そうに私を睨んだ。

「チサに誘われてバイト始めたのに、バイトのせいでチサと遊べないんじゃ、本末転倒だよ。しかも、チサは涼夏とシフトを合わせてるから、帰宅部のイベントにも私は全然参加できない」

　不貞腐れるように奈都が頬を膨らませた。それは少し違うと、私は内心で思った。

　まず第一に、奈都は帰宅部ではない。それに、プールに行った日も、奈都は他の友達と遊ぶ予定があったから来られなかった。私が暇で、奈都が部活で忙しい時だってある。必ずしもいつもバイトのせいで遊べないわけではない。

　ただ、今それを言ったら確実に喧嘩になる。奈都はただ私と遊びたいだけだ。その気持ちにケチをつけてもしょうがない。

「その日だけ、他の誰かにバイトを代わってもらえない？　一緒に行こう」

　ただでさえ期間の短いバイトを途中で辞めるなど、責任感の強い奈都がしたがるはずがない。売り言葉に買い言葉で、「じゃあ、辞めたら？」などと言おうものなら、友情に亀裂が生じかねない。

　私の提案に、奈都が少しだけ棘を含ませて息を吐いた。

「それが最初に欲しかった。とりあえず声をかけてくれればいいのに。これじゃあ、私がごねたからじゃあ一緒に行こうって言ってるようにしか聞こえない」

　奈都の言葉に、私は無性に悲しくなった。確かに奈都がそう考えてしまうのも無理はない展開だが、私がそんな気持ちで誘っているわけではないことを、奈都だってわかっているはずだ。

　涙が出そうになるのを堪えながらじっと見つめると、奈都は気まずそうに俯いて、意味もなくシャープを手に取って、もう一度机に置いた。

「ごめん。言い過ぎた」

　ぽつりと謝る奈都の隣に座って、ギュッと抱きしめる。困ったらハグだと、絢音大先生が言っていた。奈都が私の背中に手を回して、ツラそうに声を絞り出した。

「チサの中で、どんどん私の存在が小さくなってる。私、涼夏もアヤも好きだけど、チサを取られたくない……」

　ギュッと、奈都が苦しいほど強く私の体を抱きしめた。まるで親に置いていかれそうな子供のようだ。

　小さくなどなっていない。ただ、大事な友達が奈都一人から、三人に増えただけだ。気持ちの絶対量が一定だと言うのなら、一〇〇％奈都だけに注いでいた気持ちが、四〇％くらいになってしまったかもしれない。ただ、私は気持ちの絶対量が増えたと考えている。奈都に対する愛情は何も変わっていない。

　奈都の体を抱きしめたままベッドに転がって、膝を絡めた。奈都の荒い息が顔にかかる。吐息を絡ませながら、奈都が眉間に皺を寄せて呻くように言った。

「部活、辞めよっかな……」

「それはダメ」

　はっきりそう言うと、奈都が驚いたように目を開けた。その鼻先に軽くキスをしてから、奈都を仰向けに寝かせて、上から体重をかけて抱きしめた。髪を撫でながら耳に唇を押し当てる。

「たぶん、私が奈都に甘えてるから、奈都を不安にさせてるんだと思う。私は、そろそろ自立しなくちゃいけない」

「全然違う。逆だよ。私はもっとチサに甘えて欲しい」

「甘えた結果がこれだよ。奈都は私をわかってくれる。好きでいてくれる。その気持ちに安心して私が何もしないから、奈都を不安がらせてるんだと思う」

「チサは元々積極的な子じゃないし、私はチサのそういうところも好きだよ？　そこは変えなくていいって思うけど、私もよくわかんない……」

　そう言って、奈都が私の背中に軽く爪を立てた。奈都は私が好きで、私も奈都が好き。それを、私も奈都も互いにわかっている。それなのに気持ちがすれ違うのは、やはり物理的な距離のせいだろうか。

　帰宅部に入ってくれれば、すべて丸く収まる。そんな気はするが、中二のあの時も部活を続け、高校でも自分の意志で部活に入った奈都に、私のために部活を辞めて欲しくない。そんなことをしなくても、私は奈都が好きだし、気持ちだって離れない。

「私は奈都が好きだよ？」

　強い言葉でそう告げると、奈都ははっきりと頷いた。

「それはわかってる」

「ならいいけど。一緒に海に行こう」

「うん」

　奈都が嬉しそうに頷いて、頬を擦り寄せた。

　一体どうしたらいいのだろう。押し潰すように奈都の体に体重を預けながら、私は思った。中学の時は、奈都が部活をやりながらでも上手くいっていた。それが高校に入って、私に友達ができたことで、奈都が不安に思うようになった。奈都は私を独占したいのだろうか。その割には奈都は私を放置しているし、涼夏や絢音に私を委ねている節もある。

　よくわからない。人の心など、そう簡単にわかるものではない。

　いい匂いがする。体が気持ちいい。なんとなく首筋を甘噛みすると、奈都が「ん……」と色っぽい声を漏らした。とりあえず今日はまた、一時間チャレンジをしよう。言葉が通じない時は体温で。それが帰宅部流だ。
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　春はあけぼの、夏は海。お盆も過ぎて、充実した夏休みもいよいよ終盤戦に差し掛かろうとしている。

　夏休みの宿題はお盆中にすべて片付けて、もはや遊ぶことに何の罪悪感もない。今日と明日の天気は上々。日中の温度も上がる。

「完全に勝利した！」

　涼夏が腕を突き上げてそう宣言した。集まって早々の勝利宣言に奈都が驚いた顔をするが、私も絢音もいつものことだとスルーした。

「涼夏、宿題は終わった？」

　絢音が熱を冷ますように聞くと、涼夏がガクッと肩を落とした。

「今日くらい宿題のことは忘れよう。旅が終わったら一緒にラストスパートしよう」

「私も千紗都ももう全部終わったから。ナツは？」

「私も終わったよ。涼夏は元々後半追い込み型だって言ってたじゃん」

　奈都が爽やかに笑う。まるで悪意のない顔だが、涼夏は胸に手を当ててよろめいた。

「おかしい。今年はみんなで一緒にやってたはずなのに」

「まあでも、後少しでしょ？　また何か美味しいもの食べさせてくれたら手伝うよ」

　私がそう言うと、涼夏は気を取り直したように笑顔を浮かべた。

「塩チャーハン作るよ」

「パエリアが食べたい」

「そんなオシャレなものは作ったことがないけど、レシピと材料があれば出来るよ」

　冗談で言ったが、涼夏は自信たっぷりに頷いた。経験に裏付けられた自信だ。私にもこれくらい人に胸を張って誇れるものがあればいいが、今のところ何もないし、この先もできる気がしない。

　中央駅からレッドライナーに乗る。行き先は一番有名な乙ヶ浜ではなく、稲浪いななみ海岸にした。規模は小さいが県内では砂浜も海も綺麗で、民宿は安く、近くにコンビニもある。花火もできる。駅から歩いては行けないが、一本で行けるバスがある。本数は少ないが、時間を合わせれば問題ない。

　座席を回転させて四人で座ると、涼夏が向かいに座る奈都に笑いかけた。

「今日はナッちゃんも来れて本当に良かった。ナッちゃんは海水浴は？」

　笑顔が眩しい。心から歓迎しているのは、奈都にも伝わっているだろう。

「去年は部活の子たちと行ったよ」

　奈都が何気なく答える。部活とはもちろん、私が辞めたバドミントン部のことで、その話は去年聞いたから知っているが、やはりそこに私がいないのは胸がチクリと痛む。

　涼夏が「そっかー」と意外そうに眉を上げてから、小さく二度ほど頷いた。

「千紗都にはナッちゃんしかいなかったけど、ナッちゃんには普通に友達がたくさんいたんだね？」

「私は、奈都が気が向いた時に、たまに、ちょっとだけ遊んでもらってたの」

　私が片目をつむりながら、親指と人差し指でいかにわずかだったかを表現すると、奈都が呆れたように息を吐いた。

「夏休みなんて、ほとんど一緒にいたと思うけど」

「たまに、ほんのちょっとだけ……」

「ほとんど一緒にいたって！」

　奈都が心外そうに声を上げる。そのやりとりに、帰宅部の二人がくすっと笑った。

　車窓の世界が流れていき、景色が段々と田舎に変わっていく。見たことのない場所は、ワクワクしながらも、少しだけ緊張感がある。まだ十五歳だし、きっと他の人よりずっと行動範囲が狭い。県外にだってほとんど行ったことがない。

　みんなの旅行経験を聞くと、涼夏は「どこもないねぇ」と達観したように薄く笑った。両親がいつ離婚したかは聞いていないが、きっとその前からずっと仲が悪かったのだろう。家族旅行などなかったことが、容易に想像できる。

「私は北海道は行ったよ。全然海じゃないけど、冬に雪まつりに」

　絢音が懐かしむように目を細める。

「北海道って、海の向こうじゃん！」

　私が思わず声を上げると、涼夏が「そりゃそうだろ」と冷静に突っ込んで、絢音は小さく噴き出して手で顔を覆った。

「今の、意味がわからない！　真顔だった。何なの？」

　何がウケたのか、むしろ私がわからない。隣を見ると、奈都が呆れた顔で私を見ていた。そんなに変なことを言っただろうか。

「私、飛行機とか乗ったことないから。あれって、どんな原理で飛んでるの？」

「そんなの知らないよ。千紗都、時々面白いよね」

　絢音が笑いすぎて出てきた涙を拭うと、涼夏が「いつもだよ」と笑顔で付け加えた。とても心外だ。

　視線が奈都に集まると、奈都は何でもないように言った。

「私、グアムに行ったことがある」

「はい、優勝。ハロー、ホワッツ・ニュー？」

　涼夏が秒でそう言って、奈都が困ったように微笑んだ。私も聞いたことがなかったので、口をポカンと開けて見つめると、奈都が可愛らしく頭を掻いた。

「小学生の頃だし、あんまり覚えてない。パスポートももう切れちゃったんじゃないかなぁ」

「もったいない！　覚えてて！　何食べたの？　オージービーフ？　パエリア？」

　涼夏が頭の悪そうな質問をする。突っ込みたい気持ちをグッと堪えていると、向かいで絢音も微笑みながら目を細めた。奈都がチラリと窓の外に目をやって、考えるように顎に指を当てた。

「ステーキみたいなのは食べた気がするけど、日本の方が美味しかった」

「贅沢言うな！　グアム経験者に稲浪海岸とか、もう国賓に缶詰で作った親子丼を振る舞うようなものだよ！」

　涼夏が頭を抱えて首を振る。喩えは全然わからないが、楽しそうで何よりだ。

　奈都のグアムの記憶を掘り起こしていると、やがて電車は稲浪海岸の最寄り駅に到着した。何人か一緒に駅を降りたが、海水浴客と思われる人はいなかった。みんな車で行くのだろう。一本早く来たせいで、バスが来るまで一時間近くある。涼夏が駅前に停まっていたタクシーに値段を聞いたら、四人でバスに乗るより倍以上高かったので断念した。

「タクシーを使おうっていう発想が、そもそも私にはない」

　運転手のおじさんと値段交渉を始めた涼夏を遠巻きに眺めながら、奈都が感心したように呟いた。絢音がくすっと笑う。

「千紗都と同じこと言ってる。仲良しだね」

　プールの帰りにタクシーを使ったことを話すと、奈都は納得したように頷いた。

「涼夏は大人だね。童顔なのに」

「それ、関係ないし！」

　絢音がお腹を抱えて笑いながら、奈都の背中を叩いた。今日は笑いのツボが浅い。テンションが上がっているのだろう。奈都が驚いたようにまばたきをした。

「アヤって、結構笑うんだね。清楚なイメージがあった」

「ないよ。帰宅部の清楚担当は千紗都だから」

「あー、チサは大人しいね」

　奈都が柔らかな眼差しで私を見つめる。私は半眼で睨んだ。

「今、暗いって言った？」

「言ってないよ！　どこに耳ついてんの!?」

「顔だよ！」

　テンポよく言葉を投げ合うと、絢音が笑いすぎてもうダメだと私に寄りかかった。

　結局交渉は決裂して、駅の待合室でバスを待つことになった。最近のタクシーは行動がシステムで管理されていて、値引きは出来ないようになっているらしい。なんとなく、どこどこまでいくらでという交渉が楽しい乗り物というイメージがあったが、そんなことはないようだ。

　次の電車で、自分たちと同じような海水浴客が何組か降りた。バスのルート上に海水浴場は他にもあるので、みんな稲浪海岸に行くとは限らないが、他に人がいるのは安心する。

　やがてやってきたバスに乗り込むと、通路を挟んで一列横並びに座った。もちろん奈都は私と一緒に座ったが、この旅行の間に、どういう組み合わせでも気楽に楽しめるようになれたらと思う。

　三十分ほどで海岸付近のバス停に着くと、潮の香りが鼻腔をくすぐった。独特の湿度と、アスファルトからの照り返し。立っているだけで汗が滴り落ちる。防波堤に駆け上がると、白い砂浜が広がっていた。海はまあまあ。綺麗な海のある県ではないので、泳げるだけで有り難い。

「海だ！」

　涼夏が子供のように声を上げて両腕を伸ばす。そんな涼夏を下から見上げながら、絢音がメガホンのように両手を丸めて口に当てた。

「隊長、これからどうするの？」

　絢音の声に、涼夏はトンと防波堤から降りて明るく笑った。

「まずは宿だな。荷物を置きたい」

「チェックイン、まだだいぶ先だよ？」

　チェックインは十五時からだが、まだ昼前だ。民宿など利用したことがないので仕組みがわからないが、荷物だけ預かってもらえるのだろうか。不安がる私に、涼夏が元気に頷いた。

「大丈夫大丈夫。たぶん」

　意味もなく奈都の背中を押しながら、涼夏が歩き始める。たぶんと言いながら、大丈夫なのを確信している口振りだ。恐らく事前に確認しているのだろう。

　海岸から徒歩十分、少し坂を登ったところにある民宿は、いかにも古そうな建物だった。なんとなくこういう場所に子供だけで泊まるのは緊張するが、それはそもそも私の人生経験が足りてないせいだろう。何も民宿に限らない。

　涼夏はまるで臆することなく入っていき、宿の人を呼んで話し始めた。

「逞しいね」

　奈都が眩しそうに目を細める。奈都も部活で部長を務めるなど、人よりリーダーシップのある子だが、それは同世代の中での話である。内弁慶という表現が正しいかはわからないが、大人や知らない人に対しては意外と人見知りだ。

　お金のやり取りまで済ませて戻ってくると、涼夏が私たちを部屋に導いた。どうやら平日ということもあって昨日は誰も使っておらず、清掃の必要がないので特別に部屋に入れてくれたらしい。もっとも、部屋の準備が必要だから、荷物を置いて着替えたら、なるべく十五時までは外で遊んできて欲しいとのこと。なお、料金は一人二千円。平日の素泊まりとはいえ、立地と季節を考えたら十分安いだろう。

　部屋に入ると、エアコンがついていないこともあってむわっとしていた。涼夏が畳の上に大の字に寝転がって「勝った」と呟く。

「まだ始まったばかりだから」

　絢音が荷物を置いて、無造作にシャツを脱いだ。プールの時同様、下に水着を着てきている。今日は私も水着を着てきたが、プールで着てくるのが当たり前のように言っていた涼夏は、バッグから水着を引っ張り出した。

「今日は部屋で着替えれるのがわかってたから」

　そう言いながら、向こうを向いて上を脱ぐ。奈都も水着を着てくるという発想がなかったのか、もしくは忘れていたようで、隅の方で服を脱いだ。

　とりあえず、プールの時に凝視されたので、じっと涼夏を見つめていると、涼夏は下着を脱いで素早く水着に着替えた。一瞬見えたお尻が水着の形に白かったのは、プールの時の日焼けのせいだろうか。

　奈都はどうだろうと振り返ると、すでに水着に着替えていた。花柄の白の水着で、水着の上からショートパンツを穿く。

「奈都のお尻が見たかった」

　ぽつりと呟くと、三人が動きを止めて部屋がシンと静まり返った。一呼吸置いて、奈都が顔を赤くして、ショートパンツの上からお尻を隠すように手で押さえた。

「いきなり何!?　頭おかしいの？」

「そうだね。お風呂で見るよ」

「そうだねって、私何も言ってないし！」

　奈都が唾を飛ばす勢いで言うと、絢音が声を上げて笑った。目をパチクリさせていた涼夏も、我に返ったようにニッと笑った。

「夫婦喧嘩？」

「違うよ！　チサがこんなふうになっちゃったのは、二人のせいだからね！」

「いや、千紗都は元々変だったよ？」

　涼夏の言葉に、絢音が大きく頷く。こんなふうとはどんなふうだろう。そもそも、私は変ではない。

「とにかく海に行こうよ。時間がもったいない！」

　奈都がそう言いながら、座っている私の手を引っ張った。確かに、宿の人も特別に入れてくれただけだし、長居は無用だ。よいしょと腰を上げながら、せっかくなので奈都のお尻を触っておいた。
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　大きな樹の下にレジャーシートを敷いて、荷物を置いて固定すると、ビーチサンダルを脱いで腰を下ろした。下が少しゴツゴツするが仕方ない。周りの人たちは、テントを張ったり足を伸ばせる大きな椅子でくつろいでいる。デッキチェアというのだろうか。ああいうものは車ではないと持ち運びが難しい。高校生の限界を感じていると、絢音が私の隣に座って海の家を指差した。

「あの椅子はレンタルできるみたいだね。後は、浮き輪とか、パラソルとか」

「ああいう椅子に寝そべって、陽気な曲をかけながらトロピカルなカクテルとか飲みたい」

　涼夏が笑いながら、絢音の持ってきた浮き輪をくわえた。膨らませる労力一つ取っても大変だが、浮き輪のレンタル五百円は高く感じる。

「カクテルとか、飲んだことないや。涼夏は大人だね。童顔なのに」

　奈都が感心したように頷くと、涼夏が慌てて手を振った。

「いや、飲んだことないから！　童顔じゃないし！」

「涼夏は可愛い系美少女だよ。チサは綺麗系美少女」

「千紗都は美人。わかる」

　涼夏が満面の笑みを浮かべて同意する。どうも褒められている気がしないのは、涼夏が可愛すぎるからか。それとも、私は美人より可愛いと言われたいのか。

「さっき奈都に、私は根暗で喋らないから清楚に見えるって言われた」

　涼夏がタクシーの交渉をしている時の話をすると、奈都が血相を変えて私の手を取った。

「そんなこと言ってない！　思ってもない！」

「やっぱり正妻は違うねぇ。私はそんなこと思ってても言えないよ。思ってないけど」

　涼夏が途中まで膨らませた浮き輪を持ち主に投げて、折り畳まれたビーチボールを手に取った。絢音が浮き輪を引き継ぐ横で、奈都が心外そうに首を振った。

「私も思ってないから！　風評被害だよ！」

　奈都が涙目で睨むので、慰めるように髪を撫でると、潮風のせいで少しベタついていた。

　浮き輪が膨らむと、涼夏も膨らませたビーチボールをポンポンと叩いた。まずは海に入ろうと砂浜に足を踏み出す。灼けた砂が熱い。反対に水は一瞬冷たかったが、すぐに慣れた。膝くらいの深さでもう、底は見えない。

「いつかみんなで、沖縄とかグアムとか行きたいね」

　涼夏がそう言いながら、ビーチボールに掴まってプカプカと浮かんだ。絢音が涼夏に抱き付きながら、浮き輪を私の方に押した。相変わらずこの持ち主は所有権を放棄する。せっかくなので奈都を上に座らせて、浮き輪に掴まりながらお尻に触ると、奈都が可愛らしい悲鳴を上げた。

「なんですぐお尻を触るの!?」

「帰宅部の儀式みたいなものだから気にしないで。この浮き輪に座ると、お尻を触られるんだよ」

「そんなの聞いてないし！」

　奈都が顔を赤くして非難する。申し訳ないが帰宅部の流儀に従ってもらおう。哀れみの眼差しを向けながらお尻を撫でていると、涼夏が「私も撫でる」と嬉しそうに言って、浮き輪の下に手を伸ばした。

「おかしい。この人たち、頭がおかしい」

　奈都が顔を押さえて首を振る。実に可愛らしい仕草だ。

　沖に浮いている四角の島まで泳ぐと、よじ登って息を吐いた。泳ぎは得意ではないので、足がつかない場所は若干怖いが、浮き輪があれば安心できる。四人の中では誰が一番泳げるだろうか。見ている限りでは、絢音はビーチボールや浮き輪がなくても、動じる様子がない。

「絢音は、泳ぎは得意なの？」

　私たちの命綱とも言える浮き輪の所有者だし、勉強ばかりしていてあまり運動が得意そうにも見えない。素直にそう言うと、絢音は得意気に笑った。

「昔、習ってたしね。浮き輪は私のじゃない。私ならもっと可愛いのにする」

「確かに、絢音っぽいデザインじゃないね」

　涼夏が笑いながら、シンプルな水玉模様の浮き輪を叩いた。可愛くないわけではないが、絢音が積極的に買うような柄でもない。

　ゆらゆら揺れる島の上で改めて海岸を眺めると、お盆を過ぎてなお、なかなかの人出だった。平日なので若者が多い。もっとも、場所が不便なので、自分たちのように高校生だけというグループは少なそうだが。

　島の上でくつろいでいたら、大学生くらいの男性三人に声をかけられた。「どこから来たの？」「高校生？」「部活の友達？」というような世間話を、涼夏が実に軽いタッチで答える。奈都は不慣れなようで私の陰に隠れて、私も壁を作りつつあしらいながら、じゃあと言って四人で島を後にした。

　帰りは私が浮き輪に入り、奈都が片手を浮き輪に引っ掛けながら疲れた顔をした。

「ナンパって本当にされるんだね。去年五人で乙ヶ浜行ったけど、声なんてかけられなかったよ」

「それは人数が多かったからだよ。ナッちゃん可愛いし、三人だったら声かけられてたと思うよ？」

　そう言って、涼夏が励ますように笑う。去年の夏はまだ奈都は髪の毛が短かったし、パッと見が可愛かったかは微妙なラインだが、こういう場所では顔よりも年齢とスタイルという気もする。

「涼夏も千紗都も慣れてるね。さすが学年トップ２。ナンパなんて日常イベントだね」

　絢音がふふっと笑う。私がトップ２ということはないと思うが、涼夏は私は学年で一番可愛いと思っている。

「あれはせっかくだからちょっと話しかけてみただけで、ナンパって感じじゃないね」

　涼夏がビーチボールを抱いて足をバタつかせながら、澄ました顔で言った。私も同感だが、絢音は可笑しそうに頬を緩めた。

「ナンパとそれ以外の違いとか、私にはまったくわからない」

　奈都が「同じく」と同意しながら、私の肩に抱き付いた。

「チサ、気を付けてね？　チサは可愛い上に寂しがりだから、私は不安だ」

「大丈夫大丈夫」

　奈都の腕をポンポンと叩きながら、前にナンパについて行きそうになって涼夏に叩いてもらったことを思い出した。自分で思うより私は心が弱いから、油断せず気を付けたい。

　レジャーシートまで戻ってくると、体を拭いて日焼け止めを塗り直した。涼夏が私の背中に塗りたがったので、任せながら奈都の背中や肩に塗ってあげる。くすぐったそうにする奈都が可愛かったが、私もくすぐったかったので、涼夏に同じことを思われたかもしれない。

　お返しに涼夏にも塗ってあげる。張りのある肌に、滑らかな触り心地。首筋から鎖骨へ。そのまま手を下げて水着のカップの上部から中に手を入れると、涼夏が可愛らしく悲鳴を上げて胸を押さえた。

「そんなとこ、塗らなくていいから！」

「夜まで我慢できなかった」

「夜にも触らせないから！」

　顔を赤くしてそう言ってから、涼夏はいきなりトーンダウンしてもじもじと俯いた。

「いや、千紗都がどうしてもって言うなら考えるけど」

「そういうのはいい」

　呆れながらそう言って、絢音にも日焼け止めを塗ってあげる。指先に涼夏の胸の感触が残っていてなんだかドキドキするが、ひとまず今は海水浴に集中する。

　そろそろお腹が空いてきたので、お昼にしようと海の家に向かった。店は日に焼けた若者たちで賑わっていて、奈都と二人で思わず怯ひるんで息を呑んだが、涼夏はまるで知り合いの店にでも入るように、「こんにちはー」と挨拶しながら入っていった。なんとも逞しい。

　メニューは露店や定食屋で見るようなラインナップで、私は焼きそばを注文した。安っぽいくせに安くない焼きそばが最高に美味しく感じるから、海はすごい。絢音からふた口もらったラーメンも、至って普通なのにとても美味しかった。

「海水浴はいいね」

　私が呟くと、涼夏が満面の笑みで頷いた。

「この後、シャワーとか着替えとか考えなくていいのがいい。後は、日焼けが大変」

「やっぱり焼けるよね」

　奈都が自分の腕を指でなぞりながらため息をついた。肌に無頓着な割には、日焼けが嫌で屋内の部活を選んだ子だ。むしろよく海水浴に付き合ってくれたと思うが、毎日じゃなければいいのだろう。

　食べた後は、写真を撮ったり、ビーチボールで遊んだり、もう一度泳いだり、かき氷を食べたり、木陰で喋ったりしていたら、あっという間に夕方になった。チェックイン時間も過ぎているので、そろそろ宿に戻ろうと涼夏が言って、レジャーシートを畳む。

　明日は泳ぐ予定はない。今日で十分満足したし、チェックアウトした後は着替えなどが面倒なので、明日は体力が残っていれば街に戻った後に恵坂にでも行こうと話している。

「宿に戻って、シャワーを浴びてから買い出しだな」

　素泊まりなのでご飯を食べに行かないといけない。コンビニは少し離れていて、水着で歩いて行ける場所ではない。わざわざ着替えて行くのが面倒な気がしないでもないが、近くの居酒屋に入る勇気はないし、持って来ているのはお菓子ばかりだ。

「私、コンビニ弁当って食べたことがないから、楽しみなんだよね」

　絢音がワクワクした顔で声を弾ませた。コンビニ弁当を食べたことがないなど、時々家にご飯のない私には信じられないが、毎日ちゃんとご飯が提供される家だとそんなものだろう。

「思ってるよりは美味しいと思うよ。ラーメンとかは、お店で食べるより美味しいまである」

　私が先輩面でそう伝えると、絢音が柔らかく目を細めた。

「夜に家で一人でコンビニのラーメン食べてる千紗都、可愛い」

「可愛くないから！　寂しいから！」

「泣きながらラーメン食べてる千紗都を抱きしめたい」

「泣いてないから！」

　強く訴えたが、絢音は空想の私にときめいているらしく、まるで聞こえていないようだった。大袈裟にため息をつくと、涼夏と奈都がくすくすと笑った。どうもいじられキャラが定着してきたが、そういうのも嫌いではない。

　宿に戻る頃には、体も水着もすっかり乾いていた。お風呂は二十三時までで、空いていたらいつでも入っていいらしい。入口に使用中プレートをぶら下げて、鍵をかけて使うシステムだ。

　部屋に帰ってくると、並べられた座布団にダイブした。さすがに少し疲れた。うつ伏せでぐったりしていると、涼夏が私のお尻をペチペチと叩いた。

「お風呂、空いてる内に行くよ？」

「うぅ……。もう乾いたし、どうせまた夜に入るなら、このままで良くない？」

「じゃあ、千紗都は留守番してて」

　涼夏の立ち上がる気配がして、三人が喋りながら荷物を出している音がする。しばらくこのままでいたら誰か構ってくれないかと思ったが、本当に置いていかれそうになったので仕方なく体を起こした。放置といういじり方なのかもしれないが、もう少し優しく対応してほしいものである。
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　民宿のお風呂は、四人で入ると少し狭いくらいの浴槽と、洗い場にはシャワーが二つという、いささか小さい構成だった。大浴場のような湯船を想像していたので拍子抜けしたが、安くて古い民宿だし、こんなものだろうか。

　シャワーを浴びたらコンビニまで行ってお弁当を買って食べ、夜は花火をする予定になっている。どう考えてもまた汗だくになるので、夜にもう一度お風呂に入ることは間違いない。そう考えると、今はシャワーを浴びるだけだろうから、二人ずつでも良かったかもしれない。そう言うと、涼夏が厳かに首を振った。

「そうしたら、千紗都とナッちゃんの組み合わせになるでしょ？　私が千紗都の裸を見れないじゃん」

「ごめんね。この子、ちょっと頭がおかしいから」

　さも当事者ではないようにそう言ったが、誰も反応してくれなかった。友達とお風呂に入るのにこんなに緊張するのは初めてだ。もっとも、そもそも卒業旅行を除くと、奈都とくらいしか入ったことがないが。

　変に牽制けんせいして長く占有するのも迷惑なので、さっさと脱いで浴室に入った。湯船に手を入れると温度はややぬるめ。日焼けした肌が沁しみて絶叫する心配はなさそうだ。シャワーが二つしかないので、かけ湯して浴槽に入ると、後からやってきた涼夏が可愛らしく小首を傾げた。

「シャワー、先に良かったのに。洗ってあげるよ？」

「気持ちだけでいいから」

　私が丁重に断ると、涼夏は「ふーん」と残念そうに呟きながら、シャワーの前に座った。お湯を出してシャカシャカと髪を洗う。水を弾く肌が瑞々しい。横から見えるおっぱいは綺麗な形で、肩やお尻は子供っぽい丸みを帯びている。いつもメイクをして、センスのいい服を着ているから大人びて見えるが、背も四人の中で一番低いし、童顔だし、裸だと中学生に見える。

　じっと見つめていたら、絢音が涼夏の隣に座りながらくすっと笑った。

「千紗都、犯罪者の目をしてる」

「してないから」

　即答したが、同じように湯船に浸かりながら奈都が首を振った。

「してるよ？　やっぱりチサも帰宅部なんだなって思った」

　それは一体どういう意味だろう。まるで帰宅部はおかしな人の集まりみたいな表現だが、事実奈都はそういう意味で言ったのだろう。まったく心外だ。

　涼夏が泡立てたボディーソープで体を洗いながら、うっとりと目を細めて私を見た。

「視線だけで妊娠しそうだった」

「元気な女の子を産んでね」

　私は疲れたようにため息をついて、湯船の壁にもたれた。隣で奈都が、「チサと涼夏の子供かー」と呟きながら、遠い目をしている。シャワーの音と一緒に、絢音の笑い声が聞こえる。

　洗い場が空くと、奈都と二人で座って体を洗った。涼夏が背中を流してあげると言いながら、ボディーソープをつけた手で私の肩や背中を洗ってくれた。他にも色々洗われたが、石鹸のせいで手が滑っただけだろう。

　お風呂から出て部屋に戻ると、すぐに出かける準備をした。十八時前。外はまだ明るいが、これからコンビニに行って戻ってくる頃には日が暮れるだろう。

「涼夏、ご飯ってコンビニで食べるの？　それとも、持って帰ってくる？」

　絢音が乾かした髪を後ろで束ねながら聞いた。日焼けしたうなじが色っぽい。

「コンビニの外で食べようと思ってた。冷めちゃうし、麺類だったら伸びちゃうし」

「不良の集まりみたいだね」

「ナッちゃん、不良っぽいから大丈夫だよ」

　唐突な振りに、奈都が目を丸くした。

「不良じゃないし！　全然意味がわかんなかった！」

「うん。私にもよくわからん」

　財布を持って外に出ると、西日は穏やかで、風には涼しさすら感じられた。まだまだ日中の温度は高い日が続くが、段々と昼夜の寒暖差が大きくなる。

「夜は寒いかもわからんねぇ」

　涼夏が半袖の腕をさすりながら先頭を歩く。歩道がないので、私が涼夏のお尻を眺めながら後に続き、その後ろを奈都と絢音がついてくる。二人が何を食べようかとコンビニ談議するのを背中で聞いていると、涼夏がちらりと私を振り返って小さく笑った。

「コンビニ弁当の何がそんなに楽しみなのか、ちっともわからんねぇ」

　涼夏も日頃からコンビニ弁当のお世話になっている一人だ。涼夏の母親はうちよりは早く帰ってくるようだが、遅い時もあるし、食事を作らないことも多いらしい。涼夏は料理が好きだし得意だが、バイトの後に帰ってから家族の分まで作るほど献身的ではない。

「お弁当でもいいけど、人数いるし、お惣菜を色々買って分けてもいいかもね」

　そう提案すると、後ろの二人がそれは名案だと手を叩いた。涼夏が呆れながら一蹴する。

「それをどこに広げるの？　レジャーシート持って来れば良かった？」

　持ってきたとして、コンビニの駐車場でご飯や総菜を広げ始めたら完全に迷惑だ。もし総菜を買うのなら、いっそ宿に持ち帰ってからレンチンしたらどうだろう。そもそも、普通の弁当もそうすればいいのではないか。宿に電子レンジはあっただろうか。

　後ろの二人と一緒にそんなことをワイワイ喋っていたら、涼夏が呆れたように首を振った。

「コンビニ弁当の何がそんなに楽しみなのか、ちっともわからんねぇ」

　気が付いたら、私も楽しみ側になってしまった。実際、私はコンビニ弁当が嫌いではないし、ラーメンだけではなく、オムライスや麻婆丼も気に入っている。どれも十分美味しいと思うが、涼夏のように自分で料理ができたら、また違った感想を抱くのだろうか。

「やっぱり涼夏と結婚しよう」

　ポツリと呟くと、場がシンと静まり返った。「相変わらずの謎思考だね」と涼夏が振り返らずに笑う。奈都が「急にどうしたの？」と聞くので、美味しいご飯にありつけそうだからと答えると、納得したように頷いていた。

　ようやくコンビニに辿り着くと、涼夏は迷うことなく豚骨ラーメンをカゴに入れた。私がラーメンが美味しいと言ったからかと思ったら、自分で作れないからだと言った。私にはない発想だ。私にはどれも作れない。

「人が選ぶと、それが食べたくなるね」

　奈都がラーメンの棚を眺めながら言うと、絢音が隣で大きく頷いた。

「でも、同じのはやめようかな。ビーフカレーが美味しそう」

「カレーは家でもよく食べるからなぁ。そういう意味だと、のり弁とか幕の内弁当とかが、いかにもコンビニ弁当って感じかも」

「普通のお弁当屋にもあるよ」

「その発想はなかった。じゃあ、変わったのにしようかなぁ」

　二人が楽しそうに喋っている。何を選ぶのか黙って眺めていたら、涼夏が私の肩に手を乗せて悲しそうに頷いた。

「私はずっと千紗都の友達だから」

「いや、見てただけだから」

「仲間に入れなくてオロオロしてる子みたいだった」

「違うから！　ラーメンとカレーと普通のお弁当が選ばれたら、私はパスタかドリアにしようかなとか、全体のバランスを見ながら考えてたの。ほら、どうせ一口ずつ交換になるでしょ？」

　早口にそう言うと、涼夏は切ない瞳で、軽く私の体を抱きしめて髪を撫でた。

「うんうん。そうだね。千紗都はいい子だね」

　どうしても私を、友達のいない可哀想な子にしたいらしい。涼夏の肩越しに見ると、奈都が呆れた顔をして、絢音はくすくすと笑っていた。

　結局絢音はビーフカレーに、奈都はシーフードグラタンにした。私はかつ丼をカゴに入れて、それぞれみんなプリンやら杏仁豆腐やら、適当なスイーツを追加する。贅沢をしても六、七百円で、海の家で食べた焼きそばとかき氷より安い。

　店内にイートインスペースはあったが、外の方が気持ち良さそうだったので、外で食べることにした。田舎のコンビニで駐車場は広い上、利用客も少ない。

　交換しながら食べていたら、カレーにすれば良かったとか、グラタンという選択肢もありだとか、カツを一人一切れずつ取られたらほとんどなくなったとか、色々あった末、結局ラーメンが一番美味しいという結論に至った。

　デザートのプリンをスプーンですくいながら、絢音が満足そうに頷いた。

「コンビニ弁当は、もっと誇っていい。日本の文化だと思う」

「海外にはないの？　ハウ・アバウト・グアム？」

　涼夏が怪しい英語を使いながら奈都を見る。奈都はリッチにケーキを食べながら、困った笑いを浮かべた。

「コンビニを使った記憶がないし、あってもグアムまで行ってお弁当は買わないと思う」

「海はどうだった？　稲浪海岸も意外と負けてない？」

　涼夏が目を輝かせるが、どう考えても負けているだろう。勝てる要素が何一つ感じられない。しいて言えば、監視員がいることくらいか。

「もちろんグアムの方が綺麗だけど、今日の方が断然楽しいよ」

　優等生の模範解答だ。涼夏が感極まったように瞳を潤ませて、横から奈都に抱き付いた。肩を強く引き寄せながら頬を擦り寄せる。

「あー、ナッちゃんいい子。私たちもナッちゃんと遊べて楽しいよ」

「それはどうも」

　奈都が恥ずかしそうに俯いて、もじもじと指を動かした。涼夏が耳に唇を押し当てながら囁いた。

「こんな可愛い子が帰宅部に……」

「いや、入らないけど」

「ケーキもくれるなんて……」

「それは別にいいけど」

　奈都がフォークでケーキをすくうと、涼夏が子供のようにわーいと言いながらそれを口に入れた。美味しそうに頬張ってから、奈都を抱きしめたまま肩に頭を乗せる。

「ナッちゃん、抱き付き心地がいいなぁ」

「恥ずかしいんだけど」

「慣れるよ」

　涼夏の返事に絢音が肩を震わせてから、我慢できないように笑い声を上げた。ハグは帰宅部の伝統的文化なので、奈都にも慣れてもらおう。涼夏なりに奈都との距離を縮めようとしているのを、奈都もわかっているはずだ。

　ゴミを捨てて、暗がりの中を宿まで戻る。道を知っているからか、行きより帰りの方がだいぶ早く感じた。部屋に戻るとすぐに、花火とバケツを持って外に出た。友達と花火で遊ぶという経験も、私にはない。海岸まで歩きながらそう言うと、三人は普通にあるらしく、哀れむような目で私を見た。

「そんな目で見ないで！」

　私が顔を押さえて首を振ると、絢音がふふっと笑って私の背中を撫でた。

「千紗都の色んな初体験の場に、いつも私たちがいるのは嬉しいよ」

「私のハジメテを全部絢音にあげる」

「もらうもらう」

　微笑む絢音をひしっと抱きしめると、隣で奈都が「チサのハジメテ……」と小声で呟きながら、恥ずかしそうに俯いた。一体何を想像しているのか知らないが、楽しそうで何よりだ。

　海岸には他にも花火をしている人が何組もいて、思ったよりも明るくて賑やかだった。夜の海岸というのは、何かロマンチックな響きがあったが、現実はこんなものだとため息をつく。涼夏と波打ち際まで水を汲みに行きながら無念を訴えると、涼夏は可笑しそうに頬を緩めた。

「それは港のプロムナード的なの？」

「波打ち際に二人で座って、波の音を聴きながら愛を語り合うの」

「乙女だねぇ」

　涼夏が笑いながらしゃがんで水をすくった。手を握って引かれたので、私も隣にしゃがむと、涼夏が私の手を握ったまま目を細めた。

「千紗都、愛してる」

「私も。結婚しよう」

「元気な女の子を産むよ」

　そう言って、涼夏が顔を近付けてきて口づけをした。ふんにょりとした特有の感触。顔にかかる鼻息が熱い。五秒ほど唇を重ねてから、涼夏が顔を離してニカッと笑った。

「ドキドキした？」

「まあまあ。その前の台詞がいまいちときめかなかった」

「私は千紗都に結婚しようって言われるたびに、ちょっとドキドキする」

「じゃあ、毎日言うよ」

「貴重感は欲しい！」

　くだらない話をしながら二人のもとに戻ると、砂を掘ってバケツを埋めた。そういえば火は大丈夫かと思ったが、言い出しっぺがそんなミスをするはずがなかった。

　適当な花火を持って火をつける。パチパチという音とともに綺麗な火花が散って、周囲が明るく照らされた。思ったよりは地味な遊びだ。

　絢音が四人いるからＬＯＶＥを作ろうと言い出して、荷物の上にスマホを固定した。涼夏と二人でカメラの設定をいじり始めたので、奈都にＬＯＶＥとは何か聞くと、奈都は力強く頷いた。

「愛のことだよ」

「そんなこと聞いてないから」

　一秒で否定すると、奈都がくすくすと笑って肩を震わせた。

「チサ、可愛いなぁ。花火で文字を作るやつだよ」

「そんなことできるの？」

「挑戦したことはある。昔は失敗したけど、このメンバーならできそうな気がする」

　それは何故か。きっと愛があるからだろう。ＬＯＶＥだけに。勝手に納得して、仲間に言われるまま花火を持った。部長だし簡単だからと、先頭でＬを担当することになった。絢音が一番難しいＥをやりたがり、奈都がＯになった。

　火が一つしかない問題はどうするのかと思ったら、一つ花火に火をつけて、それを使うと言った。砂浜に斜めに挿した花火が、空に向かって火を放つ。カメラのシャッターを押し、タイマーが動いている間に火をつけて慌てて自分の位置に戻ると、必死にＬを作った。

　一枚目は案の定失敗した。文字の間隔はバラバラだし、Ｅは引っくり返っているし、Ｖは斜めになって細いし、ＬとＯはまともだったが、私の顔が必死過ぎて爆笑された。恥ずかしい。

「もっと優雅に。笑顔で」

「バレエみたいだね」

「千紗都、バレエやってたの？　似合う！」

「いや、やってないし、似合いもしない」

　雑談しながら、二回目に挑戦する。花火の消費が半端ではないし、バタバタして汗もかく。ちっとも地味な遊びではなかった。

　再び火をつけると、砂の上に書いた×印に戻った。これで間隔は完璧だ。文字自体は綺麗だったので、努めて笑顔でＬを描く。

　二回目はまあまあだったが、顔がブレてしまった。腕以外は動かしてはダメなのだ。及第点ではあったが、文字が細いという理由で、一人二本ずつ花火を持って再挑戦することになった。

　花火がどんどんなくなるのはいいのかと聞くと、涼夏が明るく笑った。

「いいのいいの。一本ずつやってるより、こっちの方が楽しいじゃん」

　なるほど。豪快だ。

　二本あると火をつけるのも時間がかかるだろうと、火種の花火も二本にした。この本数でできるのは最初で最後だ。緊張するが、笑顔は忘れずに、腕以外はなるべく動かさず。覚えたことを反芻はんすうしながらＬに専念すると、今度は綺麗に出来た。線も二重になり、オシャレな感じがする。

　みんなで肩を組んで喜んだら、なんだかとても青春を感じた。本当にいい仲間たちだ。




　　五




　宿に戻ると、とりあえずまず布団を敷くことにした。お風呂上りに布団にダイブしたいと涼夏が言い出したのだ。

　布団を四つ敷くと、涼夏が私の敷いた布団に枕を置いた。二つ並んだ枕を四人で見下ろしてから、私は静かに顔を上げた。

「これは？」

「うん。私今日、千紗都と一緒に寝ようと思って」

　しんみりと涼夏が言って、二つの枕をバランスよく並べた。一体この子は何を言っているのだろう。突っ込んだら負けだと思い、とりあえずお風呂に行く準備をする。

　二回目の入浴は、体を洗ってから四人で湯船に浸かった。少しだけお喋りをしたが、もしかしたら空くのを待っている人がいるかもしれないし、部屋で話せばいいやと言ってすぐに出た。

　更衣室で体を拭いていると、目の前で奈都がバスタオルでわさわさと髪を拭いていた。すらりとしたボディーラインは、涼夏と違って大人の曲線だ。お尻はキュッと引き締まっている。絢音のように細いわけではなく、肉づきは私と同じくらいなのに、張りが違う。筋肉量の違いだろうか。

　バスタオルを首からかけて、両手でお尻を揉むと、奈都がこっちが驚くほどの悲鳴を上げて飛び退いた。勢いよく振り返って、真っ赤な顔で私を睨む。

「だからなんですぐお尻を触るの!?」

「そこにお尻があったから」

　真正面からじっと見つめると、奈都が恥ずかしそうに腕で胸を隠した。押し潰された胸が、むにょっと柔らかく形を変える。涼夏と同じくらいだろうか。お腹やさらにその下の方を眺めていると、奈都が諦めたように体を拭きながら唇を尖らせた。

「チサがこんなふうになっちゃったのは、涼夏とアヤのせいだからね！」

「いや、知らん。私が会った時は、すでにこうだった」

　涼夏が私の体を見つめながら、しれっと手を振った。絢音も「手遅れだった」と同意する。そもそもどういうふうなのかわからないが、妙に体が気になるようになってしまったのは、間違いなく絢音のハグのせいだと思うので、奈都に同情しないでもない。

　髪を乾かしてから部屋に戻ると、涼夏が宣言通り布団にダイブした。何故か私の布団の上でごろごろしているので、私はそっと涼夏の体を足で踏んづけた。

「これ、私の布団だから」

「もっと踏んで。目覚めるまで踏んで」

　涼夏が私の枕に顔をうずめながら、熱っぽく言った。さすがにドン引きだ。絢音も奈都も自分の布団の上で気持ち良さそうに大の字になっているので、私は仕方なく涼夏の隣に寝転がった。

「わーい、千紗都だ！」

　涼夏が子供のようにそう言って、私の体にしがみついた。お風呂上りで体が熱い。Ｔシャツ一枚の感触は艶めかしく、触れ合う肌が汗でじっとりと濡れた。

　絢音が体を起こして、「二人の絡みは美しい」などとわけのわからないことを呟きながら、スマホで写真を撮り始める。仕方なく旧友に助けを求めると、奈都は困ったように眉尻を下げた。

「私の入る余地はない」

「そんなことはない。ナッちゃんは正妻なんだから！　ちょっとそのまま寝てて」

　突然我に返ったようにそう言って、涼夏が私を抱きしめたまま起き上がった。そして、仰向けに寝ている奈都の上に私を寝かせると、さらに私の背中の上に乗ってプレスする。胸と胸が押し潰されて、肋骨がきしんだ。息が苦しい。八十キロくらいの体重をかけられて、奈都が私の体の下で呻いた。

「待って、涼夏、苦しい」

「大丈夫。私は羽のように軽いし」

「大丈夫じゃない……ううぅ……」

　奈都が苦しそうにもがく。涼夏が仕方なさそうに私の体を解放したが、私は気持ちが良かったので、そのままもう十分くらい奈都を抱きしめて寝転がっていた。

　それからお菓子を開けて、布団の上でトランプで遊んだ。この時間のポテチは罪悪感を覚えるが、それがいいのだと絢音がしたり顔で頷いた。確かに、いかにも学生の合宿感がある。

　ババ抜きに大富豪、ダウト。もはや最後にやったのがいつかも覚えていないほど懐かしいゲームで遊んでから、その内自然と寝るムードになった。

　歯を磨いてからトイレに行く。あくびをしながらトイレから出ると、廊下に奈都が立っていた。

「奈都もトイレ？」

　眠たい目をこすりながら聞くと、奈都は少しだけ視線を落として首を振った。

「ちょっと、チサと喋りたくて」

「うん。そういえば、ずっと四人でいるよね」

　階段を降りると、ロビーはすでに電気が消えて暗かった。全館冷房ではないので、少し暑い。お風呂の時間ももう過ぎて、静まり返っている。

　長椅子に横並びに腰掛けると、奈都が言い淀むように口を開いた。

「花火の時、涼夏とキスしてたよね？」

「ああ、うん。やっぱり見られてたんだ」

　私が苦笑しながら軽いタッチでそう言うと、奈都は驚いたように私を見上げた。

「普通だね」

「ただのスキンシップだからね。ほら、涼夏と絢音も、奈都の目の前でキスしてたじゃん」

　夏休みの初め、涼夏の家で宿題をやった時のことだ。奈都がキスの話にショックを受けていたので、特別なことではないとアピールするために、涼夏が絢音にキスをした。奈都も納得していたはずだが、やはり話に聞くのと実際に見るのは違うのだろう。

「ちょっと、モヤッとしちゃって」

　そう言って、そっと嘆息する。私を責めているというより、そんなこと思いたくないのに思ってしまう自分に苛立っているように見える。

「今ここで奈都とキスしてもいいけど」

　そう言いながら、そっと奈都の肩を抱き寄せた。咄嗟に顔を上げた奈都の頬に手を当てて、唇を近付ける。奈都が頬を赤くしてふるふると首を振った。

「いや、その、チサとキスとか、したいけど、初めては、もうちょっと、こう……」

「でも、奈都がモヤモヤしてる原因の大半が、私たちがキスしてないせいだと思うけど」

　真顔でそう言って、さらに顔を近付ける。上唇が微かに触れ合うと、奈都が固く目を閉じて小さく体を震わせた。嫌なわけではなさそうだが、心の準備がしたいのだろう。可愛らしい。

　顔を離して奈都の肩に頭を乗せる。その体勢のまま髪を撫でると、奈都は安心したように息を吐いた。

「嫌なんじゃないよ？」

「わかってる。でも、あんまり引き延ばさない方がいい気がするのは本当」

　私の声が、しんとしたロビーに溶けて消える。しばらく温もりを楽しむように肩を寄せ合ってから、奈都がぽつりと切り出した。

「涼夏とアヤは不思議。チサのこと、すごい好きなのに、まったく独占したいって気持ちがないみたい」

　それはどうだろう。私は無言で二人の顔を思い浮かべた。

　それは単に三人の信頼関係であって、例えばまったく違う誰かが現れたら、涼夏も絢音も、全力で私を囲い込もうとするだろう。奈都に対してそうしないのは、心の底から奈都を認めているからだ。奈都もそれがわかっているから、二人に嫉妬し切れずにいる。

「みんなのチサ。そう感じた。私も、チサを独占しようとしちゃダメなんだって……」

「独占したいの？　独占して、どうするの？」

　私が首を傾げると、奈都が不思議そうに私を見つめた。

「どうって……どう？」

「四人で仲良くじゃダメなの？」

「でも、私はチサのこと……」

　言いかけて、慌てて口を噤つぐむ。奈都は私のことを、恋愛的に愛している。それは少し前から薄々気が付いていた。

　ただ、きっとそれは涼夏と絢音も同じだし、私も三人をただの友達だとは思っていない。

「これはきっと私の我が儘。私はもう、誰も失いたくない」

　やっぱりキスをしよう。私にとって奈都も本当に大事なのだとわかってもらうには、きっとそれが一番早い。

　そっと抱きしめて唇を塞ぐと、奈都は体に力を入れてギュッと私にしがみついた。しばらく唇を重ねて、初めてなのに舌まで入れてむさぼると、やがて奈都は脱力するように私に体を預けて、同じように舌を絡めた。できるだけ長く、初めてのキスを印象付けるようにねっとりと舌を絡め合ってから顔を離すと、奈都は陶然とした目で私を見つめた。その瞳を真っ直ぐ見つめ返して口を開く。

「私の我が儘に付き合って。私はもちろん、奈都のことだって失いたくない」

　奈都のことは愛している。けれど、それと同じくらい、涼夏と絢音のことも愛している。私は四人で仲良くしたい。そう強く訴えると、奈都は頬を染めたまま小さく頷いた。

　帰宅部流のハグをしてから部屋に戻ると、涼夏が憮然とした顔で枕を叩いた。

「遅い。二人で何してたの？」

「ごめん。キスしてた」

「そっか。じゃあ許す」

　涼夏があっさりとそう言って、絢音が布団の中でスマホをいじりながら、可笑しそうに笑い声を立てた。二人ともまるで動じていない。もしかしたら、探しに来て、見られていたのかもしれない。奈都は恥ずかしそうにしながら、自分の布団に潜り込んだ。

「それで、涼夏は私と寝るの？」

　私の布団の上に居座る涼夏に聞くと、涼夏は当然というように頷いた。

「だって、ナッちゃんは何回も千紗都の部屋に泊まったことがあって、絢音も千紗都が風邪を引いた時、一緒に寝てたんでしょ？　私だけ仲間外れじゃん」

「私は別にいいけど……」

　てこでも動きそうにないので諦めたように息を吐くと、涼夏が奈都を見た。

「正妻の許可が下りなかったら諦める」

「別にいいよ。特別に今夜は私のチサを貸してあげる」

　奈都が無意味に偉そうにそう言うと、涼夏は「さすが正妻！」と嬉しそうに微笑んだ。今の口ぶりと先程のキスを考えたら、恐らく大丈夫だろう。

　明かりを消して布団に入ると、涼夏が私の体を抱きしめて首筋に顔をうずめた。

「はぁ。千紗都、いい匂いがする」

「いや、いいから寝て」

「興奮して寝れない！」

「じゃあ自分の布団に帰って！」

　私が思わず叫ぶと、暗闇の中で絢音の笑い声がした。涼夏が鼻息を荒くしながら、私の体を撫で回す。その内我慢できなくなったのか、私の上に乗っかると私の唇を吸った。

「もうダメ！　さっきの千紗都とナッちゃんのキスを思い出したら、私もしたくなった！」

「やっぱり見てたんじゃん！」

「だって、帰りが遅かったから！　千紗都！」

　私の体を乱暴に抱きしめながら、涼夏が私の口の中を舐める。すぐそこで友達が寝ているというのに、なんてことをするのか。

「頭おかしいでしょ！」

「千紗都のせいだから！」

「もうヤダ！　誰か助けて！」

　嘘泣きしながら助けを求めたが、二人からは眠そうなあくびと、「おやすみ」という声しかなかった。もうダメだ。数分前、別に構わないと思った自分を厳しく叱りたい。

　今夜は諦めよう。どうせ明日も休みだし、無理に寝る必要もない。ただ、他に音のしない暗がりに、キスの音と涼夏の熱っぽい吐息だけが聴こえるのはさすがに恥ずかしいので、それだけはなんとかしていただけたらと切に願う。




　　六




　翌朝はのんびりと起床した。素泊まりで朝食もないので、チェックアウトまで部屋でくだを巻く予定だ。

　涼夏が大人しくなってからはぐっすり眠れたが、体の節々が痛い。海の疲れか、涼夏が抱き付いていたせいかはわからない。布団の中にはまだ涼夏がいて、私にしがみついている。熱くて柔らかくていい匂いがする。

　顔を上げて両隣を見ると、奈都は布団の中でスマホをいじっており、絢音はうっとりした顔で私たちを見つめていた。

「おはよ」

　目が合うと、絢音がにっこりと微笑んだ。朝から嬉しそうだ。

「おはよ。いい夢でも見た？　楽しそうだけど」

「私は涼夏と千紗都を見てるだけで幸せになれるから。今度二人のポスター作りたい」

　朝から変な子だ。奈都がスマホを見ながら、「チサのポスターかー」と呟いた。涼夏が私の肩に顔をうずめながら、「私も欲しい」と囁く。起きていたらしい。私が起きたから遠慮なくというように、涼夏が私の胸を揉み始めたので、冷静にその手を握ってやめさせると、もう片方の手で涼夏の背中を抱き寄せた。涼夏が顔を上げて、数センチの距離で私を見つめた。

「昨日はよく寝れた？」

「うん。私、隣に人がいた方が落ち着くかも」

「照れるなぁ」

　涼夏が微笑みながらわざとらしく頭を掻く。「別に涼夏じゃなくてもいいけど」と冷静に突っ込むと、涼夏ががっくりと肩を落とした。隣の布団で奈都がくすっと笑った。

「それにしても、二人とも息遣いがエッチしてるみたいだったよ？」

　奈都がからかうようにそう言って、涼夏が恥ずかしそうに私の肩に顔を押し付けた。朝から無邪気になかなかの台詞を投下してくる。

「そうなんだ。エッチしてる声とか聞いたことがないからわかんないや」

　授業を受けるような顔でそう言うと、奈都が慌てた様子で体を起こして、大きく首を振った。

「私もないから！　知らないから！」

「奈都が言ったんじゃん」

「想像だよ！」

「そういう想像、よくするの？」

「しないよ！」

　奈都が悲鳴を上げる。反対側の布団で、絢音が枕を抱きながら笑い転げている。朝から愉快な人たちだ。涼夏の髪を撫でながら、私はやれやれと息を吐いた。




　チェックアウトを済ませると、お腹が空いて死にそうだったので、昨日のコンビニまで歩くことにした。どうせまだバスが来るまで時間があるし、コンビニは次のバス停から近い。

　太陽はすでに高く、日向は焦げるように暑い。今日も泳いだら気持ち良さそうだが、予定通り街に戻って涼しい場所で遊ぶことにした。

「千紗都、初めての海はどうだった？」

　涼夏が陽気にそう聞きながら、いたずらっぽく笑った。今日はメイクをしていて、いつもの圧倒的に可愛い涼夏である。東京にいたらスカウトでもされるのではないかというくらい可愛いが、私は人民に涼夏のことを知られたくない。

「私は涼夏を、もっと私たちだけのものにしたい」

　真っ直ぐ目を見つめてそう言うと、涼夏が半眼で私を睨んだ。

「私の質問は聞いてた？」

「あー、うん。海、楽しかった。また来年も来ようね」

「よろしい。ナッちゃんはグアムと比べたら大したことなくて、昨日もずっとオージービーフを思い出してたよね」

　涼夏が切ないため息をつくと、奈都が大きく手を振った。

「思い出してないから！　楽しかったってば！」

「千紗都とキスもしたしね。っていうか、きっと思い出はそれだけだよね」

「それはもういいから！　海も花火も楽しかった！」

　慌てる奈都もからかう涼夏も可愛い。絢音と一緒にくすくす笑うと、奈都が「もうっ！」と顔を赤くして唇を尖らせた。

　コンビニのおにぎりを買って、食べながらバスを待つ。絢音がまた、おにぎりも美味しいと嬉しそうに言って、涼夏が哀れみの眼差しを向けた。

「絢音、家であんまりいいもの食べてないの？　お母さんのご飯が美味しくないとか」

「そんなことはないよ。何でも美味しいだけ」

　絢音が微笑んで、涼夏が胸を撫で下ろした。

「何でも美味しく食べてくれる人はいいね。私、絢音と結婚する」

　涼夏がそう言ってギュッと絢音の手を握ったので、私は慌てて涼夏の腕を掴んだ。

「私とじゃなかったの？　私も涼夏のご飯、好きだから！」

「何？　嫉妬？」

「失って初めて、その大切さを知った」

　胸を押さえて首を振ると、涼夏が呆れたように苦笑いを浮かべた。実にくだらない会話だ。

　やがてやってきたバスに乗って、稲浪海岸に別れを告げる。奈都の肩越しにしんみりと車窓を眺めていたら、奈都が恥ずかしそうに俯いた。

「そんなに見つめられると恥ずかしいんだけど」

「いや、どう考えても外を見てた」

「私、そんなに容姿に自信がないから」

「奈都は可愛いけど、今は外を見てた」

　なるべく冷静にそう告げると、前のシートで帰宅部員が楽しそうに笑い声を立てた。

「千紗都とナッちゃんの会話、面白いよね」

　涼夏の言葉に、奈都が前のシートに手をかけて身を乗り出した。

「涼夏とチサの会話の方が面白いと思う」

「まだコンビ組んだばかりだから。ナッちゃんは年季が違う」

「帰宅部辞めて、漫才クラブでも作ったら？　五人集めたら部にできるよ」

「後一人が無理ゲー」

「私は入らないから」

　奈都がしれっとかわして、涼夏が無念そうにため息をついた。この二人も、この旅行で前より仲良くなった気がする。きっと私がキスをして、奈都の嫉妬の心が薄らいだからだろう。つまり、私のおかげだ。

　レッドライナーで中央駅に戻ると、街は拍子抜けするほどいつも通りで、あっという間に日常が戻ってきた。水着を持っていなければ、ついさっきまで海にいたのが嘘のようだ。

　それなりに荷物があるので、中央駅近くのカラオケで交流を図り、絢音が塾があるので夕方に解散した。絢音は自分のことは気にせずにと言ったが、さすがに疲れていたし、明日からまたバイトがあるのでお開きにした。もっとも、奈都は家が近いので、少し寄りたいと言ってついてきた。どうせ親は夜まで帰って来ないし、大歓迎だ。

「奈都は疲れてないの？」

　マンションのエレベーターを待ちながら聞くと、奈都は「誰かと違ってよく寝たし」と笑った。私も十分寝たはずだが、何故か疲れが取れなかった。やはり自宅のベッドとは違うからだと言うと、奈都が呆れたように言った。

「涼夏が上に乗ってたからでしょ」

「自宅だと、奈都と寝てもぐっすりだった」

「私は上に乗ってないから」

　部屋に戻ると、とりあえず服や水着を洗濯かごに放り込んだ。エアコンを入れて、掛け布団の上からベッドに横たわると、まぶたが重くてそのまま落ちそうになった。これは今夜はよく寝られそうだ。

　静かにウトウトしていると、奈都が私の隣に寝転がって、片腕を私の体にかけてきた。腕に押し付けられる柔らかな重みが心地よい。

「どうしたの？」

「私もチサの上で寝てみようと思って」

　奈都っぽくない発言だが、涼夏を見ていて何か思うことがあったのかもしれない。両腕で抱きしめて上に乗せると、奈都も両手を私の背中と肩に添えた。呼吸に合わせて奈都の胸が上下する。薄い布越しに奈都の鼓動や体温が伝わってくる。体重は涼夏と同じくらいだが、奈都の方が背が高くて肩幅も広いので、覆い被さられている感じが強い。

　しばらく身を擦り寄せていると、奈都が耳元で囁いた。

「海、楽しかったよ」

「私も」

「行く前に、チサが私に甘え過ぎてるって話をしてたけど、あれは逆だった。私がチサに甘えてた」

　そういえば、奈都と小さな喧嘩をしたのを思い出した。私が奈都に甘えて、奈都を放っぽり出しているせいで、奈都が寂しい思いをしている。私がもう一度その考えを伝えると、奈都は小さく首を振った。

「中学の時、私はたぶん無意識に、この子は私が何をしたって私が必要で、私のそばを離れないって思ってたんだと思う。友達だから対等なはずなのに、私は勝手にチサを上から目線で見てた気がする」

　その言葉に、私は首を傾げた。今さら何を言っているのだろう。私は昔から一度も、奈都と対等だなどと思ったことはない。惚ほれた弱みではないが、奈都も私のことが好きだとわかった今では、少しは対等になったと思えるが、中学の時はずっと、奈都は私が憐れだから一緒にいてくれるだけだと思っていた。

　そう伝えると、奈都は顔を上げて寂しそうに眉をゆがめた。

「私は昔からずっとチサが好きだったけど」

「そうだったかも。でも、私は人に好かれる自信がなかった。結構孤独だったし」

「安心して放置したのは、私が子供だったからだと思う。それに、好きって言って嫌われるのも怖かった」

　奈都の好きは、友達のそれより重い。今でこそ偏見もないが、もし中学の頃に言われていたらわからない。あの頃は、事件のせいもあって、恋愛そのものに対する拒否感が強かった。高校に入ってもし変わったとしたら、それはあの二人の影響だ。そう言うと、奈都は私の顔に触れながら、困ったように笑った。

「二人には感謝してる。いっぱい感謝してる。チサとキスができる日が来るなんて、夢でくらいしか思わなかった」

　そう言って、奈都は私の頬に手を添えたまま唇を塞いだ。しっかりと抱き合いながら互いの唇を吸ったり舐めたりしていると、奈都がくすっと笑った。

「昨日、チサに独占してどうするのって言われた時、私、この子は一体何を言ってるんだろうって思った」

「そう？　そんなに変だった？」

「普通、お付き合いって、一人としない？」

　それは確かにそうかもしれない。ただ、どうせこの国では、女同士では結婚できない。それなら、仲良しで集まってコミュニティーを形成した方がいい。

　部屋にわずかに潮の香りがする。さっき水着やタオルを出したせいだろう。初めての海水浴は本当に楽しかった。それでも、涼夏が奈都をからかっていた通り、一番の思い出は奈都とキスしたことかもしれない。あれはあれで印象的なファーストキスだったと思うが、奈都はどう感じただろう。

　昨日はあんなにも恥ずかしがっていたのに、今日はもうゼロ距離で私の唇をむさぼっている。もしかしたら、私とキスする妄想を日常的にしていたのかもしれない。だとしたらとても嬉しいし、愛おしい。

「奈都、美味しい」

　うわ言のようにそう言うと、奈都が「バカ」と恥ずかしそうに頬を染めた。

　帰宅部の関係を壊すことなく、奈都との仲を深められた。絢音のボディータッチ計画のように、私も自分の理想をコミュニティー計画と名付けよう。みんなの愛と理解のおかげで、私の我が儘な計画は順調に進んでいる。









　第十八話　妹




　夏休みも残り数日となった。

　去年は半分くらい奈都と遊んだ以外は、ずっとぼっちで過ごしていた。奈都と遊んだといっても、一日数時間とか、少し会っただけという日もあるので、日中の時間数だけで見ても、八割以上は一人でいたと思う。

　しかも私は兄弟もいないし、親も共働きで家におらず、あまりにも退屈なのでせめて夏期講習に行かせてほしいと親に頼んで塾に行っていた。それ以外の時間もひたすら勉強していたおかげで、ユナ高に簡単に合格することができたし、その時の知識が今の勉強の理解にも繋がっている。

　もっとも、退屈だからやっていただけで、決して勉強が好きというわけではない。一応一学期は三十三位という上位の成績だったが、今でも平日塾に通っていて、勉強は遊びだとのたまう絢音は学年六位だし、さらにその上に点数がいい人が五人もいる。真面目に取り組んでいる人たちには到底及ばない。

　それはともかく、そんなふうに過ごした去年と比べて、今年の夏休みは本当に充実していた。友達と海やプールで遊ぶなど、私には一生縁のないイベントだと思っていたし、アルバイトもまさか高校生の内にするとは思わなかった。自分から言い出したとはいえ、もし奈都が付き合ってくれなかったら、やっていなかっただろう。

　そのアルバイトは、予定通り夏休みで辞めることにした。正確には、親の許可だけで可能なのは夏休み期間だけで、続けるには学校の許可も得なくてはいけない。適当な理由をつけて続けることも可能だが、私自身が帰宅部の活動以上にお金を必要としていないし、そもそもバイト先が夏休みの終わった平日の夕方に人を必要としていない。

　アルバイトも残り一回。奈都と一緒に入った後、バイトの仲間数人と送別会という名目で遊ぶことになっている。バイトを辞めても関係が継続すればと思うが、学校も違うしどうだろうか。

　宿題はとうに終わって、今は実力テストのために、一学期の復習をしている。親は私に甘いが、順位を落としたらもうアルバイトをさせてもらえなくなるかもしれない。三十位以内を目指そうと朝から頑張っていたら、机の上でスマホが音を立てた。見ると涼夏からだったので、すぐに通話ボタンをタップした。

「もしもし？」

『おはよ。何してた？』

「勉強」

　短く答えると、涼夏は「ふーん」とそっけない返事をしてから、こう切り出した。

『今日、バイトないよね？　暇してない？』

　どうやら遊びの誘いらしい。ただ、涼夏は今日はバイトが入っていたはずだ。声のテンションも低いし、恐らくそこがこの誘いの本題だろう。敢えて触れないようにして、頷きながら答えた。

「私はいつだって暇してるよ。友達が三人しかいないから」

『じゃあ、ちょっと私の愚痴に付き合って。奢るから』

「うん」

　私の自虐風の冗談にも乗って来ない。別に奢ってくれなくても愚痴くらい聞くが、それすら言い出せる空気ではなかった。

　いや、もしかしたら、単に私が動揺してそう感じただけかもしれない。涼夏と出会って五ヶ月になるが、機嫌が悪いところを見たことがないし、愚痴を零しているのも聞いたことがない。誰だって機嫌の悪い日くらいあるだろうが、なんとなく涼夏だけはいつもにこにこして明るいイメージがあった。

　一時間後に恵坂でと言われて、慌てて準備した。今日は一日引きこもっているつもりだったので、ノーメイクである。非武装で涼夏と街で会うのは心許ないし、私は涼夏と同じで、自分を可愛くするのが好きだ。ただ、涼夏は人目を意識して顔を作っているが、私は自己満足なので動機はだいぶ異なる。

　服は考えている時間がなかったので、テキトーなワンピースを着ていくと、電車の窓に映る自分の姿にがっかりした。妙に子供っぽい。中のシャツは襟付きにすればよかったかもしれない。髪を結んだら印象が変わるかと、手で束ねてみたら、状況が悪化した。少し編んだら似合うかもしれないが、ただ縛ると運動部の女の子みたいだ。

　涼夏は先に待ち合わせ場所に来ていて、サロペットのポケットに片手を突っ込んでスマホをいじっていた。私には絶対に似合わない服の一つだ。そもそも着こなし方がわからない。似合わないというと、ビスチェも苦手なアイテムの一つだが、あれはそもそも何が可愛いのか理解できない。

「お待たせ」

　時間には間に合ったので、謝りはせずにそう言うと、涼夏は私の顔をじっと見つめてから、チラリと服に視線を落とした。なんとなく品定めをされているようで不安になる。私は弁明するように手を振った。

「いや、あの、時間がなかったの。ちょっと、なんかおかしいなって私も思ってる」

「私は別に思ってないけど」

　涼夏がそう言って、不思議そうに首を傾げた。その微笑みにはいつもの柔らかさがなく、声にも温かさが感じられない。何故か怒られたような気持ちになって、思わず「ごめん」と呟くと、涼夏はいつものように私の手を握って引いた。

「どこかに行こう」

「逃避行的なの？　誰もいない、二人になれる場所に……」

「千紗都の家に行こうかなとも思ったんだけど、今日はなんか甘いものが食べたい気分」

　手を繋いで街に繰り出した。帰宅部での活動同様、涼夏と二人の時はすべて涼夏に委ねる。しかも今日は涼夏から誘ってきたので、私が意見するのも憚はばかられる。実際、涼夏もそんなことは求めておらず、真っ直ぐ私をカフェに連れて行くと、ケーキを注文して長い息を吐いた。

「千紗都はね、私のオアシスなの」

　そう言って、涼夏が私の目を見つめる。突然何を言い出したのだろう。いつもの冗談っぽいが、表情が硬くて突っ込める空気ではない。私が「オアシス……」と呟くように復唱すると、涼夏は満足そうに頷いた。

「そう。可愛い千紗都と美味しいケーキ。この二つをもってして気が晴れなかったら、私はもうおしまいだ。永眠する」

「何があったの？　今日、バイトだったよね？」

　慎重にそう尋ねると、涼夏は少しだけ身を乗り出して声のトーンを落とした。

「バイトは休みになった。他の子と調整しただけだから、それは別にいいの。問題はその後」

「えっと、妹？」

「そう！　さすが千紗都。心が通じ合ってるね」

　涼夏が私を指差してウインクした。いつもテンションの高い子ではあるが、こんな仕草は初めてだ。明らかに空元気で、無理に明るく振る舞おうとしている。

　涼夏には中二の妹がいる。姉と同じでモテるらしく、中二にして彼氏がいて、しかも三人目だと前に涼夏が言っていた。両親の不仲と離婚を目の当たりにして恋愛を遠ざけている涼夏とは違い、随分と恋愛に奔放ほんぽうな妹らしい。

「私がバイトが休みになったから家にいるって言ったら、出て行けって言われたの。どうも、彼氏を連れ込む予定だったみたいなんだよね」

　涼夏がなんでもないように言って、水の入ったグラスに口をつけた。

　なるほど、話が見えてきた。涼夏の母親は仕事で家にいない。そして、涼夏もバイトで家にいないはずだった。妹はこれ幸いと彼氏を家に呼ぼうとしたら、姉のバイトが休みになってしまった。

「それで、結局出てきたんだ。優しいね」

　ひとまず肯定的な言葉をかけてみたが、涼夏は静かに首を横に振った。

「優しいわけじゃない。面倒だっただけ。たぶん、この夏休み中に……もしかしたらその前から、私のバイトの日に何回も彼氏を家に呼んでるんだと思う。今日一回邪魔したところでしょうがない」

「あー……」

　私は思わず頭を抱えた。確かに、学校のある日でも、バイトのある日は涼夏の帰りは母親より遅い。妹は確か吹奏楽部に入っているとのことだったが、毎日部活に行っているかも含めて、妹の行動を、涼夏も、恐らく涼夏の母親も把握していない。実際、彼氏を部屋に呼んでいることを、涼夏は今日初めて知ったのだ。

　運ばれてきたケーキを一口頬張って、涼夏は深くため息をついた。かなりイライラしているのを、必死に抑えようとして見える。そういうお姉ちゃんっぽさを私は微笑ましく思ったし、可愛いと思った。

　だから、油断した。

「なんかこう、苛立つんだよね」

　そう言った涼夏に、私は軽率な一言を吐いてしまった。

「それは、嫉妬の類？」

　ついからかうように言った途端、涼夏が鬱陶しそうに私を睨んだ。

「はぁ？　んなわけないじゃんね」

　空気がピリッと張り詰めて、背筋に冷たい汗が伝った。先程まで、涼夏のイライラは妹に対して向けられていただけだった。だから私は、暢気に聞いていられた。しかし、今の一瞬、涼夏は私に対して苛立った。それは、四月に出会ってから今日までで、初めてのことだった。奈都とは何度も喧嘩しているが、涼夏とは今まで一度としてしたことがない。涼夏が私に対して本気で怒ることがあるなど考えたことがなかったし、私も涼夏に対して苛立ったことは一度もなかった。

「それはそうだね」

　努めて平然と失言を流す。ここで謝ったら、涼夏はどういう顔をしていいかわからなくなるだろう。それとも、少しでも怒らせてしまったことを、きちんと謝った方が良かったのだろうか。もしも今の一言が、今後の私と涼夏の仲に禍根かこんとして残るようなことがあったら、私は一生後悔することになる。

　私が緊張しながら、なるべくそれを表に出さないようにストローをグルグル回していると、涼夏が深くため息をついてから口を開いた。

「誰もいない部屋に彼氏を連れ込んで、一体何をしてるんだろうね」

「それは、わからないけど……」

　俯きながら言葉を濁す。本当にわからないわけではない。それは涼夏に伝わるようにした。私はその説明を求めていないし、そんなこともわからないのかと涼夏に呆れられたくもない。

　涼夏はもう一段声を潜めて、苛立たしげに棘のある言葉を吐いた。

「私は、いくらなんでも早いと思う。もしもの時、責任取れないでしょ？　お母さんだって悲しませるし。産まなきゃいいってもんじゃないよね？　やっぱり離婚するような家の子はそんなもんかって、そういう目で見られたくないし。そもそも、ちゃんとそうならないようにしてるのかも怪しいし、だからって私がいきなり性教育を始めるのも変じゃんね」

　一気にそう言って、涼夏は肘をついて頭を抱えた。悩みは私が考えたより深そうだ。ただ、どうも妹を心配しているという感じではない。一番の心配は母親のことであり、今何気なく言った世間からの印象のようだ。もしかしたら涼夏は、両親が離婚したことで偏見を持たれたり、心無い言葉を言われたことがあるのかもしれない。

　目の前で涼夏ががっくりと肩を落としている。いつものわざとらしい、冗談の落胆とは違う。いつもなら頭を撫でてあげれば喜ぶが、今は何をしても、何を言っても、逆効果になりそうな気がした。しかし、黙って座っているのも悪手に感じる。詰まるところ、私は愚痴くらいいつでも聞いてあげると簡単に考えたが、愚痴の聞き方がまるでわからないのだ。

　じっと黙って座っていたら、涼夏が絞り出すように言った。

「私も、一人っ子が良かった」

　その言葉に、私は思わず乾いた唇を舐めて、苦い顔で涼夏の髪を見つめた。妹などいなければ、こんなことを悩む必要はなかった。それは確かにそうだろう。

　だが、小学生の頃から毎日自分でドアの鍵を開けて、電気を点けて、話し相手もおらず、喧嘩もできず、ずっと一人で過ごしてきた私の孤独と寂しさを、涼夏はわかっているのだろうか。

　思わず出かかった言葉を、グッと飲み込んだ。それを言ったら、私だって兄弟のいる煩わずらわしさを知っているわけではない。それぞれ、互いのいいところだけが見えてしまうのは仕方ない。しかも今、涼夏は弱っている。一人の気楽さを羨ましがるくらい許せなかったら、私が今ここにいる価値はない。

　そう思って黙って流そうとしたら、涼夏は頭を抱えたまま小さく首を振った。

「ごめん。今のは良くなかった。ごめんなさい」

「えっ……いや、大丈夫」

　思わず狼狽うろたえて息を呑むと、涼夏は大きくため息をついて体を起こした。そのまま背もたれに体を預けて、ぼんやりした目で私を見つめる。

　ずるいと思った。今の涼夏の一言は、さっきの私の一言と帳消しにしたかった。それなのに、涼夏はすぐに謝った。人間力も人生経験も違い過ぎて、私は何一つ上手くできない自分が恥ずかしくなった。

「もう知らん。責任が取れなくても、取ってもらうしかない。私は彼氏とのことでは、一切アンタを助けないって宣言しよう」

　投げやり気味にそう言って、涼夏は自分を納得させるように頷いた。

　しかしそれは、無理矢理そう自分に言い聞かせているだけだ。そんなふうに突き放せる子なら、最初からこんなにも悩まない。もちろん、今は自分と母親の心配をしているだけのようだが、元々涼夏は妹のことを嫌いではない。今回のことだけで、そこまで憎めるような子でもない。

　私がどう声をかけようか迷っていると、涼夏は少しだけ寂しそうに眉をゆがめて瞳を伏せた。

「千紗都に相談するんじゃなかった。ごめんね」

　ドクンと大きく胸が打って、頭の中が真っ白になった。涼夏の期待にまるで応えられず、呆れられてしまった。見放されてしまった。何か言わなくてはと言葉を探したが、何も出て来なかった。何かの歌詞ではないが、そんなことは教科書には書いていない。私はずっと一人っ子で、中学でもずっと一人ぼっちで、人との接し方が全然わからないのだ。

　言葉の代わりに涙が溢れてきて、ボロボロと零れ落ちる涙を手で拭うと、涼夏が驚いたように身を乗り出した。

「待って！　なんで千紗都が泣くの!?」

「私、何の役にも立たなくて……。ごめんね。私のこと、嫌いにならないで……」

　泣きながら訴えると、涼夏はテーブルの上で私の手をギュッと握って、勢いよく首を横に振った。

「待って！　何も、一ミリも、一瞬も、千紗都のこと、嫌いになってない。逆だから！」

「私が何も言えないから……。役に立つことも、涼夏が欲しい言葉も、なんにもわからないから……。私になんて、相談したって……」

　堪え切れなくなって、涼夏の手を振り解いて両手で顔を覆った。少しでも店に迷惑がかからないよう、声を押し殺して嗚咽おえつを漏らすと、涼夏が乱暴に私の髪を撫でた。

「いや、本当に逆なの！　なんか、愚痴ってたら千紗都に嫌われそうな気がして。千紗都、いつも私のことちょっと過大評価してるから、幻滅されるんじゃないかって怖くなって！」

　顔を上げると、涼夏が自分も泣きそうな顔で私を見つめていた。ハンカチで涙を拭い、鼻をかんで呼吸を落ち着ける。涼夏がほっと息を吐いて、文字通り胸を撫で下ろした。

「びっくりした。泣くのにも解釈にも驚いた」

「私、よく泣くと思うけど」

「いや、私の前では一度もない。とにかく、私は一ミリも千紗都を嫌ってないから、ちょっと落ち着け」

　涼夏の言葉に大きく頷いて、ジュースを一口飲んでケーキを食べた。しばらく無言で気持ちを落ち着けてから、私はため息混じりに言った。

「全然言葉が出て来なくてびっくりした。愚痴を聞くなんて簡単だと思ったけど、全然そんなことなかった」

「真面目に考えすぎだよ。悩みがちょっと重かったのは認める」

「でももうこれで、涼夏は私には何も相談してくれなくなるね」

　解決もしなければ気も晴れない。それどころか関係すら悪化しかけて、もし逆の立場だったら、きっともう二度と愚痴は零さない。無念を声に滲ませると、涼夏は私の顔を見つめて、言葉を選ぶように言った。

「千紗都はそうやって、一回ダメだったら諦めちゃうの？　逆の立場だったら、私が一回千紗都の期待に応えられなかっただけで、私のこと切り捨てるの？」

「そんなことは、ないけど……」

「でも、そう聴こえた」

　鼓動が速くなる。会話は依然として予断を許さない。涼夏の機嫌が悪いせいではない。私たちは、こういう難しい話をしたことがなかっただけだ。

「涼夏が、私に相談するんじゃなかったって……」

「今回のことはそうだったかなって。まあ、今のは千紗都の失言かもしれないし、私がネガティブに捉え過ぎただけかもしれない。でも、私はいつも心のどこかで、千紗都にワンミスで見放されないか不安がある」

「それこそ私に失礼だって。私、奈都と結構喧嘩するけど、奈都のこと大好きだし、仲良くやってるよ？　涼夏ともそういう関係だって思ってる」

　たまたま今日まで、喧嘩をすることがなかっただけだ。涼夏は、奈都は正妻だからと言うかもしれない。しかし、私はきっと涼夏が思う以上に、涼夏のことを愛している。

　探るような涼夏の視線を受け止めて、真っ直ぐ見つめ返すと、涼夏はいつもの微笑みを浮かべて頷いた。

「わかった。今日は千紗都と喧嘩しに来たわけじゃないし、これ以上私の悩みを増やさないでくれ」

「うん」

　私も大きく頷くと、涼夏は安心したように残りのケーキを口に運んだ。

　元々仲の良かった私たちの関係が元に戻っただけで、妹の話は何も変わっていない。それでももう涼夏は機嫌が良さそうだったし、妹の話を口にすることもなかった。自己解決したのか、多少でも他人に話してすっきりしたのか、それとも有耶無耶にされたが、もう私には相談する気がないのか。私ももう、それは確認しなかった。

　カフェを出てからはゲーセンで遊び、私のバイト先のカラオケで二人で歌って、楽しく過ごした。涼夏はいつも通りで、無理をしている様子もなかったが、もう大丈夫なのだろうか。

　夕方、別れ際、どうしても気になったので覚悟を決めて話題に出すと、涼夏は「そうだねぇ」と前置きしてから、情けなく眉尻を下げた。

「お母さんにも話してみる。心配させるかもだけど、取り返しのつかないことになってからじゃ遅いし、そうなった時にも事前に知ってた方がいいでしょ」

　涼夏が構わないのなら、そうした方がいいと私も思う。大人には大人の、親には親の解決方法があるかもしれない。十五歳の涼夏が一人で抱えるには、問題が重すぎる。

「私は役に立てなかったけど、また相談してね。今度はもっと軽いヤツを」

「レベル１から順に、千紗都の相談対応スキルを上げていくよ」

「そうして」

　真顔で頷くと、涼夏がくすっと笑った。涼夏も驚いただろうが、私自身も、思った以上に自分がしょぼくてがっかりした。本当に私には、人に誇れるようなものが何もない。

「ナッちゃんと喧嘩したって話、ちょいちょい聞くけど、実際に千紗都に泣かれたら思った以上にテンパった。やっぱり、できればなるべく喧嘩はしたくない」

　涼夏が苦笑いを浮かべて、私も同意するように頷いた。もちろん私だって喧嘩などしたくない。奈都とだって平和に過ごしたいが、高校に入ってからどうも噛み合わないことが多い。海でキスして気持ちを伝え合ったし、もう大丈夫だと願いたい。

　次はまた学校でと、涼夏が手を振って背中を向けた。そういえば今日はハグもキスもしていなかったので、思わず呼び止めると、涼夏が不思議そうに首を傾げた。

「どうした？」

「いや、絢音に毒された私は、この別れにわずかな物足りなさを覚えるのです」

　茶化しながらそう言うと、涼夏は可笑しそうに口元を押さえて、「私も」と笑った。そして、周囲に人がいることなどまるで気にせず、私の体を力いっぱい抱きしめると、躊躇なく唇を吸い上げた。

　確かにキスをしたいとは言ったが、こんな公衆の面前でしようという意味ではなかった。恥ずかしかったので、せめて自分からは他の人が見えないように目を閉じて全神経を涼夏に集中させる。十秒くらい口づけをすると、涼夏が体を離して、満足そうに唇を指で拭った。

「二学期もよろしくね！」

　明るくそう言って帰っていく。その背中を手を振って見送って、私は小さく息を吐いた。

　結果オーライではあるが、今の温もりと同じくらい、カフェで涼夏に睨まれた時に感じた冷たさが心に残っている。いつも元気で明るい涼夏が、あんな顔をするとは思わなかったし、その感情が私に向けられるとも思わなかった。涼夏もやはり、私と同じまだ十五歳の女の子なのだ。

　去年の奈都ではないが、心のどこかで涼夏も絢音も私のことが好きだし、気も合うから、テキトーに付き合っていても上手くいくだろうと慢心していたかもしれない。

　二学期開始まで後少し。今日はいい戒めになった。また初心に帰って、帰宅部活動に励みたいと思う。
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　新学期が始まるとすぐに席替えがあった。私の席は廊下側から二列目の前から四列目。入学してからずっと一緒だった絢音とは離れてしまい、元々離れていた涼夏とも近くにはならなかった。私がため息をつくと、涼夏は「席は離れてても心は繋がってる」と笑っていた。

　その涼夏は窓際の前から三列目。絢音はど真ん中の前から二列目で、先生からよく見える位置だが、絢音は勉強が好きだから問題ないだろう。先生からよく見えるということは、絢音からもまた、先生がよく見えるということだ。

　数少ない友達と離れてしまったのは残念だが、もう十分仲良くなったから大きな影響はない。もし入学して最初にこの席だったら、果たして絢音と仲良くなっていただろうか。もちろん、数少ない帰宅部なので、どこかで交流は生まれていたと思うが、前後の席で話をするのと、わざわざ話しかけに行くのはだいぶ違う。仲良くなるのに時間はかかっただろう。

　そう考えると、人間関係は運次第で、私はラッキーだった。今や遠ざかってしまった絢音の髪の毛を眺めながらぼんやりとそんなことを考えていたら、隣の男子が嬉しそうに話しかけてきた。

「いやー、野阪さんの隣とはラッキーだ。俺は運を使い果たした」

　実に軽いタッチでそう言ったのは、川波君という帰宅部の男子で、入学してからずっと、時々私と涼夏に絡んで来る男の子の一人だ。恋愛的に好きというよりは、単に可愛い子と仲良くなれたら嬉しいという単純な動機のようだが、いずれにせよ私たちの帰宅部は男子禁制である。

「川波君、江塚君とは仲良くやってるの？　夏休みは遊んだ？」

　最低限の社交辞令として、まったく興味のない話題を振ってあげる。いくら壁を作っているとはいえ、私はあなたの隣になってアンラッキーですとはっきり告げるほど冷酷ではない。

　江塚君とは、川波君と同じ帰宅部で、よく二人でつるんでいる。私と涼夏みたいにキスしたりするのだろうか。私はそちらの世界には疎いが、下手なことを聞いて藪蛇やぶへびになるといけないので口にはしなかった。

「ヨシとはまあまあ？　一度も実現してないけど、俺もヨシも野阪さんと猪谷いのやさんと遊びたいと思ってる。二学期こそ！」

　なかなかナンパな台詞を言う男だ。それも本気のニュアンスを出しつつも、どこか冗談になるギリギリのラインを攻めているから、かなりのやり手である。ただ、私も男子に声をかけられる経験は豊富なので、攻略は諦めていただきたい。涼夏に引っ叩かれた日を最後に、もう二度と男子に心は開かないと決めたのだ。

「涼夏は可愛いからねぇ。涼夏と仲良くできるから、私は女で良かった」

「人気は五分だよ。ヨシは猪谷さん派だけど、俺は野阪さん派」

　なんだその派閥は。涼夏はわかる。あの子は可愛いだけではなく、性格も明るいし、社交的だし、もしファンクラブがあったら私も入りたいくらいだ。しかし、私は明らかに男子に壁を作っているし、そんなに笑う方でもないし。人気が出る理由がわからない。暗いからチョロそうと思われているのかもしれない。

「女子はないの？　川波派とか江塚派とか」

　そう言って、川波君が自分の方に親指を立てて得意気に笑った。モテそうではあるし、実際友達の恋バナに名前が出てくるのを聞いたことはあるが、生憎我が帰宅部から男子の名前が出ることはない。

「あるかもしれないけど、私は無所属だね」

「無所属！　その表現は面白いわ」

「川波君の笑いのポイントはわからないけど、川波派の子に声をかけた方が早いんじゃない？」

　至極真っ当なアドバイスを送る。彼女を作るだけならその方が早いが、果たして川波君が彼女を欲しがっているのかはわからない。案の定川波君は首を左右に振って、真っ直ぐ私の目を見つめた。

「野阪さんが俺にまったく興味がないのと同じで、俺も一方向の女子にはまったく興味がない」

「なるほどね」

「いやー、でもラッキーだった。もう今だけで、一学期全部と同じくらい、野阪さんと喋った」

　嬉しそうに川波君が笑う。私はただ喋っているだけで、そこには何の感情もないが、男子はこういうことでも喜ぶし、もしかしたら勘違いしてしまうかもしれない。私は黒板に視線を戻しながら、気を付けなくてはと心の中で自分に言い聞かせた。




　帰り道、案の定二人に心配された。九月とはいえまだまだ暑い日差しの中、古沼ふるぬまへの道を歩いていると、涼夏が絢音越しに私を見て眉をひそめた。

「千紗都、今日川波君とたくさん喋ってたね。大丈夫だった？」

　隣で絢音も大きく頷いて、私の手を強く握って不安げに瞳を揺らした。席は離れてしまったが、私が二人を気にしているように、二人も私のことを気にしてくれているようだ。私は空いている方の手を、虫でも払うように振った。

「席が隣だからね。話しかけられたから喋ってただけ」

「いざとなったら、私はレズで猪谷涼夏と付き合ってるってカミングアウトしてもいいからね？」

　涼夏が真顔でそう言って、私は思わず噴いた。いつからそういう設定になったのかはわからないが、断り方としてはなかなかインパクトのある強カードだ。

「いざとなったら使わせてもらうね」

　笑いながらそう言うと、涼夏は満足そうに頷いた。

　きっとそのカードを使う機会はない。少なくとも川波君に関しては、勝てない勝負を挑むほど愚かではなく、席が隣同士というアドバンテージを活かして、私と話せるだけで満足するだろう。とりあえず今のところはそう思う。

「川波君は私派で、江塚君は涼夏派なんだって。猪谷組とかあるらしいよ」

「なんだそれは。ゼネコンみたいだな」

「いや、組とは言ってなかったけど」

　私が首をひねると、絢音がくすくすと笑った。

「ゼネコンって……。涼夏がそんなこと言うとは思わなかった」

「隠れ絢音会とかもあるって、絶対」

「隠れキリシタンっぽいね。私の写真を踏めるかどうかで判断しよう」

「いや、絢音会に所属してなくても、クラスメイトの写真とか踏みたくないし！」

　涼夏が慌てた様子でそう言って、私は思わず絢音の手を離して顔を押さえた。立ち止まって肩を震わせると、二人が不思議そうに私を見つめた。私は二人に手を伸ばして首を振った。

「待って。今の、面白い」

「爆笑してる千紗都、珍しいな」

「うん。千紗都、可愛い」

　動物園に来た子供のように私を眺める二人の前でひとしきり笑ってから、私は涙を拭って呼吸を落ち着けた。

　気を取り直して歩き始めると、涼夏が元々今日はその話題をしたかったという様子で切り出した。

「九月に入ったけど、今月一番大事なイベントは何かな？」

　九月。四季を三ヶ月ごとに区切ると一応秋に分類されるが、まだまだ日中は暑い日が続く。スポーツの秋とか芸術の秋とか食欲の秋とか、そういうのは来月からだろう。もっとも、今月は最後の週に文化祭がある。各部活、夏休みの内から展示の準備に取りかかっていると奈都が言っていたが、クラスの展示はまだこれからだ。明日くらいに話があるかもしれない。

「文化祭、うちは何やるんだろうね」

　他人事のようにそう言うと、涼夏が驚いたように目を丸くした。

「待て。今のは文化祭の話をするための振りじゃない！」

「他に何かあった？」

「二人とも誕生日、今月でしょ！」

　涼夏がオーバーな動きでそう言うと、絢音は「知ってた」と頬を緩めた。私は素で気付かなかった。確かに私は今月の十八日、絢音は二日違いで二十日。涼夏は二人分のプレゼントを用意しなくてはいけないから大変だなぁという話を、夏休みにした記憶がある。

「生憎二日とも平日だから、その週末にまとめてやりたいと思います。もちろん、別々が良ければ、土曜日に千紗都の、日曜日に絢音の誕生日会をしてもいいです。幽霊部員の日程も考えて決めたい」

　まだ三週間も先の話だが、涼夏は今から楽しみにしているらしい。それは素直に嬉しい。ちなみに幽霊部員とは奈都のことだが、奈都は帰宅部に入ったこともないし、そもそも帰宅部の幽霊部員というのは哲学的な存在だ。そう言うと、絢音が肩を震わせた。

「確かに、帰宅部の幽霊部員って面白いね」

「うん。奈都が真面目に部活やってたら、帰宅部をサボるなって叱ろう」

　二人で笑っていると、涼夏が間に割って入った。

「だから、脱線しないで！　前にナッちゃんの誕生日会はやったけど、帰宅部員では初めてだから、私は盛大にやりたいの！」

「じゃあ、何か豪勢な料理作ってよ。涼夏の家でホームパーティーしよう」

　元料理部で、今でも日常的に作っている涼夏のご飯は美味しい。外で何か食べるより遥かにいい思い出になるし、なんならプレゼントに使うお金でいいお肉を買って、ステーキでも食べさせてくれたら、私は涼夏と結婚する。真顔でそう言うと、涼夏は顎に指を当てて地面に視線を落とした。

「お母さんは話せば家を空けてくれそう。妹はテキトーに追い出すか」

「妹って言うと、例の件はどうなったの？　聞かない方がいい？」

　ふと思い出したので聞いてみた。夏休みの終わり頃、まだ中二の妹が涼夏と母親が留守の間に彼氏を連れ込んでいることが発覚して、涼夏が随分悩んでいた。その情報はもちろんすでに絢音とも共有している。

　涼夏はしれっと手を振って笑った。

「家族会議にはなったけど、私が思ってるようなことはしてないって、むしろ私が随分なじられたよ」

「涼夏の大人の想像力が豊かすぎた？」

　絢音がいたずらっぽく目を細める。涼夏は小さく息を吐いて口角を上げた。

「私はその言葉を信用してないけど、まあ深刻な家族会議になったから、抑止力にはなるでしょ。私が嫌われて事故を未然に防げるなら、それでいいんだよ」

　そう言った涼夏がかっこよくて、思わず胸がときめいた。

「お姉ちゃん……」

　涼夏の指をつまんでうっとりと見つめると、涼夏がギョッとしたように身を仰のけ反らせた。

「始まったな、千紗都の思考の飛躍！」

「でも、お姉ちゃんの顔してたよ？」

　絢音も涼夏の手を握って、微かに頬を染める。そんな絢音を呆れたように見つめながら、涼夏が口を開いた。

「絢音も弟がいるでしょ。ないの？　そういう姉弟ネタは」

「ないよ。こないだ、トイレが長いとか言ってきたから張り倒したら、戦争になった。私の全面勝利で終わったけど」

「絢音、結構武闘派だよね。学校のおっとりしてる絢音とは、だいぶ印象が違う」

　目を丸くする涼夏に、私も同調するように頷いた。絢音が可笑しそうに口元に手を当てた。

「まあ、生理でイライラしてたから。殴り合いの喧嘩をしたら勝てないけど、私に手を出したら後からさらに悲惨な運命が待ち受けてるのが経験的にわかってるから、最近は叩いて来なくなったね」

　確かに、したくてしているわけでもない生理の処理をしていて長いとか文句を言われたら、手が出るかもしれない。兄弟がいない私でも容易に想像できる。

「その点では、うちは女しかいないから、色々と楽かもしれない。男兄弟は大変そうだ」

　涼夏が自分を納得させるように頷く。二人の話を聞いていると、兄弟がいるのは面倒くさそうだが、二人とも当たり前のようにあるメリットの話はしていないだけだろう。

「まあ、私は一人っ子だから、絢音をお姉ちゃん、涼夏を妹のように思って過ごそう」

　ぽつりとそう呟くと、涼夏が「私は姉じゃなかったのか」と笑ってから、そっと私の頬に手を添えた。そして、目を細めて唇をすぼめる。

「姉妹じゃ結婚できないよ？」

「どうせ出来ないでしょ」

　冷静に突っ込むと、涼夏が「いけずやなぁ」とため息をついた。異性を遠ざけている割には、結婚という言葉に憧れを抱いているように見える。よくわからないが、そんなところも涼夏は可愛い。

「私はお姉ちゃんなんだね？」

　絢音が確認するように言ってから、私の髪に触れた。背も私より高いし、しっかりしているし、落ち着いているし、絢音はどう考えても姉だろう。そう言うと、絢音はくすっと笑った。

「こんなにも可愛い妹がいたら、気が気じゃないね。留守に男を連れ込んだりしないでよ？」

「しないから！　興味ないし！」

　思わず声を上げると、絢音が微笑んだ。

「その設定は生きてるんだ」

　髪を撫でる指先が優しい。姉妹かはともかくとして、この二人といる時間は本当に穏やかだ。夏の間に仲も深まり、帰宅部の活動はますます順調である。ひとまずこの時は、私はそう思っていた。




　　二




　席が遠くなってしまったので、お昼休みは自分から移動しなくてはいけなくなった。もっとも、一学期は私と絢音の席が近かったせいで、涼夏がわざわざ来てくれていた。その涼夏は時々他の子と食べることもあるので、昼は今まで通り絢音の席に集まることにした。私の席だと、隣の男子がちょっかいをかけてくるかもしれない。実際、お弁当を持って立ち上がった私に、川波君がなかなかチャレンジングな一言を投げてきた。

「野阪さん、せっかく隣になったし、一緒に食べようぜ」

「いやいや、ないでしょ。有り得ないでしょ」

「これからじっくりとだな」

「何百年待ってもその日は来ないから」

　私が力強く訴えると、川波君は何故か楽しそうに笑った。からかわれただけらしい。

　絢音の席でぐったりと机に頭をつけると、絢音は可笑しそうに微笑みながら私の頭を撫でた。涼夏が心配そうに私を見つめる。

「川波君、結構人気だから気を付けてね」

「私があの子になびくことは絶対にないから安心して」

「そうじゃなくて……まあ、それもあるけど、それより千紗都の中二の事件の話が気になってる」

　なるほど。涼夏の言っているのは、私が中学の時、学年で一番人気の男子に告白され、それを断ったことが波紋を呼んで、最終的に奈都以外の友達をすべて失った事件のことである。確かにそんなこともあったが、今は絢音と涼夏がいるし、逆に他に友達らしい友達はいない。それに、あの頃はまだみんな子供だった。もう大丈夫だと笑ったが、心配性のお姉ちゃんは不安げに眉を曲げたままじっと私を見つめていた。

　ご飯を食べ始めるとすぐに、絢音が「そういえば」と前置きして顔を上げた。私と涼夏が食べる手を止めると、絢音は少しだけ困ったように微笑んだ。

「文化祭にね、莉絵りえがまた一緒に演奏しようって」

　夏と同じ展開だ。絢音は中学の時、LemonPoundというバンドを組んでいた。豊山莉絵はその時のメンバーの一人で、メンバーの中ではただ一人だけ、絢音と同じユナ高に進学した。夏のステージの後、絢音がバンドメンバーの男子に告白されたこともあって、LemonPoundの活動自体は再開には至っていないようだが、豊山さんとは夏休みも時々二人で遊んでいたと聞いている。

「LemonPoundで演奏するの？」

　涼夏が明るく問いかけると、絢音は静かに首を横に振った。

「牧島さん知ってる？　一組の。あの子がキーボードを弾くから、三人でどうかって」

　私はその子を知らなかったが、涼夏は知っていて「さぎりちゃんかー」と呟いた。帰宅部のくせに顔が広い。牧島さぎりは一組の帰宅部員で、バンド経験はないが小さい時からずっとピアノを習っており、ポップスも好きだという。サマセミでLemonPoundのステージを見て、友達経由で豊山さんと仲良くなり、何度か夏休みにも遊んだらしい。絢音とは昨日初めて引き合わせ、大丈夫と判断したのか、豊山さんが夜にステージの話を持ち出したそうだ。

「私は賛成だけど。また絢音のステージ見たいし」

　もちろん、夏の時同様、一緒に帰れなくなるのは寂しいが、またあのかっこいい絢音が見られるのは大歓迎だ。私が賛同すると、涼夏も大きく頷いた。

「千紗都が賛成なら、私に反対する理由はない」

「そう。二人がそう言うなら、またやろうかな」

　そう言って、絢音はどこか安心したように息を吐いた。恐らく、帰宅部に影響さえなければ楽器がやりたいのだろう。そういう情熱は大切だし、私は持ち合わせていないので羨ましい。

「今回はみんなユナ高だし、女子しかいないし、千紗都も暇してたら練習に遊びに来てよ。退屈かもしれないけど」

　その提案に、私は「是非」と頷いた。前に一緒に楽器屋に行った時、間近で絢音の演奏を見て感動したし、友達が真剣に打ち込んでいる姿を見ていて退屈になるはずがない。涼夏が「私も行きたい」と唇を尖らせると、絢音は「もちろん」と笑った。仲間外れにしたわけではなく、涼夏は別に寂しくないだろうとのことだ。

「私だって絢音と会えないのは寂しいから！」

「本当かなぁ」

　拗ねる涼夏を絢音が笑顔でなだめる。夏と違って、今回は絢音の練習期間も楽しく過ごせそうだ。私はじゃれ合う二人をにこにこ眺めながら、弁当のおかずを口に運んだ。




　事態が一変したのは、その日のＬＨＲの時間だった。学級委員の委員長が黒板の左上に「文化祭」と大きく議題を書き、ユナ高の文化祭について一通り説明した後、やにわにとんでもないことを口走った。

「それで文化祭なんだけど、涼夏、クラス展示の取りまとめをお願いできない？」

　委員長が見るのに合わせて、クラスの視線が涼夏に集まった。何か事前に打ち合わせていたのかと思ったら、まったくそんなことはなかったようで、涼夏が呆れたように肩をすくめて手を振った。

「待て。意味がわからん。なんで私？」

　涼夏の発言に、私は思わず頷いた。確かに委員長と涼夏は友達だし、時々一緒にお昼ご飯も食べている仲だ。だが今は、そんな個人的な友情を持ち込む場ではない。私が成り行きを見守っていると、委員長はいい質問だというように大きく頷いた。

「みんな部活もあって忙しいでしょ？　だから、部活に入ってない中で、涼夏が一番求心力も行動力もあるかなって。委員長推薦ってやつ？」

「私は部活をしてない時間、遊んでるわけじゃない。部活に入ってないって理由だけで、そんな大役を任されるのはおかしい」

　涼夏が冷静に申し出を退ける。涼夏は部活をしていないからバイトをしているわけではない。バイトをするために部活をしていないのだ。中学の時料理部に入っていた涼夏は、何も部活動が嫌いなわけではない。みんなが部活をしている間、涼夏はバイトに励んでいる。条件は同じという涼夏の言い分はもっともだ。

　ただ、後の二人はどうか。絢音は塾に行っているが、部活をしながら塾に行っている子はたくさんいる。涼夏と比べて理由が弱い。そして、私は何もしていない。涼夏が忙しいからという理由を盾に委員長の申し出を断ったのは、帰宅部全体として見たら悪手だった。

　委員長が諦めたように絢音を見た瞬間、きっと涼夏はそのことに気が付いた。しかし、涼夏が何か言うより先に、思わぬところから声が上がった。

「帰宅部がってことなら、その役、俺がやってもいいよ？　暇だし、面白そうだし」

　後ろの方の席からそう言ったのは、男子帰宅部の筆頭、江塚君だった。気付かれないように隣の様子を窺うと、川波君は江塚君の意図を理解したようで、すぐさま手を挙げて明るく笑った。

「んじゃ、俺もやるわ。男子は二人で十分でしょ。まとめるだけで、準備は全員でやるんしょ？」

　川波君は私に一瞥いちべつもくれなかったが、それ自体が完璧だった。江塚君は「帰宅部」を強調し、川波君は「男子」を強調した。そうして、帰宅部の女子からも人を出さなくてはいけないムードを完全に作り上げながら、まるで私のことなど意識していないように振る舞っている。私の想像よりずっとやり手だ。

「じゃあ……」

　委員長が絢音を見て口を開く。私はそれを制して、わざと音を立てて立ち上がった。そして、クラスの注目が集まるのを確認してから、努めて平然と言い放った。

「女子は私がやります。暇なので。江塚君と川波君がやるなら、女子は私一人で十分でしょ？」

　挑発的に隣の席を見下ろすと、川波君は一瞬驚いた顔をしてから、ニヤッと笑って立ち上がった。

「もちろん。野阪さんがいたら百人力だ」

　よく言う。男子二人が嬉しいという以外に、友達も少なくて発言力もない私が役に立てるシーンなどない。二人が前に出るのに続くように椅子を引くと、絢音が勢いよく立ち上がった。

「私もやります！」

　いつもより少しだけ高い声。見ると珍しく余裕のない表情で私を見つめていて、私は教壇に上がるついでに絢音の席に寄って、ポンと肩に手を乗せて座らせた。

「私一人で大丈夫。絢音はステージを頑張って」

「でも！」

「大丈夫だから。必要な時だけ手伝って」

　せっかく新しい友達と新しい活動を始めようとしたところだ。そこに水を差される事態だけは阻止しなくてはいけない。

　教壇に立って改めて教室を見回すと、絢音は初めてのお遣いに出した子供を見守る母親のように、ハラハラした顔で私を見ていた。涼夏は机に肘をついて頭を抱えている。私に押し付けたような流れになってしまったことを後悔しているのかもしれないが、そうではない。私が涼夏と絢音の分まで引き受けただけだ。

「今日は書記やるから、適当にまとめてよ」

　黒板の前に立ってチョークを取ると、江塚君が当然というように頷いて教卓に手を置いた。

「じゃあまあ、今日は一つだけ決めたいと思います。何をするか、一、今ここでみんなで決める。二、俺たち三人が勝手に決める。三、二日くらい考えて提出してもらって、多いのをやる。オススメは三番ね。二番の場合は、俺たちが決めたものに全員前向きに強制参加で」

「ちなみに、男子は全員バニーボーイ、女子は全員短いメイド服の混合喫茶になる可能性が高いから」

　川波君が笑顔でそう言うと、クラス中から悲鳴が上がった。私も思わず振り返って、冷静に手を振った。

「いや、それは私が却下するから。三人で決めるんでしょ？」

「二対一だから。オススメは三番ね」

　川波君が江塚君の言葉をもう一度言うと、もう完全に三番以外選べない空気になり、実際そうなった。白々しいやり取りだが、壇上で勝手に三番と決めるよりはずっといい。二人の求心力は伊達だてではない。この二人に任せておけば大丈夫だと思ったし、クラスのみんなもそう思っただろう。何ぶんまだ一年で、初めての文化祭である。率先してくれる人がいるならついていく方が楽だ。

「出来るだけ他のクラスと被らないようにしたいし、部活の出し物も気になるから、各自調査して決めてください。どうしてもやりたいものがあったら、仲間を集めて組織票を入れてください。投票は無記名なので、何に決まっても俺たちで仕切ります。ただし、準備や当日は全員でやるから、それだけは忘れずに」

　江塚君の言葉に、みんなが静かに頷いた。もちろん、中には気に入らない人もいるだろうが、じゃあ替われと言われてもやらないだろう。全員が納得するのは無理だから、少しの犠牲は仕方ない。

　残りの時間は、部活の出し物の情報を共有したり、中学時代の文化祭の話をしたりして盛り上がった。私は出た意見をひたすら黒板に書き連ねて、最後に写真を撮って残した。私自身も何か考えなくてはいけないが、特に何のアイデアもない。何か当日楽そうなものを書いて出しておこう。




　ホームルームの後、男子二人が少し話がしたいと言ってきたので、渋々ＯＫした。絢音が抱き付いてきて「ごめん」と謝るので、必死になだめて送り出した。とにかく絢音にはステージを頑張ってほしいし、どうせ練習期間中は会えないから、涼夏がバイトの日はぼっちで暇することになる。文化祭の準備でもしている方が気が紛れると言うと、絢音は仕方なさそうにため息をついた。

　涼夏は憮然ぶぜんとした顔で、今日はバイトがないから一緒に残ると言って隣に座った。涼夏の向かいで猪谷組の江塚君が嬉しそうに顔を綻ばせる。チャラそうなくせに子供っぽい顔をするのが、女子ウケの良い理由の一つだろう。私はまったく興味がないが。

「猪谷さんも手伝ってくれると思った」

　悪びれずに江塚君がそう言うと、涼夏が片肘をついて半眼で睨んだ。

「千紗都を人質に取られたからね。で、今日は何するの？　票が集まるまでやることないでしょ」

　苛立ちを隠そうともしない。涼夏にこんなにつっけんどんにされたら、私なら心が折れるが、江塚君は涼夏と話せるだけで満足なようだった。

「まあ、キックオフ的な？　一緒に過去のユナ高の文化祭を見よう。昔のパンフレットも借りてきた」

　そう言いながら、江塚君が机の上に紙束を置く。私が無言で一部手に取ると、隣で涼夏が不快そうに眉をひそめた。

「はぁ？　そんなの、各自でいいじゃん。アンタたち、ただ千紗都と一緒にいる理由が欲しいだけでしょ？」

「いやいや、もし野阪さんがいなくてもやってたから。猪谷さんは文化祭は何がしたい？」

　にこにこと川波君がそう聞くと、涼夏が腕を組んで背もたれにもたれた。

「そんなん、何でもいいし。適当に一人一つ謎を考えてもらって、謎解きイベントでもやればいいんじゃない？　当日やることは、用紙を配って景品を渡すだけ」

「もう少し煮詰めたら、そのアイデアは面白そうだと思う。野阪さんは？」

　同じ質問をされて、チラリと涼夏を見た。私は特にやりたいことがないので、涼夏が謎解きがやりたいならそれでもいい。ただ、どう考えても今の涼夏のアイデアはテキトーだった。テキトーな割に楽しそうなのが、さすがは涼夏である。

　自分としてやりたいことは何だろうか。少し考えようと思ったら、涼夏が遮るように手を伸ばした。

「っていうか、それは二日間で考えればいいんでしょ？　さっさとキックオフとやらをやって、千紗都を解放して」

「猪谷さんは文化祭は嫌いなの？　もっとやりたがるタイプかと思った」

「幻滅してもらって結構。楽しみにしてたけど、こういう関わり方はしたくなかった」

「決めたのは委員長だろ？　委員長が猪谷さんに振らなかったら、俺だってあんなこと言ってないよ」

「二人でやればよかったじゃん。男女どっちも必要だった？」

「野阪さんの意志だろ？　俺たちは別に何も頼んでない」

「うっわ、そういうこと言う？　それはないわー」

　涼夏がうんざりしたように吐き捨てる。男子二人がさすがに表情を曇らせたが、涼夏は挑発的な目で睨むばかりだった。

　空気が悪い。涼夏が私のために言ってくれているのは間違いないが、決まった以上は前向きに取り組みたいと思っている。これ以上の対立は、後で面倒になるだけだ。私は仕方なくパンフレットを置いて顔を上げた。

「涼夏。私一人で大丈夫だから、先に帰っていいよ」

　なるべく穏やかにそう告げると、涼夏だけでなく、男子二人も驚いたように息を呑んだ。涼夏が目を丸くして私を見てから、信じられないというように、「えっ」と声を漏らした。私はそっと涼夏の手を取って頷いた。

「涼夏にも、協力してほしい時には言うから、とりあえず私に任せて」

「待って。私はただ、千紗都を手伝おうと思って……」

「ここで二人を責め立てることは、私の手伝いになってない」

　出来るだけ棘のないように言ったが、どう考えてもその言葉は涼夏の心を斬り付けた。涼夏はしばらく呆然と私を見つめてから、恥ずかしそうに俯いてリュックを引っ掴んだ。涼夏が椅子を倒す勢いで立ち上がるのと同時に私も立ち上がり、男子のことなど気にせずに抱きしめる。ギュッと背中を引き寄せて、耳元に唇を寄せた。

「気持ちは嬉しいから。絢音にはステージを頑張って欲しいし、涼夏は誕生日の企画を練って欲しい。こっちは私に任せて」

　しばらく抱きしめながら髪を撫でていると、涼夏は私の肩に顔をうずめたまま小さく頷いた。体を離して見つめ合うと、涼夏は「任せる」と小さな声で言った。あまりにも可愛くて思わずキスしたくなったが、さすがに自重する。

　涼夏を帰らせて椅子に座ると、江塚君が渋い顔をした。

「二人に喧嘩をさせるつもりはなかった。野阪さんも無理せずに帰っていいよ」

「大丈夫」

　短く答えて再びパンフレットを取る。各クラスの展示内容に、ステージ企画のタイムテーブル。見ているだけで文化祭の賑わいが伝わってくる。

　何も無理はしていない。私は二人や涼夏が思っているよりずっと、文化祭を楽しみにしている。

「私と涼夏は大丈夫。涼夏が江塚君たちをどう思ったかは知らないけど」

　顔を上げずにそう言うと、江塚君が苦笑いを浮かべて頭を掻いた。

　涼夏とは大丈夫。そう思うけれど、念のため夜にもう一度フォローしておこう。私が友達を守るだけのために手を挙げたわけではないことを伝えれば、涼夏もわかってくれるだろう。それを目の前の男子に話す気はまったくないけれど。




　　三




　そもそも文化祭とは何か。これは私も後から知ったのだが、学習指導要項にも記載されている、言わばれっきとした授業の一つである。生徒たちが自主性と協調性を発揮し、日頃の学習の成果として何かしらの発表を行うというものらしい。

　その文科省の言うところの文化的行事として、我がクラスの発表内容として最も多くの票を集めたのが、カフェという極めて凡庸ぼんようなものだったことに、男子二人ががっくりと肩を落とした。

「悪くはない。悪くはないけど、あまりにも平凡だろ……」

「他に楽しそうなアイデアがいっぱいあるのに、これが多数決の弊害か……」

　二人が頭を抱えながら、同意を求めるように私を見上げた。私は懇願するような眼差しを無視して、スマホで文化祭のカフェの画像を検索した。投票箱に用紙を入れる前にも何度か見たが、やはりどれも楽しそうだ。文化祭と言えばカフェ。まずはここだろうと、私もカフェに投じた一人である。幸いにも、一年でカフェをやるのはうちだけのようなので、結果オーライではなかろうか。

　二人がどんな中学時代を過ごしてきたかは知らないし興味もないが、私は去年、文化祭に行っていない。友達を失くしてぼっちだった上、奈都が部活の展示に駆り出されて一緒に回れそうになかったから、仮病で休んだ。一昨年はまだ部活のゴタゴタが続いていたし、一年の時は文化祭を満喫するには幼すぎた。

　要するに、私は文化祭というものを楽しんだ経験がないのだ。だから今年は、涼夏と絢音と一緒に楽しもうと思っていたし、まさかこういう立場になるとは思わなかったが、どうせなら頑張ろうと思っている。涼夏と微妙な空気になった夜、電話でそう伝えると、涼夏がスマホ越しに感動の声を上げた。

「わかった。千紗都がそう言うなら、私も前向きに取り組む。あの男たちを赦す」

　とても偉そうだ。ともかくそうして、涼夏もバイトがない日は手伝ってくれることになった。猪谷組の江塚君が随分喜んでいたが、涼夏は塩対応している。それすら彼には嬉しいようだが。

　出し物がカフェに決まった後、引き続き今度はコンセプトを募集している。これは多数決ではなく、出たアイデアの中からＬＨＲの時に決めることにした。組織票で裸エプロンが大勢たいせいを占めたらかなわない。

　カフェのコンセプトは何がいいだろう。ハロウィンには早いし、季節外れのクリスマスは大失敗しそうな気がする。ファンタジーなのも面白そうだが、予算内で衣装が調達できるとは思えない。

「うちには猪谷さんと野阪さんがいるから、可愛い衣装で集客数をアップしよう」

　川波君が明るい声でそう言って、スマホの画面を突き出した。見ると、なかなかセンスの良い和風喫茶の写真だった。ヒラヒラのメイド服だったら殴ろうと思ったが、未遂に終わった。

「命拾いしたね」

「怖いし！　まあ、予算が厳しいかな。野阪さんなら、エプロン着けるだけで可愛い」

「私は執行部だから、当日も裏方しかしない予定」

　素っ気なくそう告げると、江塚君が慌てた様子で首を振った。

「今日までありがとう。後は俺たちがやるから、野阪さんは当日まで待機してて」

「そこまで？」

　あまりにもくだらなかったので、少し笑った。私はともかく、涼夏の可愛さはクラスを越えて人気があるから、集客に繋がるかもしれない。

　コンセプトと同じく大切なのはメニューである。ホットドッグくらい出したいが、調理が必要なものは保健所への許可が必要になるらしい。もっとも、そういう手続きは生徒会でまとめてやってくれるので、クラスとしては生徒会にプランを提出するだけだが、いずれにせよ大掛かりなものは避けたい気はする。メニューについても、次のＬＨＲの時に話そう。

「まずはコンセプトとメニューを決めて、値段設定と予算。収益目標。役割分担と当日の段取り。他には何が要る？」

　ノートにやることを書き出すと、川波君が言葉を繋げた。

「装飾と宣伝だな。看板とかポスターとかチラシとか。掲示板に貼るヤツは生徒会に許可を取らないといけないから、当日使うだけのものより先に作らないといけない」

「お金の話も早くしないとな。クラス費だけじゃ絶対に足りないから、みんなから徴収しないとダメだけど、理解を得るためには収支目標を立てて、徴収した分は返ってくるって言わないと」

「でも、メニューが決まらないと仕入がわからない」

「お金の話だけは先にしておいた方がいいな。ここだけは先生にも相談しておこう」

　江塚君の意見に、私はコクリと頷いた。ちなみにカフェや模擬店の儲けは没収されるらしい。そもそもクラス費自体が持ち出しだし、利益が還元されると文化祭の目的が変わったり、展示内容が偏るというのがその理由だそうだ。私はそこはどうでもよかったが、涼夏は残念がっていた。あの子はもしかしたらお金が好きなのかもしれない。

　帰宅部の二人と一緒に帰れない日が続くので、休みの日はガッツリと遊んだ。絢音のバンドの練習は順調のようで、是非練習に遊びに来てほしいと言われたが、行けるかはわからない。文化祭のリーダーは所詮は意見の取りまとめであって、自分で決めることは何もないから意外と楽なのではないか。最初はそう思っていたが、全然そんなことはなかった。まだカフェをやる以外、何も決まっていない今の時点で、なかなか忙しい。

　次のＬＨＲでも私は書記を務めて、投票されたコンセプトを黒板に書き出した。やはり無難にメイド喫茶が人気だが、その場合、男子は一体何を着るのだろう。私は気にしないが、女子の中には自分たちだけが容姿をアピールするのはおかしいと考えている子もいる。それももっともだ。

　投票期間中に涼夏とその話をしたら、涼夏は「可愛いを売りにできなかったら、私は一体何をアピールすればいいんだ」と、真顔で首をひねっていた。涼夏の場合、家庭的なところとか優しい性格とか社交性とか、推せるところはたくさんあると思うが、学年でトップクラスの可愛さがあるからこそ、それらが引き立てられているのも確かだ。

　他にもオフィス風とか、男の娘カフェとか、明治時代とか、西洋風とか、中には衣装は制服のままで、店内にジャズをかけようとか、インスタ映えするブースを作ろうとか、思ったよりもたくさんの意見が集まった。誰も協力してくれなくてボックスが空だったらどうしようと心配していたが、杞憂に終わった。もしくは、票を集める前にまた、川波君が「意見がなかったら男女全員水着エプロンだから」と言ったのが効いたのかもしれない。

　メニューと合わせて、十分ほど自由に話し合ってもらうと、そこかしこから何が食べたいとか、あれはやりたいとか、これは作りたくないとか、ターゲットはどこにするとか、こういう空間にしたいとか、金銭的には大丈夫かとか、たくさんの声が上がった。

「うちのクラス、結構やる気あるんだね」

　私が眉を上げて呟くと、川波君が何を今さらと肩をすくめた。

「野阪さん、普通に話せるんだし、もっと友達作ればいいのに。野阪さんと喋りたいって子、たくさんいるよ？　女子の中にも」

　嘘を言っている感じではなかった。どうして私と喋りたいのかは謎だが、仲良くしたいと思ってくれるのは嬉しい。中学の時も、私は人気があったし、友達も多かった。けれど、気が付いたらみんないなくなっていた。そのトラウマから、必要以上に慎重になりすぎているのかもしれない。

「まあ、考えておく」

　無難にそう言うと、川波君は大きく頷いて自分を指差した。

「じゃあ、まずは俺から」

「それはないかな」

「つれないなぁ」

　川波君ががっくりと肩を落とすが、期待をさせては申し訳ないので下手なお世辞は言わないことにする。川波君に限らず、私は男子と仲良くする気はないし、正直なところ女子の友達を増やすことにもやはり消極的だ。私は涼夏と絢音がいて、時々奈都と遊べたら、それで十分満足なのだ。

　クラスメイトの質問に答える形で、予算の話もした。利益は得られないが、追加で徴収した分には充てられる。ただし、売上が想定より遥かに少なかった場合、徴収分は返ってこないので、慎重に計算しなくてはいけない。

　また、提供するメニューについても、屋内での火の使用は出来ず、手作りも禁止。官公庁が出している食中毒についてのリーフレットがあるので、それも紹介しながら可能な範囲を伝えた。

　話が盛り上がっていたので十分延長して、一度意見をまとめる。やはり男女ともにメイド喫茶の人気が強いが、あまりにも今さらなのと、男子はどうするのかという意見が出たので、何人かが投票していた浴衣カフェを検討することになった。浴衣なら男女ともに公平に着られるし、コンセプトとしても個性的だ。

　すでに持っていて、文化祭のために貸し出してもよい人を募ったら、何人かが気前よく手を挙げてくれた。帰ってから確認してみるという子もいたので、衣装の問題は予算を割かずに解決できそうだ。

「寒かった時は知らないけどね」

　そんな声も出たが、それはまあ、模擬店でかき氷を売る部活の子たちも同じだし、天運に任せたい。

　メニューの方は、ブームこそ去ったがタピオカは根強い人気があるから出したいという意見が多かった。容器については検討する。あれはオシャレな容器があってこそだと思うが、さすがにシーリングは難しい。タピオカドリンクだけだと苦手な人もいるので、トッピングにするのが良さそうだ。

　食べ物については、ドーナツやマフィン、ベルギーワッフル、クッキー、サンドイッチ、プリン、ケーキなど、様々な案が出た。基本的には市販品をお皿に載せて提供する形になるので、仕入値と売値次第だろう。出た意見をまとめて、後日私たちで価格調査をすることになった。

　時間が足りなかったので、係についてはまた後日決めることになったが、あらかじめどんな役割があるかを伝え、考えておいてもらうことにした。ＬＨＲの後、絢音が装飾係をやりたいと言ってきたので、暫定でＯＫする。そんなに積極的にやりたがる子はいないだろう。

　放課後、絢音と二人で飾り付けに使うアイテムを見に行くことにした。男子二人が一緒に行きたがったが、デートの邪魔をするなと断った。ここのところよく駅まで一緒に帰っているから、友達がいる時くらい勘弁してほしい。

　今日は涼夏はバイトがあるが、駅までは一緒だ。なんだかこうして三人で帰るのも久しぶりな気がする。

「誕生日会はどうなりそう？」

　近況報告がてら聞くと、涼夏が笑顔で頷いた。

「部屋は確保した。妹は追い出す」

「じゃあ後はプレゼントと、何をするかだね。奈都にも確認しないと」

「文化祭じゃないから、そういうのいいし」

　ついクセで段取りを考えると、涼夏が呆れたように笑った。奈都には涼夏が声をかけてくれたらしい。

「ナツとは仲良くしてる？」

　絢音が心配そうに聞いてきたので、私は大きく頷いた。奈都とは毎朝一緒に学校に行っているし、元々帰りは一緒ではないから、会っている時間は減っていない。私が文化祭でクラスの展示を仕切ると言ったら驚いていた。もっとも、ほとんど男子二人に任せて、私は雑用しかしていないが。

　駅で涼夏と別れると、百均の入っているショッピングセンターに向かいながら、絢音が言った。

「川波君たちはどう？　一緒に帰ってるって言ってたし、千紗都を取られないかすごく心配」

　絢音が握った手に力を込めて私を見つめる。まったく無用な心配だが、気持ちはわかる。私も絢音が男子と喋っていると落ち着かないし、なんとなく不安になる。今はガールズバンドだから安心だが、LemonPoundで練習していた時はハラハラしていた。現にライブの後、絢音は男子メンバーから告白されている。友情と愛情はきっちり切り分けて欲しいが、男子はそういうのが苦手なのだろうか。

「悪い子たちではないね。でも、私を落とそうとかじゃなくて、男女混合の帰宅部を作りたがってるのは感じる。涼夏と一緒に阻止してるけど」

「私もそれは嫌かな」

「もちろん。私たちの仲は誰にも邪魔させない」

　そう言いながら周囲を確認して、軽く絢音に口づけをした。絢音が驚いた顔で唇に手を当てた。

「どうしたの？　キャラ変？」

「深刻な絢音不足。男子といる時間の方が長いとか、私には考えられない毎日を送ってるから、自分を見失い始めた」

「しっかり知的でクールな千紗都を保ってね？」

「私、そんなキャラだっけ？」

　突っ込みながら二人で笑った。実際、柄にもなく積極的な行動を取っているせいで、自分がどんなふうに振る舞っていたか忘れてきた。文化祭が終わればまた自然に戻るだろうが、悪い意味で変わったと言われなければと思う。

　ショッピングセンターに着くと、まず手芸用品店でテーブルクロスに使う布を物色した。大体の柄を把握し、金額をメモして百均に行く。

「浴衣って花火と夏祭りのイメージしかないけど、どういう飾り付けをすればいいんだろ」

　店内で何か夏っぽい物を探しながら、絢音が悩ましげに呟いた。ハロウィンやクリスマスは装飾がわかりやすいが、浴衣は難しい。花火も夏祭りも夜だが、暗い店内にはしたくない。いっそ浮き輪やビーチボールでも置いて、海をイメージした店にしたらどうかと言ったら、絢音は「海に浴衣？」と不思議そうに首を傾げた。たしかに、夏しか共通点がなかった。

　浴衣で画像検索したら、古い町並み、川沿いの柳、紫陽花などが表示された。「紫陽花はありだね」と絢音が顔を綻ばせる。私も画面をスクロールしながら頷いた。

「和風に長屋のイメージでもいいかもね」

「イメージは湧くけど、どうやって再現すればいいんだろ」

「大きな紙に描く？　文化祭っていうと、やっぱりみんなで床に座って、絵の具で何か描いてるイメージがある」

「千紗都の文化祭への憧れはすごいなぁ」

　絢音がくすくすと笑う。憧れかはわからないが、とにかく楽しみたい気持ちは強い。

　一時間ほどショッピングセンターの中をウロウロしてから、久しぶりにマックで一緒に勉強することにした。元々私と絢音の帰宅部の主な活動は勉強だったが、二学期になってからそもそも一緒に帰っていないので出来ていない。

「私、成績がキープ出来てたの、絢音と頻繁に勉強してたからだと思う。二学期の中間はヤバイかも」

　ため息をつきながらポテトを口に放り込んだ。実際、家に帰ってからそんなに勉強するわけでもないし、私の成績がそれなりに良かったのは絢音のおかげである。文化祭に集中するのもいいが、勉強は勉強でしなくてはいけない。

「それは私も同じだよ。千紗都のおかげで、一学期はたくさん勉強してた。家だと兄弟がいるから落ち着かないし」

「部屋、一緒なの？」

「さすがにそれはない。でも、やっぱり人がたくさんいるとうるさいし、まあ一人っ子が良かったとは言わないけど、どっちもメリット、デメリットがあるね」

　絢音がそっとため息をついた。塾に行っている子はたくさんいるし、私たちの活動は絢音にとっても勉強になっていた。しかも私はよく質問していたから、人に教えるのは勉強になると絢音が喜んでいた。文化祭が終わったら、速やかに通常運航に戻そう。

　日の入りが少しずつ早くなっている。暗くなる前に店を出ると、いつも通り人目の少ないところで絢音に抱きしめられた。毎日軽いハグはしているが、じっくり抱き合うのは久しぶりだ。強めに背中を引き寄せて温もりを楽しんでいると、絢音がくすっと笑った。

「夏服の内にたくさん千紗都を味わっておかないと」

　言い方が卑猥ひわいだ。相変わらず頭がおかしいが、私も同じようなことを考えていたから、人のことは言えない。

　絢音が私の髪を背中の方に流して、耳に唇を触れさせた。そのまま久しぶりに耳の中を舐められたが、今度は悲鳴を上げずにグッと堪えた。こんな場所でなければもっと楽しめるのにと思ったら、頬が熱くなった。もっと楽しめるという意味が自分でもわからない。

「千紗都がクラスの文化祭委員に決まった時、守ってくれたのを思い出した。時々思い出すんだけど、あの千紗都には惚れた」

　耳元でうっとりした声で絢音が囁いた。私の中では大したことをしたつもりはないが、あの日のことは絢音にも涼夏にもなんだか随分感謝されている。

「逆の立場だったら、たぶん絢音も同じことをしたと思うよ？」

「そうかなぁ。私は主張できないんじゃなくて、しないだけだって自分では思ってたけど、男子が絡むとちょっと自信がない」

「私が男に慣れてるみたいに言わないで」

「耳がおかしいんじゃない？　舐めてあげるね」

　絢音が笑いながらそう言って、執拗に私の耳の中を舐めた。我慢できずに一度頭を離してから、唇を重ねる。こんなところで頻繁にキスしていたら、いつか誰かに見られて噂になりそうな気がしないでもないが、まあその時はその時だ。

　文化祭の準備は楽しい。けれど、やはり早くいつもの帰宅部に戻りたくもある。過ぎていく時間が、ただもどかしい。




　　四




　次のＬＨＲまでには係も決まり、文化祭の準備もにわかに進み始めた。ただ、それはクラスだけでなく、各部活も同じである。部活は文化祭の準備だけではなく、当然通常の練習もしている。大会や発表が近い部もある。どうしても部活が忙しくてクラスが手伝えないという子も出始めて、そのたびに私たち帰宅部が走り回っていた。

　男子で部活に入っていないのは江塚君と川波君の他に三人いて、みんな指示さえ出せば積極的に動いてくれるのは嬉しい誤算だったが、それ以上に抜ける人数が多かった。遅くまで残って当日のシフト表を作っていたら、涼夏が私の向かいに座って大きく息を吐いた。

「皆さん、もっと責任感を持って取り組んでください」

　そう言いながら、ぐったりと机の上に突っ伏して腕を伸ばす。今日は廊下の窓の下に貼る、店の名前やクラスを書いた貼り紙を作ってくれていたはずだ。もちろん、それも元々の涼夏の係ではない。

「ユナ高は元々部活が盛んだからねぇ」

　髪をぐりぐりと撫でると、涼夏が顔だけ上げて私を見つめた。

「千紗都は楽しそうだね」

「そう？」

　小さく首を傾げて見つめ返す。確かに最初の頃は楽しかったが、今このシフト表作成がなかなかに面倒くさい。作るたびに、この時間はダメだとか、誰々と一緒は嫌だとか、必ず誰かが文句を言ってくる。一度いい感じのものが出来たが、生徒会からステージ企画の時間が発表されると、この時間はあれが見たいとかこれが見たいとか、再び色々な注文がついた。

　とりあえず次を最終案として出して、後は個人間で調整してくれと言うつもりだが、いい加減にして欲しい。もっとも、私が作り始めたのが早すぎたのも否めないので、仕方なく作り直している。

　そんな愚痴を零すと、涼夏が苦笑いを浮かべた。

「愚痴ってる千紗都も可愛いな」

「すごい脱線したから。まあでも、充実はしてるよ。こんな経験なかなか出来ないし」

「ポジティブだな。キスしたい」

　突然すごいことを言い出した。今この瞬間、教室には私と涼夏しかいないし、少しくらいは大丈夫かと顔を近付けたら、開け放していたドアから男子の声がした。

「なかなか面倒なことになったぞ。おっ、猪谷さんだ」

　江塚君が嬉しそうな顔で入ってきて、私たちの近くに座った。涼夏が「猪谷さんだよ」とわけのわからない返しをする横で、江塚君がからかうような目をして言った。

「今、キスしようとしてた？　誰もいない教室で美女が二人。禁断の恋」

「そうだね。後十秒遅いか、声を出さずに入ってきてたら、そういうのが見られたかもね」

　テキトーにそう言うと、江塚君が声を上げて笑った。機嫌が良さそうだが、何が面倒になったのか聞くと、途端に渋い顔になった。

「千円の徴収を出し渋ってるヤツが何人かいる。まあ、事情は色々あるだろうけど、返ってくる大前提なのになぁ」

「あー」

　私も困ったように唸った。中にはお小遣いが三千円という子もいるし、そういう子ほど親の理解が得られなかったりもする。無い袖は振れない。こればかりは仕方ない。

「人数によっては、私が立て替えてもいいよ？」

　涼夏がそう言って、無邪気に微笑んだ。アルバイトをしている涼夏には、極端な話、全員から徴収する全額すら出せない額ではない。しかも返ってくる前提だ。説得する手間を考えたら、その方が早いと考えるのは自然である。私も同意するように頷いた。

「涼夏が立て替えるかは別にして、出せない子は飛ばしてもいいんじゃない？　返金もないだけで、その分仕入を調整するとか」

　私たちの言葉に、クラスの文化祭実行委員長は静かに首を振った。

「公平じゃないのは文化祭の理念に反する」

「でも、そもそも親ガチャが公平じゃないんだし、仕方なくない？」

　涼夏が不思議そうに江塚君を見つめた。親ガチャなどという単語が出てくるのは、涼夏自身がそれを失敗したと思っているからだろうか。涼夏が片親なのは江塚君も知っている。居心地悪そうに「まあそうだけど」と前置きしてから、明るく笑った。

「まあ、先生と一緒に説得を続けるよ。ちょっと仲間に愚痴りたかっただけ」

「それくらいは聞いてあげよう。私の江塚君への愛情ポイントは鰻下がりだけど」

「元々ゼロだろ。鰻、下がんなよ」

　江塚君が無念そうに頭を振った。随分と仲良くなった。元々涼夏は男子が苦手ではないし、友達もたくさんいる。江塚君もその一人だ。

　川波君が他の男子と一緒に作業を終えて帰ってきたので、そろそろ帰ることにした。涼夏と並んで教室を出ると、廊下で珍しい顔に遭遇して思わず声を上げた。

「奈都！　今部活終わり？」

「うん。二人がこんな時間にいるのはレアだから、一緒に帰ろうかな。あっ、デートの邪魔だったら言ってね」

「私たちがナッちゃんを邪魔に思う世界などない。逆は知らんけど」

「私も涼夏が大好きだから！」

　奈都がムキになるように否定して、教室の方に走っていった。奈都は毎日部活があり、帰宅部の私は数えるほどしか奈都と一緒に帰ったことがない。朝は毎日一緒に来るのに、考えてみれば不思議だが、朝一緒だからこそ帰りは無理していないのはある。

　教室から出てきた奈都と合流して帰路につくと、開口一番文化祭の進捗を聞かれた。やはり今はこの話題が一番ホットだ。

「遅れてはないけど、部活が忙しい子が多くて、帰宅部の私たちが走り回ってる」

　私がそう答えると、奈都は苦笑いを浮かべて頭を掻いた。

「それは本当に申し訳なく思ってる」

「別に奈都には言ってないけど」

「人のこと言えない状況だから」

「そっちはどう？」

　涼夏が大きな瞳で奈都の顔を覗き込んだ。奈都の所属するバトン部は、模擬店でポテトとジュースを売るらしい。もちろんステージでバトンの演技もするし、やはりなかなかクラスの方に顔を出せないとため息をついた。今日も奈都がいつも部活の練習を終える時間より遅い。

「まあ、模擬店の方は先輩たちがいるから、私たちは指示通りに動いてるだけで楽だけどね。来年のために覚えろとは言われてるけど」

「先輩がいるのは楽でいいな。考えてみると、私は帰宅部だし、先輩の知り合いが一人もいない」

　涼夏の隣で私もコクリと頷いた。今は生徒会に顔を出しているので、こちらが一方的に名前を知っている先輩は何人かいるが、知り合いと呼べるような仲ではない。名前すら覚えてもらっているか怪しい。

「涼夏は料理部だったから、去年は後輩とかいたんだよね？」

　奈都が無邪気に質問する。それは、私が部活を辞めたから後輩がいないという皮肉だろうか。もちろん、そんなわけはないが、敢えてがっくりと肩を落とすと、奈都が慌てた様子で私の肩を掴んだ。

「そういうことじゃないから！」

「いいの。今澤いまざわ部長、来年バド部の後輩が入ってくるといいですね」

「私、今はバトン部だし！　大体、一つ下の後輩はチサだって知ってるでしょ？」

「もう忘れた。歴史に葬り去った」

「忘れないで！」

　実際、私が部活を辞めたのは中二だから、一つ下の後輩はいた。何故か憧れの眼差しを向けられていたが、大会に一度も出たことがない私に対して、バドミントンで憧れていたわけではないのは明らかだ。

　私と奈都のやりとりにくすくす笑ってから、涼夏がそういえばと手を打った。

「私が一年だった時に三年だった料理部の先輩が一人、結波ゆなみにいるや。声かけたことないけど」

　それは初耳である。涼夏自身も、今思い出したように言ったから、特に親しくもなければ意識もしていないのだろう。ちなみに、私の母校のバドミントン部からユナ高に来ている先輩は、同世代では一人もいない。これは奈都とも確認したから間違いない。

「涼夏の唯一の知り合いの先輩なのに。色々高校のこと、教えてもらうチャンスだったじゃん」

　入学してすぐは、初めての高校生活に不安もあれば、不慣れなこともたくさんあった。部活に入っている子はそういう相談を先輩にできるが、帰宅部では難しい。先輩に知り合いがいるのなら、声をかければ良かったのにと言うと、涼夏はあっけらかんと笑った。

「私は別に何の不安もなかった。それに、向こうは私のことなんて覚えてないだろうし」

「涼夏は絶対に、中一の時から目立つくらい可愛かった。知らないけど断言できる」

「私が可愛いのはメイクしてるからだよ」

「いや、そんなことはない」

　私と奈都の声がハモって、思わず顔を見合わせて笑った。涼夏がやれやれと首を振る。可愛い自覚はあるようだが、それがメイクのおかげだというのはどこまで本音なのだろう。すっぴんを何度も見ているが、ノーメイクでも涼夏の可愛さは学年でトップクラスだ。

　上ノ水うえのみずまで歩くと、改札をくぐってイエローラインに乗った。電車の中は音がうるさいのであまり喋らず、途中の駅で涼夏と別れる。

　帰宅部の私たちには遅い時間だが、サラリーマンには普通に帰宅時間だし、部活帰りの学生も多い。中央駅の手前では満員になって、すぐ目の前に奈都のうなじがあったから嗅いでみた。奈都がすぐに気が付いて頬を赤らめる。

　中央駅で大半の人が下りると、奈都が非難の声を上げた。

「なんでいきなり嗅いだの!?」

「そこにうなじがあったから」

「私、運動部だから！　体育館、まだまだ暑いから！　わかるよね？」

「わかる。汗臭い奈都、興奮する」

　真顔でそう告げると、奈都は両手で顔を覆って首を振った。

「私のチサが完全に壊れた。頭のおかしい変態になっちゃった」

　ひどい言われ様だ。思わず半眼でジトッと睨んだ。

「嘘泣きしながら私をディスるのは楽しい？」

「事実だよ！」

「汗臭い奈都に興奮したのもまた事実だ」

　冷静にそう告げると、奈都が諦めたように肩を落とした。

　最寄り駅で降りると、奈都が夜空を見上げながらニッと笑った。

「いよいよチサの誕生日だね」

　そういえばそうだった。今週末は涼夏が私と絢音の誕生日会を企画してくれていて、それに奈都も参加する。それもあって、私の誕生日はすっかり週末の気分でいた。

「忘れてた」

　素直にそう言うと、奈都が「そんなに文化祭の準備が忙しいのか」と無念そうに呟いてから、明るい瞳で私を見つめた。

「プレゼント、当日がいい？　週末がいい？」

　一体何をくれるのだろう。奈都の誕生日にはお揃いのブレスレットをプレゼントした。小さなものなら朝もらってもいいが、涼夏はプレゼントを渡すのを楽しみにしているだろうし、誕生日当日もどうせ文化祭の準備でバタバタして落ち着かないだろう。週末の方がいいと言うと、奈都は大きく頷いた。

「じゃあ、そうするね。忙しそうだけど、チサもプレゼントは準備した？」

「私はもらう側だから。クリスマスじゃないんだし」

　奈都はプレゼント交換でもするつもりだったのだろうか。準備しているわけがないと軽く手を広げると、奈都が一瞬驚いたように眉を上げてから、心配するように私の顔を覗き込んだ。

「チサとアヤの合同の誕生日会だよね？　アヤもチサのプレゼントを用意してないの？」

　そう言われて、思わず五秒ほど固まった。それは考えなかった。思わずそう呟くと、奈都が大きな動きで手を振った。

「いやいやいや！　考えるでしょ！」

「どうしよう」

「私に聞かれても知らないから」

「奈都が私にくれたものを、そのまま絢音にプレゼントする」

「最低だから！」

　奈都が間髪入れずにそう突っ込む。大袈裟な動作が可愛い。

　忘れていたものは仕方ない。どうにか時間を作って買いに行くとしよう。私には何かを手作りするスキルはないし、それが何かを買うより早いということも絶対にない。

　別れ際、そっと奈都を抱き寄せると、奈都が驚いたように「えっ」と声を漏らしてから、納得したように私の背中に手を回した。

「帰宅部のハグだね？」

「うん。いくら奈都が幽霊部員でも、それくらいの情は持ち合わせてる」

「帰宅部は掛け持ちできない部だって聞いたけど」

　そう言いながら、奈都が私の髪に顔をうずめながら、背中を強く引き寄せた。絢音ではないが、薄い夏服は肌の感触がダイレクトに伝わってきて気持ちが良い。奈都が私の背中に指を這わせながら、熱っぽい声で言った。

「帰宅部、毎日こんなことしてるのか。ヤバイね」

「いや、もう少し軽い感じだから」

「久しぶりに一時間チャレンジしたい。チサをむさぼりたい。いい匂いがする。柔らかい」

　奈都が興奮気味に私の腕や腰の肉を揉んだ。砂糖の味を覚えた子供か、肉の味を覚えたライオンか。部屋で何度も一時間チャレンジしているのに、初めての帰り道でのハグは、奈都には少し刺激が強すぎたのかもしれない。

「奈都、頭のおかしい変態みたいだよ？」

　汗の匂いのする奈都のうなじを嗅ぎながらそう告げると、奈都は私を抱きしめたまま首を左右に振った。

「チサが可愛いからいけないの。私はリトマス紙と同じくらい、自然な反応をしてる」

「私のせいなの？」

「手芸部に転部して、チサのぬいぐるみを作って部屋に飾りたい」

　それはさすがにドン引きだ。道行く人の視線が痛かったので体を離すと、ニヤけた顔をしている奈都の唇をそっと塞いだ。十秒ほど唇を吸ってから顔を離すと、奈都は感極まったように顔を覆って崩れ落ちた。

「チサがハグしてキスしてくれる、なんて幸せな世界。私、帰宅部に入る」

「いや、バトンへの情熱はどこに行ったの？」

「文化祭が終わったら辞める」

「辞めなくても、ハグもキスもするから」

「チサ、自分を安売りしちゃダメ」

「どっちだよ！」

　わけがわからず、二人で笑ってから、また明日と言って別れた。

　奈都のいる帰宅部。奈都にはバトン部を続けてほしいが、たまにこうして一緒に帰ることができたらいいなと思う。




　　五




　誕生日当日は何事もなく過ぎた。朝、奈都がおめでとうと言ってくれて、教室では絢音と涼夏が、こっそりとお祝いしてくれた。他の子には一切誕生日を言っていないし、下手にプレゼントをもらっても、お返しが面倒くさい。誕生日が静かに過ぎていくのには慣れている。

　そうして授業を終え、文化祭の準備をしていたら、川波君が近付いてきて何やら不穏な包みを渡してきた。

「今日、誕生日だろ？　これあげる」

「その情報はどこから得たの？」

「出生を調べさせてもらった」

「怖っ！　二度と私に近付かないで！」

　そう言いながらプレゼントを受け取る。「物だったらもらわないから」と言って包みを開けると、市販のクッキーだった。この男、よくわかっている。

「川波君、モテるでしょ」

　袋を開けて、クッキーを一枚口の中に放り込むと、川波君がニヤけた笑いを浮かべた。

「そう言うってことは、少なからず嬉しかったと解釈していい？」

「私は別に。一般論として」

「それはツンデレなの？」

「川波君、文化祭が終わった後に告白とかしないでね？　申し訳ないけど、一％の希望もないから」

　はっきりとそう言いながら、クッキーを一枚くれてやると、川波君は「野阪さんが手渡しでクッキーをくれた」と、嬉しそうに頬張った。迂闊うかつだった。男子というのは、そんなくだらないことで喜ぶのか。気を付けよう。

　そんなふうに、絢音の誕生日も何事もなく過ぎていった。もっとも、こちらは豊山さんと牧島さんと三人でささやかなパーティーを開いたらしい。結局練習には一度も行けていない。せっかく誘ってもらったのにと謝ると、絢音が全力で首を振った。

「逆だから。千紗都が文化祭の準備を頑張ってくれてるから、私はのうのうと練習が出来るの。毎日神棚に感謝を捧げてる」

「私はその神棚にいるの？」

「祀まつったよ」

　うっとりと目を細めて頬を染める。まるで最大の賛辞を述べたような表情だが、私は喜ばなくてはいけないのだろうか。まったく嬉しくなかったが、「ありがとう」とぎこちなく笑うと、絢音が顔を覆って肩を震わせた。

「この人、祀られて喜んでる……」

「違うし！」

　思わず声を上げたが、絢音はしばらく大きな声で笑い続けていた。




　文化祭の準備は順調に進んでいた。本番は来週で、前日は半日授業で全校準備日に充てられているが、そこでバタバタすることはなさそうだ。涼夏主催のパーティーは土曜日だが、準備のために学校に来る必要もなければ、気に病む必要もない。

　すでに完成した立て看板を涼夏と二人で眺めながら、自分たちの進捗を自画自賛していると、江塚君が苦笑いを浮かべながら言った。

「君たちは、少し自分たちでやり過ぎた」

「そう？　結構みんなに手伝ってもらったと思うけど」

　私は首を傾げて江塚君を見上げた。例えばこの看板も、美術部の子が描いてくれた。ただ、装飾は絢音がリーダーになったこともあり、全力で手伝ったし、業者の選定、仕入、会計、当日の動き、撤収、生徒会との調整、各種雑用はほとんど男子も含めた帰宅部員でやってしまった。

　一部には帰宅部が仕切り過ぎだという不満の声も出ていることは知っているが、そういう声は江塚君と川波君が引き受けてくれている。私たちはあくまで二人の指示で動いているだけということにしてくれているが、実際にはほとんど私たちが勝手に動いてやっている。

　ただ、結局お金を出したくない問題も、先生が立て替えることになった。説得してもどうにもならないことがあるように、部活で忙しい子や、やる気がない子に粘り強く言ったところでしょうがない。時間の無駄だと訴えると、江塚君は困った顔をした。

「過程に意味があるんじゃないのか？　会社じゃないんだし。極論を言ったら、四人だけでカフェが上手くいったとしても、それは文化祭が成功したことにはならない」

「そうかもね」

　私がそう微笑むと、江塚君は一瞬呼吸を止めてから、渋い顔で立て看板に目を戻した。隣で涼夏も目を丸くして、凍り付いたように私を見つめていた。何かおかしなことを言っただろうか。

　その日の帰り道で、私から聞くまでもなく、涼夏が先程の件を切り出した。

「今日の千紗都の『そうかもね』は震撼した。千紗都と出会ってから今日までで、一番怖かった」

「待って。意味がわからない」

　何か不穏な空気だったので、私は握った手を離して腕を組んだ。涼夏が歩きにくそうによろけながら、顔を近付けて言った。

「だってあれ、全然納得してないけど、面倒になったから打ち切っただけでしょ？」

「そうだけど」

　涼夏の言う通り、私は江塚君の意見に納得していなかった。もちろん、過程に意味があることはわかるし、本当に四人だけで完成させるのは違うと、私も思う。ただ、それはあくまで極論であって、実際にはたくさんの子が積極的に手伝ってくれている。一〇〇％全員が同じ方向を向くのは不可能だ。一部の出来ない人ややる気のない人を説得するのは無駄に感じる。

　そう言うと、涼夏は大きく頷いた。

「それはわかる。私も同じ。千紗都はそれを私には言ってくれた。江塚君には言わなかった」

「そりゃ、涼夏は大事な友達だから。江塚君とは別にわかり合えなくていい」

　はっきりそう言うと、涼夏は情けなく眉を曲げて、軽く私の頬にキスをした。

「ずっと、そうやってちゃんと気持ちを話してね。私、千紗都にあんなふうに話を打ち切られたら、たぶん本気で泣く」

「ああ、そういうこと？」

　ようやく意味がわかって、私は呆れながら笑った。これ以上話してもしょうがない。わかってもらえなくても構わない。意見を言うのも面倒だ。そんな感情を、私が涼夏に持つはずがない。逆に、もし涼夏にそんな態度をされたら、私だって泣く。実際に前に一度、涼夏に見捨てられたと勘違いして号泣している。

　私は涼夏に依存している。涼夏もそうなら嬉しい。くすっと笑って、先程のお返しに、そっと涼夏の唇にキスをした。




　週末、土曜日。私と絢音の合同誕生日会は生憎の雨だった。前日から予報で雨だとわかっていたので落ち込んでいたが、涼夏はあっけらかんと笑った。

「どうせ家に引きこもるつもりだから、どうでもいいよ」

　確かに、雨だから行くのが面倒という意味ではない。涼夏が外での遊びや街歩きを考えていないのなら、私たちは別に構わない。

　奈都と二人で涼夏の最寄り駅まで行くと、涼夏は足元の悪い中、迎えに来てくれていた。すでに来ていた絢音と喋っていたが、私たちを見つけて手を振った。

「いらっしゃい」

「家知ってるから、別に来てくれなくても良かったのに」

「家で時間までそわそわするのが好きじゃない」

「涼夏はそうだね。そういう人だ」

　私が大きく頷くと、涼夏が「なんだそれは」と不思議そうに首をひねった。雨の中を歩きながら、涼夏が明るい顔で奈都を振り返る。

「今日は幽霊部員のナッちゃんもいるし！」

「いつの間にか、私は完全に帰宅部の幽霊部員になってるんだね？」

　奈都が呆れたように肩をすくめる。既成事実を作ってしまえば、奈都もだんだん、帰宅部をサボっていることに罪悪感を覚えて、部活に顔を出すようになるだろう。涼夏がそう訴えると、絢音が可笑しそうに頬を緩めた。

「帰宅部をサボるの二重否定感、すごいね」

「真面目にバトン部やってるのに、ひどい言われ様だ」

　奈都が冗談とわかるように大袈裟に首を振った。強引なのは承知だが、この馴染み様は、もはや帰宅部のメンバーと言っても過言ではない。私は微笑みながら奈都の肩に手を置いた。

「バトン部の助っ人お疲れ様」

「助っ人じゃないから！」

「バトン部、どう？」

　絢音がふんわりと尋ねる。抽象的な質問だったが、奈都は練習や文化祭の話をしてから、満足そうに頷いた。

「みんなのやる気も、前より上がって来てる気がする。あんまり熱血でも困るけど、だらだらやるのも好きじゃないから、今丁度いい塩梅」

「ミイラ取りがミイラになるってヤツか」

　そっとため息をつくと、奈都が「誤用だから！」と声を荒げた。この子はいちいち反応が大袈裟で面白い。涼夏が陽気な口調で言った。

「ミイラ取りは、どうしてミイラを取りに行ったの？　ミイラなんて、欲しいか？」

「比喩の話？」

「語源の話」

　涼夏が隣に顔を向けると、絢音がなんでもないように言った。

「ミイラは薬だったんだよ。正確には、薬だって信じられてたっていうの？　不老不死的な」

「アヤは二学期も頭がいいね」

　突然奈都がそう言うと、涼夏が可笑しそうにお腹を押さえた。

「その台詞は頭が悪そう」

「どうして！　二学期は私、涼夏に勝つから。全勝する」

「突然のライバル宣言？　いいよ。ナッちゃんが勝ったらアイス奢ってあげるから、私が勝ったら帰宅部に入って」

「全然等価じゃないんだけど！」

　二人がけらけらと笑う。すっかり仲良しで微笑ましい。

　それにしても、ミイラが薬とは、昔の人は考えることが超越している。ミイラは元は人である。カニバリズム的なヤツだろうか。食べた相手の能力を吸収するとかは、ゲームやマンガではありそうだ。

「私も涼夏を食べたら、涼夏みたいに可愛くなれる」

　ぽそっと呟くと、勢いよく喋っていた涼夏と奈都が、ピタッと話すのを止めた。突然雨の音しかしなくなって、首を傾げて三人の顔を見回した。

「どうしたの？」

「いや、今の、何？」

「涼夏は、もし私を食べても、何も得られないと思う。涼夏って、私の完全な上位互換じゃない？」

　同意を求めるようにそう言うと、三人はしばらく顔を見合わせてから、何事もなかったかのように歩き始めた。ひどい反応だ。極めて遺憾だと訴えると、涼夏が憐みの目で私を振り返った。

「千紗都の思考は、人類には早いんだよ。ついて行きたいとは思ってるけど」

「いや、太古の話をしてるんだけど。今日、涼夏が体にリボンを巻いて、私が誕生日プレゼントとか言ったら、私はステーキにして食べる」

「言わないし！　友達を食べるな！」

「涼夏みたいに可愛くなりたい」

「もう十分可愛いから！　ナッちゃん、この人怖いよぉ」

　涼夏が奈都に泣きつくと、奈都も怯えたように首を振って、私から一歩距離を置いた。

「私も怖い。チサの外見をしてるけど、中身は昨日までとまるで別人だ……」

　奈都が芝居がかった口調でそう言うと、絢音が突然大きな声で笑い出して、体をくの字に折り曲げた。

「もうダメ！　みんな、面白い！　もうダメ！」

「いや、面白くないから！　笑ってないで助けて！」

　涼夏が悲鳴を上げながら、絢音の腕を掴んだ。ツボに入った絢音がくすぐったそうに身をよじったので、代わりに私が涼夏の肩に触れた。

「何を怯えてるの？　後で二人きりで話そっか」

「食べられる！　今、フラグの立つ音がした！」

「どうか体中に、塩をたくさんもみ込んでください」

　絢音が息絶え絶えにそう言って、もうこれ以上笑えないと片手で涼夏に抱き付いた。嘘泣きしている涼夏を、奈都がよしよしと慰める。よくわからないが、みんな楽しそうで何よりだ。




　　六




　涼夏の部屋に入ると、とりあえず胸いっぱいに部屋の空気を吸い込んだ。涼夏の香りが鼻腔を抜けて、その爽やかさに私はまぶたを閉じて微笑んだ。

「肺が涼夏で満たされた」

「ねえ、ナッちゃん。この人、今日どうしたの？」

　涼夏が奈都の袖をクイッと引いて、怯えたように体を震わせる。奈都がカーペットの上に腰を下ろして、明るい笑顔で涼夏を見上げた。

「私も無性にチサが好きな時とかあるし、たぶんそれだよ」

「それはわかる。でも、好きの表現方法が超越してる」

「私から見ると、帰宅部はみんな頭がおかしいけど」

　奈都が爽やかにそう言って、涼夏が目を丸くして固まった。絢音が床の上を転げ回りながら笑っている。この子はたぶん、本当に私たちのことが好きなのだろう。私も床に座って、絢音の髪を撫でながら涼夏を見上げた。

「それで、猪谷さんは私たちをどう祝おうっていうの？」

「いや、別に何もないけど。お昼はたこ焼きパーティーでもしようかなって」

　涼夏が困惑しながらベッドの端に腰掛けて、足首を組んだ。のんびりと四人で過ごして、プレゼントを渡して、夜は少し豪勢にご飯を作って、食べて解散というプランらしい。最近みんな文化祭の準備で忙しいし、あまり喋る時間が取れていない。何をするでもなくのんびり過ごすのは大いにありだ。

「いいプランだと思う。涼夏、頑張ったね」

「なんで偉そうなの？」

「十六歳だから」

　私が自信たっぷりに胸を張ると、絢音が奈都に抱き付いてぶんぶんと首を振った。

「千紗都が面白い。今日もう私ダメ。一生分笑える」

　奈都が困惑気味に絢音の髪を撫でた。考えてみると、帰宅部のボディータッチ文化は絢音が引き起こしたものだが、本家が奈都を抱きしめているところは見たことがない。いや、ハグくらいはあっただろうか。覚えていないが、動揺している奈都が可愛い。

「ナッちゃん、すり寄って来た猫の対処方法がわからない女の子みたいな顔してる」

　涼夏が笑うと、奈都が顔を赤くして俯いた。

「どうすればいいの？」

「絢音は抱き枕の一種だと思えばいいよ」

「なんだそりゃ……」

　奈都が困った顔で絢音を抱きしめる。絢音はしばらく笑っていたが、やがて奈都の胸の中で動かなくなった。笑い死にしたのかもしれない。

「絢音が薬になったら、私も学年六位の秀才力を手に入れる」

　奈都の胸に顔をすり寄せている絢音を見つめながらそう言うと、涼夏が驚いたように顔を上げた。

「えっ？　千紗都、ずっとミイラの話をしてたの？　私を食べたいって、そういう意味？」

「そういう意味も何も、ずっとミイラの話だったよね？」

　今さら何を言っているのだろう。私が首を傾げると、絢音がもう一度肩を震わせながら、笑いを堪える声で言った。

「私は最初から気付いてた。涼夏が気付いてなくて面白かった」

「いや、情報量が少なかったって！　あの時、もうミイラの話、終わってたじゃん！　しかも、能力が得られるとか、どっから出てきたの？」

「それは私の中の設定」

　しれっとそう言うと、涼夏は絶句して固まり、絢音は奈都の胸の中で笑い声を立てた。どうでもいいが、とても気持ち良さそうだ。私も奈都の胸に顔をうずめたい。

　しばらくくだらない話をしてから、たこ焼きの前にプレゼントを渡すと言って、涼夏が引き出しからリボンのついたシールを貼った紙袋を二つ取り出した。包みの大きさがだいぶ違い、涼夏が机の上に並べていたずらっぽく笑った。

「どっちがいい？　人間性を問う質問だよ」

「つづらの話だね？　なんだっけ」

　両手で持ち上げてみたが、どちらも指先でつまめるほど軽かった。綿でも入っているのだろうか。

「舌切り雀だね。私は千紗都が先に選んで、残った方でいいよ」

　絢音がそう言いながら、選択権を私に譲った。遠慮したというよりは、私の選択を楽しみたいのだろう。口元の微笑み角度がいたずら寄りだ。

「舌切り涼夏。切った舌は塩で焼いて食べる」

「この人との友情は今日で終わったから、片方ナッちゃんにあげるね」

　涼夏が私を見ずに、大きい袋を奈都に押し付けた。私は慌ててそれを分捕ると、自分の物だと胸に抱え込んだ。

　絢音がくすくす笑いながら、小さい袋を手に取って開けた。私も開けると、小さい方には手袋、大きい方にはマフラーが入っていた。どちらも可愛いが、今日も外は汗ばむような蒸し暑さだった。日本中のどこにも、冬の気配はない。

「えっと、ありがとう」

「うん。冬になったら使ってね」

　涼夏が爽やかに笑った。確かに、別に夏だからと言って、夏に使うものをあげる必要はない。絢音が「この発想はなかった」と言いながら、手袋を一度はめてから、袋に戻してしまった。どこで買ったか聞いたら、涼夏はネットだと言った。なるほど。インターネットなら季節外れの物でも手に入る。

　奈都は私にはポーチを、絢音にはブックカバーをくれた。ブックカバーは文庫サイズだ。絢音はよく教室でも小説を読んでいる。それをクラスの違う奈都が知っているかはわからないが、良い選択だ。私経由で知り合った仲なので、自分がもらう以上に緊張していたが、とても無難なチョイスで安心した。奈都は世間ズレしたところがあるので、内心ハラハラしていた。

　絢音が次は私だと言いながら、紙袋を押し付けてきた。開ける前に「下着だから今着替えて」と言われて、思わず手を止める。

「友達のプレゼントに下着？」

「今、友達同士で下着を贈るのがトレンドなんだって」

「そんなトレンドは聞いたことがない」

　困惑しながら開けると、中には薄い箱が入っていて、どうやらパスケースのようだった。開けてみると、しっかりした作りのシンプルなデザインで、使い勝手が良さそうだった。

　ただ、下着ではなかったことを少しだけ残念に思う自分がいて、絢音がそれに気が付いて、的確に指摘してきた。

「下着の方が良かった？」

「絢音の選ぶ下着に興味がなかったって言ったら嘘になるね」

「じゃあ、来年は下着にするから、直前にサイズ教えてね」

　絢音がくすっと笑う。私の方は普段使っているヘアオイルとハンドクリームで、「私と同じ香りになるよ」と言って渡すと、絢音が嬉しそうに微笑んだ。

「ありがとう」

　その瞳があまりにも純粋だったから、私は頭を抱えて大きく首を振った。

「やめて！　そんな目で私を見ないで！」

「急になんだ？」

　涼夏が目を丸くして、事情を知っている奈都が小さく肩を震わせた。プレゼントのことをすっかり忘れていて、買いに行く時間もなかったから、普段使いしているケア用品の予備を可愛くラッピングしただけである。洗いざらい告白してから、「私をなじって！」とすがりつくと、絢音は冷たい目で私を見下ろした。

「サイテー。正直、見損なった……」

「絢音……」

　本当になじられるとは思っていなかったので涙目になると、絢音がくすっと笑って私の髪を指で梳とかした。湿度は高いが、絢音の手の中でさらりと流れ落ちる。

「トリートメントとか気にしたことがなかったけど、そっか。千紗都はちゃんと手入れしてるから綺麗なんだね」

　絢音が目を細めて、うっとりと私の髪に指を絡める。自分ではわからないが、もしかしたらそうなのかもしれない。髪の毛だけなら涼夏と戦えそうだが、そう言ったらどうせまた顔もだと言われるだけだろう。

　しばらくプレゼントの感想を喋ってから、たこ焼きパーティーをしようとリビングに移動した。私は孤独な人生を送ってきたのでしたことがないが、一般的にはどうなのか。たこ焼き器を準備する涼夏に尋ねると、涼夏は「私はあるねぇ」となんでもないように言った。そもそも、したことがあるからしようという発想になるのだろう。

「まあ、私は料理部だったからね。中学時代は友達と遊ぶのに、何かを作るっていうのが普通にあったんだよ」

「料理が遊びになるっていうのは、勉強は遊びの一つだっていう、絢音に近いものを感じる」

　私が真顔でそう言うと、涼夏が「勉強は遊びじゃない」と断言した。そういう話ではないが、私も同感なので頷いておいた。

　奈都と絢音もしたことがないようで、ふるふると首を振る。奈都が「ぼっちじゃなくてもしたことがない」と、加勢するように言ってくれたが、傷が深く抉えぐられただけだった。よろめく私を見て絢音がくすくすと笑う。涼夏が生地と具を用意しながら言った。

「それにしても、ぼっちの千紗都って想像できないよね。我らが部長だし」

　涼夏の指先越しにお皿を見ると、具はタコ以外にも、イカ、チクワ、ソーセージ、ホタテ、ホウレン草、チーズ、ツナ、餅など、思ったより遥かに多彩だった。なるほど、楽しそうだ。変な具がないのも涼夏らしい。美味しいことがまず大前提なのだろう。

「千紗都がぼっちでいたら、私なら唯一の友達になって、依存しまくってもらうのに」

　タコ焼き器に生地を投入しながら涼夏がそう言うと、奈都が困ったように微笑んだ。

「私がそれをやったはずなんだけど」

「いや、ナッちゃんは部活と千紗都と二足のわらじだったから失敗した！」

「失敗はしてないと思う」

　苦笑しながら奈都を弁護したが、涼夏は妄想でいっぱいなのか、まるで聞いていないように続けた。

「私なら部活も辞めて、もうおはようからおやすみまで、四六時中一緒にいて、完全に私無しじゃ生きられない体にするね！　千紗都がトイレに一緒に行こって、私の服をつまみながら言ってくれたら、私はもう昇天する」

「今すぐ昇天して。たこ焼きの具にして食べるから」

「怖っ！」

「涼夏も十分怖いから！」

　くだらない言い合いをしながらも、涼夏は手を休めずにたこ焼きを作っている。絢音は皿を持って相変わらず笑い転げている。危ないから皿は置いた方がいいと思う。

「ナツも、今涼夏が言ったみたいにしてたら、今頃私たちは千紗都と一緒にいなかったかもしれない」

　絢音が柔らかく微笑むと、奈都は静かに首を振った。

「今すっごい楽しいし、二人がいなかったら、私はチサとキスとかしてなかったと思うし。二人がいて良かったって、心から思ってるよ」

「ナッちゃん、いい子！　正妻！」

　涼夏が感極まったように、竹串を私に押し付けて奈都に飛び掛かった。涼夏に組み敷かれて、奈都が悲鳴を上げる。気にはなるが、それよりも今はたこ焼きだ。たこ焼きなど焼いたことがないが、一体どうすればいいのだろう。

　涼夏と奈都が変な声を出している横で、絢音と二人でたこ焼きを引っくり返す。綺麗な球体になると、なんだかとても愛おしい。

「後から食べてあげるからね」

　優しく微笑むと、絢音がぷっと噴いて私の肩にもたれかかった。

「千紗都、面白さに磨きがかかったね」

「そんなことはない。今日は絢音の笑いのツボが浅いだけ」

「三人でお笑いトリオを組もう。私、笑うの担当ね」

「その担当、要る？」

　すべてのたこ焼きを引っくり返すと、額に浮かんだ汗を拭った。いつの間にか静かになっていたので振り返ると、涼夏が奈都の上に覆いかぶさって、うなじを舐めながら胸を揉んでいた。奈都はもう完全に諦めたように、ぐったりと肢体を床に投げ出している。私は思わず変な声を上げて、慌てて涼夏を引き剥がした。

「何してるの!?」

「いや、新しい肉体の感触に興奮した」

「私の友達に欲情しないで！　涼夏には私がいるでしょ？」

「なんだその台詞。子宮がジンとした」

「怖っ！　絢音、この人、変！」

　私が涼夏を指差して訴えると、絢音は竹串でたこ焼きをつつきながら情けなく眉をゆがめた。

「いいから、たこ焼き手伝って」

「はいはい」

　涼夏が仕方なさそうに竹串を取る。隣で奈都が半身を起こして、疲れたように息を吐いた。

「やっぱり、帰宅部はみんな頭がおかしい」

「すぐに慣れるよ」

　応援するように背中を叩くと、奈都が驚いたように私を見た。

「えっ？　慣れた方がいい？」

　それはわからないが、翻弄されている奈都は面白いから、嫌ではないならそのままで構わない。

　とりあえず、まずはたこ焼きだ。奈都と涼夏が仲良しになるのは大いに結構だが、今日の主役が誰かは忘れないでいただきたい。
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　たこ焼きパーティーは実に楽しく、そしてたこ焼きはとても美味しかった。ただ、若干量が物足りなくて、分量を間違えたのかと聞いたら、涼夏はそんなバカなと笑った。

「元々全部で五十個くらいの予定だった。ここでお腹いっぱい食べたら、夜が食べれないでしょ？」

「あー、豪勢な食事？」

「ステーキ焼くだけだよ」

　そういえば、前にホームパーティーでステーキを食べさせてくれたら、涼夏と結婚するみたいなことを言った気がする。私は一体、何回涼夏と結婚しているのだろう。

「涼夏のステーキか」

　ぽそりと呟くと、涼夏が怯えたように自分の体を抱きしめた。

「私じゃない！　牛肉！」

「そういう意味じゃないから！」

「今日の千紗都は、油断すると私を食べようとする」

「してない。でも、涼夏が美味しそうなのは否定しない」

　なんとなく涼夏の腕を取って、肘の内側の柔らかい部分を噛んだ。少し強めに犬歯を突き立てると、涼夏が痛がりながら私の頭を押し退けた。見るとくっきりと歯型がついていて、涼夏が涙目で腕をさすった。

「これ、絶対に月曜日まで跡が残るヤツだ」

「自分で噛んだって言っておいて」

「自傷癖か？」

　しくしくと涼夏が嘘泣きを始めて、絢音がよしよしと頭を撫でた。そしておもむろに涼夏の腕を取って、私の噛んだ場所を舐める。涼夏が何事もないように「ありがとう」と礼を言って、奈都がそんな二人を見ながら静かに首を振った。

「みんな頭がおかしい」

　果たしてそうだろうか。この光景を見ても何の違和感も覚えないが、そう言ったらさらに頭がおかしい認定をされそうなのでやめておいた。

　涼夏が少し片付けをすると言って、私たち三人は先に涼夏の部屋に戻った。手伝うと言ったが丁重に断られたので、お喋りしながら涼夏の部屋を物色していると、その内涼夏が戻ってきて腰に手を当てた。

「何をしている？」

「涼夏の秘密を探ってた」

「何かあった？」

「引き出しに綺麗に洗ったチキンの骨がたくさん入ってたけど、何かの呪術に使うの？」

　いきなり奈都がそう言って、ピタッと時が止まった。私は息を止めて涼夏を見て、絢音は同じような顔で奈都を見た。涼夏が目を丸くして立ち尽くし、奈都が困ったように手を振った。

「いや、冗談だけど」

　一瞬の静寂の後、絢音が見たこともないほど大笑いしながら私に抱き付いて、バシバシ背中を叩いた。

「もうダメ！　今のは面白い！」

「絢音、痛いから！」

　私もさすがにちょっと笑いながら、絢音を抱きしめる。涼夏が長い息を吐いて椅子に腰掛けた。

「私の知らない間に骨が入ってたら、自分で集めてるより怖いから」

「帰宅部的ジョークだと思ったんだけど」

　奈都が困ったように眉尻を下げる。私は絢音の背中を撫でながら大きく頷いた。

「帰宅部的ジョークだったよ。ただ、奈都がそんなこと言うとは思わなかったからびっくりした。しかも、呪術……」

　思い出したら笑いが込み上げてきて、絢音と二人でしばらく笑い転げた。お腹が痛くなるまで笑うと、涙を拭ってテーブルを囲んだ。

「ゲームをしよう」

　涼夏がそう言いながら、緑色の小さな箱をテーブルに置いた。ナンジャモンジャというゲームで、カードに描かれた変な生き物に名前を付けるゲームらしい。涼夏がカードを切りながらルールの説明を始めた。

「山札から一枚めくって、初めて見るヤツだったら、名前を付ける。前に誰かが名前を付けたヤツだったら、その名前を言う。早く言った人がそれまでのカードをもらえる。お手付きしたら、取ったカードを一枚戻す。ルールはそれだけ」

　なるほど、ルールはとても簡単だ。やったことがあるのか聞いたら、今日のために買って、初めてやるという。持ち主のアドバンテージはなさそうだ。

　とりあえず持ち主の涼夏が一枚めくる。最初は当然名前がついていないので、ピンクの丸い生き物は「ピータ君」と名付けられた。

「ピンクだからピータ君」

　私がぶつぶつ呟いて覚えていると、絢音が二枚目のカードをめくった。そして、青色の四角い生き物を「大納言」と名付けて、涼夏が驚いたように身を乗り出した。

「これのどこが大納言？」

「慈愛に満ちた眼差しが」

「そもそも大納言ってなんだっけ？」

　奈都が私を見て聞いてきたが、上手く説明できなかったのでスルーした。

　ドキドキしながらカードをめくると、また新キャラだった。それに「アフロみどり」と名付けて、奈都が四枚目をめくる。見覚えのあるピンクの生き物が場に置かれた瞬間、涼夏が「ピータ君！」と叫んで、それまでの四枚のカードを持って行った。

　私が思わず「早っ！」と口走ると、涼夏は「名付け親だからね」と得意気に笑った。確かに、自分で命名したキャラなら取れるかもと思ったが、それから二周ほどして出てきた「アフロみどり」を、奈都にあっさりとかっさらわれた。名付け親でも全然カードが取れない。

「もう私は全神経を、奈都の『あしながおじさん』に集中させる」

　じっとカードの山を見つめながらそう言うと、名付け親は「どいつだっけ？」と軽やかに笑った。確かに、脚が長い生き物は三種類くらいいたが、どれだっただろう。見たら思い出すに違いない。

　ゲームを進めると、後半になって初めての生き物が出て来たり、同じような丸い生き物に翻弄されたりして、大いに盛り上がって終了した。一回目は絢音が二十五枚取って一位になり、涼夏がカードをまとめてシャッフルする。

「じゃあ、二回目ね」

　にんまりと笑う涼夏の顔を見て、私はこのゲームの醍醐味を理解した。二回目はまたすべての生き物がまったく別の名前になるのだ。この世界にはもう、「アフロみどり」も「ピータ君」も「大納言」もいない。

　二回目は絢音がいきなり、先程とは別の生き物を「あしながおじさん」と名付け、涼夏ももう「ピータ君」みたいな可愛い名前ではなく、「春の踊り子」や「さすらう豆腐」など、まったく意味のわからない名前を付け始めた。

　三回目になると、とうとう四人とも思い出せない事態になったり、一回目で付けた名前を叫んだり、場は混沌となった。一体どこで見つけたのか知らないが、これは面白い。

　結局六回ほど続けてやって、どうにか最後の最後で初勝利を収めた。

「やっと勝てた」

　ぐったりとテーブルに突っ伏すと、三回勝った絢音が髪を撫でて慰めてくれた。予想はしていたが、やはり記憶系のゲームは絢音が強かった。

　次のゲームをしようと言って、涼夏が今度は抽象的なイラストが描かれた大きなカードの束をテーブルに置いた。ディクシットという有名なゲームらしいが、私はもちろん、奈都も絢音も知らなかった。

「まあ、私も初めて知ったけどね。今日のために、色んなパーティーゲームを調べた」

　これもルールは簡単で、一人六枚カードを配り、親はその中から一枚、自分のカードにタイトルをつける。それぞれがそのタイトルにふさわしいと思うカードを裏向きに出して、親が自分の選んだカードと一緒にシャッフルして表にする。その四枚の中から、どれが親の選んだカードかを当てるゲームだ。

　ただ、簡単なタイトルをつけて、全員に当てられたら得点が入らない。逆に、誰にも当てられなくてもやはり得点がもらえない。適度に当てられるタイトルをつけなくてはいけないというわけだ。

「とりあえずやってみよう」

　涼夏がカードを配った後、『寂しい夜』と言ってカードを一枚裏向きに置いた。私は配られたカードから、一番『寂しい夜』っぽいカードを裏向きに出す。涼夏が四枚のカードをよく切って表向きに並べると、場になんとなく『寂しい夜』のような暗いカードが並んだ。

「この月のヤツは、いかにもそれっぽいから違うと思うな」

「このロウソクのだったら、私は涼夏のネーミングセンスに惚れる」

「この女の子のとか、寂しそう」

「千紗都っぽいね」

　みんなが思い思いに喋るのを、涼夏がにこにこしながら見つめる。私たちも、自分が出したカードは違うとわかっているから、それぞれ三枚から涼夏の選んだカードを推測する。

　結局、ロウソクに二票、女の子に一票入り、涼夏が残念そうに首を振った。涼夏の選んだのは月のカードだった。

　このゲームもまた、ナンジャモンジャに負けず劣らず面白かった。絢音が「旅の思い出」と名付けたら、どれも旅っぽくなかったり、奈都が「大地の怒り」と名付けたら、錨のカードが出されて爆笑したり、大いに盛り上がった。

　ゲームを二つやっただけで早くも夕方になり、涼夏が「そろそろ肉を焼くか」と言って立ち上がった。ここでもやはり、手伝いの申し出は断られたので、リビングでナンジャモンジャをもう一戦やって肉を待つ。

　ディナーはサラダとステーキ、付け合わせにジャガイモとニンジン、そして白いご飯にコーンポタージュ。ステーキだけだと言っていたが、十分豪勢だ。

「チサが涼夏と結婚したいの、わかるな」

　奈都が並べられた料理の写真を撮りながら、しみじみとそう言った。涼夏が「正妻はナッちゃんだから」と笑うと、奈都は慌てて手を振った。

「いや、別に嫉妬の類じゃなくて。私も涼夏と結婚したくなっただけ」

「待って。奈都には私がいるでしょ？」

　私が慌てて奈都の腕を掴むと、奈都は「昔の女だ」と切ない瞳で俯いた。

「おかしいから！　子宮にジンと来る台詞だったでしょ？」

「私の子宮には響かなかった」

「おかしいって。検診が必要なんじゃない？」

　身を乗り出して奈都の下腹部を撫でると、奈都が変な声を上げて顔を赤くした。可愛らしい反応だ。

　ステーキは抜群に美味しかった。涼夏は高い肉だからと謙遜したが、焼き方にもコツがあるに違いない。私なら焦がす自信がある。スープも絶賛したら、それは市販品を温めただけだと白い目で見られた。さすがに知っていた。

「包丁なんて、もう何年も持ってない」

　奈都が肉を頬張りながらそう言うと、絢音が静かに頷いた。

「私も。涼夏みたいに、包丁と一緒に寝たら料理が上手になるかな？」

　絢音が可愛らしい笑顔を向けたが、涼夏は冷静に手を振った。

「寝てないから。危ないから。野菜を切るところから始めて」

「私も涼夏と結婚するから、料理は任せたい」

「ダメだこいつ。千紗都は私が風邪で倒れたら、何か作ってね？」

　涼夏が泣きつくので、とりあえず頷いておいた。夏休みに何度か涼夏の料理教室に通った結果、私は料理に向いていないという結論に至ったが、確かに涼夏一人に押し付けるわけにはいかないので、継続して練習したいと思う。

　それにしても、涼夏は自然とみんなで一緒に暮らすイメージがあるらしい。否定されるのが怖くて言葉にしたことはないが、私もずっとその夢を持っている。涼夏とは具体的な話をしてもいいかもしれない。

　食事の終わりがけに噂の妹が帰ってきた。案の定、涼夏に似た可愛い子だったが、向こうも「お姉ちゃんの友達は美人ばっかりだな」とよく出来たことを言った。口調も似ていて思わず笑うと、涼夏が恥ずかしそうに妹を追いやった。

　食事を終えて部屋に戻ると、さすがにそろそろお暇いとまする時間だった。涼夏がベッドにごろんと寝転がって、満足した顔で言った。

「今日は楽しかった。これで私の九月は全部終わった」

「いや、まだ文化祭があるから」

　冷静に突っ込むと、涼夏が静かに首を振った。

「そのイベントは、まあいいや」

「良くないし！」

　思わず声を上げると、絢音がくすっと笑った。文化祭の準備は極めて順調だが、当日自分たちがどう楽しむかはまったく決めていない。涼夏と絢音とはもちろん、奈都とも一緒に回れたらと思うが、四人で行動するのは多すぎる。それぞれシフトもあるし、また考えようと言うと、涼夏が面倒くさそうに「任せたー」と投げてきた。私は小さく息を吐いて涼夏の寝転がる隣に腰を下ろした。

「手伝ってよ？　私は涼夏がいないと何も出来ない」

　なんとなくお腹を撫でると、滑らかな膨らみにドキドキした。子宮にジンと来る台詞を言ったつもりだったが、涼夏は「嘘つけ」と気のない返事をした。私が驚いて目を丸くすると、絢音と奈都がくすくす笑った。まあ、今日はいいだろう。なんだかんだと涼夏は手伝ってくれる。

　私も今日は楽しかった。次は文化祭だ。短い高校生活に、休んでいる暇なんてない。
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　文化祭まで一週間を切ると、いよいよ校内の空気も文化祭一色になってきた。ここに来てクラスの団結力も増し、私が率先してすることもなくなってきた。結局サイドメニューはドーナツを売ることにしたが、こちらはもう買ってあるし、賞味期限の短いドリンク類の手配も済んでいる。浴衣もすでに持ってきてもらい、サイズがないものは女子用に二着だけ安い浴衣を購入した。装飾の類も物は買ってあり、後は前日に飾り付けをするだけだ。

　そんなわけで、男子二人の許可も得た上で、一度絢音の練習を覗きに行くことにした。ドラムがないので、いつも古沼にあるスタジオを借りるか、ドラムなしでカラオケで練習しているらしい。豊山さんとは面識があるが、牧島さんは初めてだったので、引き合わされてすぐに挨拶を交わす。

「絢音の友達の野阪千紗都です。よろしく」

　余所行きの笑顔でペコリと会釈する。自分で友達だと言うのはいささか気が引けるが、絢音ならさすがに大丈夫だろう。牧島さんは私より拳二つほど高い位置から、元気な声で名前を言った。

「牧島さぎりです。野阪さん、噂はかねがね……」

「絢音が何か言ったの？」

「ううん。三組にすっごい可愛い子がいるって、春の時から話題になってた」

　そう言って、牧島さんがうっとりと目を細める。絢音がくすっと笑う横で、豊山さんが「さぎりもそっちか？」と肘でつついた。そっちとはどっちだろう。

「猪谷涼夏の間違いでは？」

「涼夏も可愛いね。うちの男子が二人くらい告白して轟沈したって」

　一体あの子は、高校に入ってから何人振ったのだろう。うちのクラスだけでも三人に告白されたと話していた。

　それにしても、牧島さんは涼夏とは呼び捨てで呼べる仲らしい。羨ましいとは思わないが、涼夏の交友関係の広さにただただ驚く。

「私は、もしかしたら女子ウケする顔なのかもしれない」

　上ノ水までの道を歩きながら、そんなことを言ってみる。高校に入ってから告白されたことがないというのは、聞く人によっては嫌味になるかもしれないのでやめておいた。私の言葉に絢音がいつもの顔で笑った。

「私は世界で一番好きだし、涼夏も同じことを言ってるね」

「野阪さんは近寄りがたさを感じる。あっ、とっつきにくいって意味じゃなくて！」

　豊山さんがそう言って、慌てて手を振った。近寄りがたいのはそう感じてくれて構わない。中学時代のトラウマもあって、私自身が意図的に他人と距離を置いている。

「うちのクラスだと男子にも人気があるけどね。野阪さんに近付く目的で奈都に話しかけた男子が、バトン部から総スカン食らってた」

「そっか。牧島さん、奈都と同じクラスだね」

「そう。一学期の時、席が近かったからすぐに仲良くなったよ」

「私と絢音と同じだ」

　言われてみると、奈都の口から牧島さんの名前が出るのを何度か聞いたことがある。ただ、私から話題を振らないこともあって、奈都はあまり私の知らない友達の話をしない。私に友達が少ないから、気を遣ってくれているのだろう。

「千紗都は莉絵の他にできた、私のユナ高で最初の友達だし、千紗都も私が、ナツ以外にできた最初の友達なんじゃないかな」

　絢音がにこにこしながらそう付け加えた。ずっと隣にいるが、さすがに今日は手は繋いでいない。絢音とも涼夏ともいつも手を繋いで歩いているので、なんだかとても落ち着かない。

　豊山さんと牧島さんは、LemonPoundのステージをきっかけに友達になったと聞いた。その時の話を聞きながら駅まで歩いて、イエローラインで古沼に移動する。スタジオは部屋料金だったので、私も払おうとしたら断られた。元より長居するつもりはなかったので、少ししたら帰ると言うと、絢音が「退屈じゃなかったらいつまででもいいよ」と微笑んだ。絢音は友達だからそうかもしれないが、後の二人がどうかはわからない。

　ドラムとキーボードはレンタルで、絢音はずっと背負っていたギターを下ろしてアンプに繋いだ。

「本番はリハーサルとかないわけだし、本番のつもりでいきなり演奏しよう」

　絢音が軽いタッチでそう言うと、後の二人が神妙な顔で頷いた。自然と絢音がリーダーになっている。随分前に絢音が、私のことを自然と他人に合わせられると言っていたが、絢音こそこうして強いリーダーシップを発揮できる。あの時はまだ、絢音がバンドをしていたことなど知らなかった。

　軽快なギターとキーボードのメロディーで始まった曲を私は知らなかったが、明るくて爽やかなサウンドだった。歌は可愛らしくて、絢音が聴いたこともない媚びた声で歌う。色んな声の出せる子だ。

　終わった後、何の曲か聞いたら、一昔前に流行った軽音部を舞台にしたアニメの劇中曲だという。私はそっち方面に疎いので素直に感心していると、牧島さんが意外そうに眉を上げた。

「野阪さん、奈都の友達だから、アニメとか好きなのかと思った」

　そう言う牧島さんは割とオタク寄りらしく、それもあって奈都と意気投合したらしい。私は単に中学の時に部活が同じだっただけで、趣味が被っているわけではない。そんなことを話すと、牧島さんは「そうなんだね」と綺麗な相槌を打った。

「今日はこのままリハのつもりで、全曲通そうか」

　絢音が笑いながらそう言って、メンバー二人が悲鳴を上げた。なかなか厳しいリーダーのようだ。私は部屋の壁にもたれて三人の演奏に耳を傾けた。曲が終わるごとに意見を求められるが、専門的なことは何もわからない。ただ、絢音のギターも豊山さんのドラムも、サマセミで見た時同様、上手だし、牧島さんのキーボードもどうやって指が動いているのか不思議なほど軽やかだ。

　四曲通して聴いてから、私は練習の邪魔になるといけないので帰ることにした。絢音も引き止めずに「また明日」と手を振った。スタジオを出て顔を上げると、まだ空が青かった。日の入りまで一時間以上ある。学校に戻る手もあるが、最近ずっと忙しかったので、家に帰ってのんびりすることにした。

　電車に乗って、先程の絢音の演奏を思い出す。涼夏の料理もそうだが、みんな何かしら特技と呼べるものを持っている。私も好きなことくらいあるが、他人に披露できるようなものはない。別にそれでもいいと思っているが、誇れるものも自分らしさもないと、絢音や涼夏と対等でいられなくなるのではないかと不安になる。友達とはそういうものではないと二人は言うだろうが、実際のところ意識や容姿、学力や経済状況に大きな開きがあると、友情を継続するのは難しい。

　高校生の内はいい。大学に入った時、もし離れ離れになっても友達でいられるだろうか。それよりも、来年クラス替えで別のクラスになってしまったら、それでも二人は私と一緒に帰ってくれるだろうか。豊山さんも牧島さんも帰宅部である。もし絢音がバンドを続けて、二人と同じクラスになったら、もう私と一緒に帰ることもなくなってしまうのではないか。

　電車の窓に映る自分が、憂鬱そうにため息をつく。クラス替え、進学、就職。少しずつそういうことも考えていかなくてはいけない。二人には気が早いと笑われるかもしれない。ただ私には、環境以外に二人を繋ぎ止められる自信が何もないのだ。




　文化祭の前日は半日授業で、午後からは各クラス、一斉に文化祭の準備を始めた。外では模擬店などのテントが用意されている。大半が部活のもので、うちのクラスからもたくさんの子が部活の手伝いに行ってしまった。それも計画通りだ。全員いても邪魔になるだけである。

「なんだかんだとここまで来たな」

　教室の外に店名を書いた紙を貼っていると、川波君がやってきてしみじみと呟いた。ほとんどひと月、毎日放課後一緒にいて、何度も一緒に帰って、たくさん話をしてなお、私はまったく友情が芽生えていないが、川波君の方は大丈夫だろうか。

「終わるもんだね。まあ、私はあんまり何もしてないけど」

「いや、実作業も頑張ってくれたし、何より野阪さんはいてくれるだけで力になる」

　なかなかナンパな台詞だ。可愛い女の子は見ているだけで幸せになれる。要するにそういう意味だろうが、そういう目で見られることを喜ばない女子も多い。

「それは人によっては反感を買う台詞だから気を付けてね」

　そう忠告したら、川波君は軽やかに笑った。

「相手は選んでるよ。野阪さんは怒らないでしょ」

　確かに、私は別に怒りもなければ喜びもない。極めてどうでもいいが、川波君は私にそっけなくされるのが好きなのだろうか。マゾだな。

「野阪さん、今日、前夜祭はどうするの？」

　隣で貼るのを手伝いながら、川波君がさらっとそう言った。もちろんそれが本題だろう。

　前夜祭とは、今日の十七時から中庭の小ステージで行われるイベントで、有志がダンスやライブで文化祭を盛り上げようというものだ。当日は一般客もおり、羽目を外しすぎないよう言われているので、ユナ高の生徒だけで行われる前夜祭は、文化祭の中で一番盛り上がるとも言われている。

　もちろん、文化祭自体を楽しみにしていた私は見に行くつもりだったが、涼夏はどうしてもバイトが抜けられなかったと言って、泣きながら帰ってしまい、装飾班のリーダーである絢音も、終わり次第バンドメンバーと合流すると言っていた。奈都は言うまでもなく部活の仲間と一緒である。

　私が腕を組んで目を閉じると、川波君が強張った声で言った。

「よかったら一緒に行かない？」

「まあ、そういう誘いだろうとは思ったけど、もうちょっと普通にして」

　呆れたようにそう言うと、川波君が大きく息を吐いた。こっちにまで緊張が伝わってくるが、別に行くと言ったところで、特別な関係になるわけでもない。単に中庭まで一緒に行って、同じものを見て解散するだけだ。

「一人で見るよりはましか」

　大きくため息をつくと、川波君が全力で頷いた。

「そう思う。俺もそうだ」

「わかったから。江塚君は？　私は他に誰かいた方が嬉しいけど」

「俺は嬉しくない」

「私、準備の最中に、川波君と付き合ってるのかって、三人くらいから言われたんだけど」

　げんなりしながらそう言うと、川波君は困ったように苦笑いを浮かべた。

「まあ、みんなそういうの好きだよな」

「私のことが好きなら、私に断らせないでね？　次の席替えまで無視し合う関係なんて、川波君も嫌でしょ？」

　念のため、もう一度牽制しておくと、川波君は照れたように顔を赤くしてそっぽを向いた。

「キミは本当に男子の扱いに慣れてるね」

「人聞きの悪いこと言わないで。興味が無いだけ」

　店名を貼り終えたので、テープを持って教室に戻った。店内はすっかり喫茶店の様相で、なかなかに夏の色合いだ。浴衣に合うかと言われるとなんとも言えないが、テーマ性があるのは大事だろう。

　他の子に指示していた絢音を捕まえて教室の隅に連れて行き、一応前夜祭に川波君と行くことを伝えると、絢音はしばらく呆然と立ち尽くしてから、震える手で私の袖を掴んだ。

「私も涼夏も、千紗都を見捨てたわけじゃない……」

「いや、知ってるけど」

　何が始まったのか、不思議に思って見つめると、絢音は無念そうに首を振った。

「私、莉絵とさぎりんに断ってくる！」

「いや、バンドを優先して。今日までの私の我慢が無駄になる」

「その我慢の行き着く先が、男子と二人で前夜祭なんて……。私、涼夏に合わせる顔がない！」

　絢音が両手で顔を覆って、めそめそと嘘泣きを始めた。この茶番は何だろう。とりあえずわしわしと頭を撫でて慰めると、再び作業に戻った。

　店のすべての飾り付けを終えて、残っているメンバーで、朝の搬入の段取りとシフトを確認した。最後に円陣を組んで「頑張ろー！」と青春っぽいことをしたら、少しだけ胸が熱くなった。今さらながら、無駄にした中学時代を惜しむ気持ちが湧いてくる。あの時、あの男子が告白して来なければ、私は三年間バドミントン部で楽しく過ごせたかもしれない。

　たらればを言っても仕方ない。他人の行動は強制できない。せめて川波君は同じ轍を踏まないでほしいと願いながら、二人で中庭に向かった。まだ明るいが、ライブガチ勢がペンライトを持って騒いでいる。前の方はもみくちゃになりそうだったので、少し離れた場所からステージに目をやると、川波君が可笑しそうに笑って私の顔を覗き込んだ。

「楽しそうだね」

「楽しみだから来たんだけど」

「野阪さんと猪谷さんの印象が逆だった。最初、西畑にしはたさんを巻き込まないために手を挙げたのかと思ったけど、キミは文化祭が好きなんだね」

　あの日の理由も裏の事情も、もちろん男子には一言も話していないが、さすがにこれだけ長くいれば気付くだろう。手を挙げたのは絢音のためだが、文化祭は楽しみだった。はっきりそう言うと、川波君は「それはいいことだ」と偉そうに言った。

　やがて時間になって、テンション高めの司会の男女がステージに上がった。最初は二年の男子グループがダンスを披露して、同じく二年の女子グループがアイドルソングに合わせて踊る。ダンス部でもなく、ただの同じ学年の有志の集まりだが、なかなかキレがあって見応えがある。

　音源に合わせてカラオケも披露され、疾走感のある曲の連続に、だんだんと会場が湧いてきた。友達がステージにいるか、あるいは友達と一緒にいたら私も声くらい出したかもしれないが、男子と一緒なのであまりはっちゃけるのは止めておいた。

　結局開始から二時間、前夜祭を最後まで楽しんで校門をくぐる。周りにいるのはみんな、前夜祭を楽しんだ生徒たちばかりで、路上でもやかましく騒いでいる。苦情が来るほど遅い時間ではないが、大丈夫だろうか。

　何を話すでもなく歩いていると、川波君が「どうだった？」と聞いてきた。

「よかったよ。できれば涼夏や絢音と見たかったけど、まあしょうがない」

「お役に立てず」

「一人よりはまし。ありがとう」

　一応お礼を言うと、川波君が感極まったように体を震わせた。

「野阪さんにお礼を言われた！」

「いや、お礼くらい言うから！」

「そういう意味じゃない」

　くだらないことを話しながら上ノ水まで歩いて電車に乗る。一人になってぼんやりと明日のことを考えていたらスマホが震えた。見ると涼夏からだったので、ひとまず切ってメッセージを送る。

　家の最寄り駅で降りてかけ直すと、涼夏が泣きそうな声を上げた。

『千紗都！』

「どうしたの？」

『前夜祭、川波君と二人で見たって！』

「あー」

　どうやら早速絢音から情報が共有されたらしい。別に何もなかったから安心してと告げると、涼夏が悲しそうな声で言った。

『それ自体がもう、何かあった後だから。事後だから！』

「事後とか言うな。川波君には、希望は無いって何回も言ってるから大丈夫だよ」

『私は心を鬼にして、もう一度千紗都の頬を叩かなくちゃいけない』

「やめて。何もないから！」

『今度ホームルームで、全員の前で千紗都とキスする！　私たちは付き合ってるって宣言する！』

「大丈夫だから！　ちょっと落ち着け！」

　私は呆れながらため息をついた。涼夏は男子の友達も多いし、絢音だって男子と一緒にバンドをやっていた。にもかかわらず、私ばかりこんなに心配されるのは、やはり隙があるように見えるのだろうか。

　スマホの向こうで、涼夏が嘘泣きしながら喚わめいている。もう何を言っても子宮には響きそうになかったので、諦めて適当に謝っておいた。心配してくれるのは有り難いが、そもそも前夜祭というイベントを前に、部長を一人ぼっちにした部員の責任はもっと追及されるべきである。罰として、明日はしっかりと私の相手をしてもらおう。




　　九




　ユナ高の文化祭は土日二日間に渡って行われ、両日とも十時から十五時まで一般客を迎え入れる。隣の仁町ふたまちなどは女子高ということもあってチケット制らしいが、ユナ高では誰でも参加することができるし、むしろウェルカムで人を呼び込んでいる。活気こそ正義。生徒会室に行った時、先輩がそんなことを言っていた。

　朝の八時に一度先生も含めて全員集まり、注意事項も含めて点呼を取ることになっていたが、私は七時過ぎには学校に着いていた。江塚君と川波君は私より先に来ていて、少ししてから涼夏もやってきた。他にも何人か、搬入担当や家の近い子、楽しみにしている子、部活がある子たちがいて、段取りを確認したり、文化祭がいかに楽しみかという雑談を交わした。

　私は今日はほとんど涼夏と一緒にいる予定になっている。午前中はカフェの宣伝をぶら提げながら外をウロウロして、カフェが一番忙しくなりそうな昼の時間帯に浴衣で店番をする。私は接客には向いていないと強く訴えたが、可愛さこそ正義という謎の理屈で押し切られた。

　絢音のステージは十四時からなので、奈都と合流して三人で見に行くことにしている。ちなみに今日は奈都は午前中は模擬店にいて、バトン部の演技は明日の午前になっている。それは絢音と涼夏と三人で行けるよう、シフトを組んである。

　私がドーナツを準備していると、すぐそこで涼夏が川波君と不穏な会話をしていた。

「そういえば、昨日の千紗都のレンタル代をもらってないや。三千円ね」

「何それ！」

「前夜祭、一緒に見たんでしょ？　川波君は友達だけど、お金のことはきっちりしなくちゃね」

「美人局つつもたせかよ！」

「難しい言葉を知ってるね。そういうのは、ちゃんと事務所を通してもらわないと困るんだよね」

　涼夏がお金を要求するように、手の平を上にして指を動かす。口調も表情も笑っているので冗談だろうが、若干牽制の意図もあるのかもしれない。私にも分け前があるかと期待して見ていたが、残念ながらお金の受け渡しは行われなかった。

　八時からの点呼が終わると、私は段ボールとビニール紐で作ったカフェの呼び込みボードを首から提げた。前にも後ろにも宣伝が書いてある優れ物だ。よく文化祭や学園祭の写真で見るので、秘かに楽しみにしていたのだが、喜んでいる私を見て絢音が残念そうにため息をついた。

「千紗都の可視部分が減った。可愛くない」

「午前中はこれをつけて練り歩くから」

「胸部を隠すなんて、戦闘力の半分を放棄したようなものだよ」

　今日も絢音は頭がおかしい。昼からステージがあるが、全然緊張していないようで何よりである。

　涼夏は教室に作った簡易更衣室でマイ浴衣に着替えると、袖を広げて微笑んだ。超絶に可愛い。足元は歩きやすいようにスニーカーを履いている。

「涼夏と野阪さんが宣伝してくれたらもう、繁盛間違いなしだね」

「でも、呼び込みの女の子は可愛かったのに、店に入ったら微妙とか思われたら」

「それだ！　二人とも、自分たちのシフトを言いながら宣伝してね」

　クラスの女子が好き勝手言うのを、涼夏が軽やかにいなす。このひと月でたくさんクラスメイトと話したが、まだこういう振りには上手く返せない。とりあえず曖昧に笑っておいた。

　一般開放は十時からだが、文化祭は九時から始まる。その前から校舎にも校庭にも声が溢れて賑やかだったが、お金のやりとりは九時から十六時と決められている。

　涼夏と二人でグラウンドに出ると、日差しの眩しさに思わず目を細めた。天気には恵まれて、両日とも快晴の予報。暑くなるそうだから、みんな疲れてカフェに来てくれたらと思う。

「とりあえず敵情視察だ」

　涼夏が嬉しそうにそう言って、模擬店のテントを眺めながら歩き始めた。バトン部のテントにも寄ってみたが、奈都はいなかった。クラスの方を手伝っているのかもしれない。

　ちなみに奈都のクラスは、射的と輪投げをやるらしい。せっかくなので奈都のいる時間に行って挑戦したいと思う。

　九時になったのか、スピーカーから音楽が流れて、文化祭の開催のアナウンスとともに拍手が起きた。ステージの方から早速声が聴こえてきて、模擬店もにわかに活気づく。

　一般開放が始まる前にと言って、涼夏が校舎に戻って二年生がやっている占いの館にやってきた。涼夏との付き合いももう半年になるが、涼夏の口から占いの類の話題を聞いたことがない。好きなのだろうか。

　一回三百円。中に案内されると、各ブース、暗幕で仕切られていて、少しアロマの香りがした。ヒーリングミュージックが流れ、机二つ分のテーブルには暗い色の布が敷かれて、ほの暗い照明が灯っている。真っ黒な服を着た女子の先輩に促されるまま椅子に座ると、涼夏が明るい笑顔を浮かべて言った。

「この子との相性を占ってください」

「友情的な？」

「愛情的な」

「なるほど」

　何がなるほどなのかわからないが、占い師の先輩は深く頷いてタロットカードをテーブルに広げた。黙って見つめていると、先輩はぽそりと「名前は？」と尋ねた。

「私は涼夏です。この子は千紗都」

「涼夏さんと千紗都さん。一年生ね。今日はカフェをやってる」

「わかりますか」

「書いてあるからね」

　先輩がからかうようにそう言ってから、カードをまとめて三つの山を作った。そして、ゆっくりとそれぞれの山から一枚ずつ表向きに並べる。カードには文字が書かれていたので、目で読むと、一枚目はTHE LOVERS、二枚目はQUEEN of WANDS、そして三枚目はTHE MOONだった。先輩は「大アルカナ二枚にワンドクイーンか」と呟いてから、静かに呼吸してじっとカードを見つめた。

　カードのことはまるでわからないが、なんとなくとても明るい結果に思える。恋人のカードなど、いかにも良さそうだ。チラリと隣を窺うと、涼夏も先輩と同じようにじっとカードを見つめていた。占いというものを初めてやるが、なかなか雰囲気がある。

「カードから、何を感じますか？」

　不意に先輩がそう言って顔を上げた。涼夏がカードを見つめたまま答えた。

「この月のカードのザリガニがなんか怖いのと、このこっちを見てる黒猫が不吉な感じ。恋人のカードのおっぱいがエッチ」

　言われてみると、確かに黒猫がこっちを見ている。存在すら気付かなかった。私も聞かれたので、それぞれのカードの印象を話した。

「全体的に黄色くて明るい感じがするのと、この向日葵がいいと思います。月のカードも、よく見ると確かに不吉な感じはしますけど、第一印象は静かな感じでした」

「同じカードなのに、随分印象が違うねぇ」

　涼夏がふふんと笑う。先輩はもう一度カードに視線を戻して、指で軽くカードに触れた。

「今持った印象は大事にしてもらいながら、カードの持つ意味と私の解釈を話すと、二人の相性はいいと考えます。恋人もワンドクイーンも恋愛的にポジティブなカードです。ただ、月は不安や迷い、不信や裏切りの意味があります。スプレッドはシンプルに時系列にしています。ですから、これまでの安定から、少し迷いが生じていくことを示唆しさしています」

　先輩の言葉に涼夏が大きく頷く。カードの意味自体はあまりいい兆候ではないが、先輩は私の解釈やインスピレーションは、不安を感じるに値しないと言った。逆に涼夏は、何かしらの不安を今抱いている状態だが、相手、つまり私の心の動きを考えると、素直にそれを話すことが問題の解決に繋がるとアドバイスした。

　その他にもいくつか解釈を聞かせてもらって、お礼を言って廊下に出た。一気に賑やかで明るい文化祭に引き戻されたが、心には不思議な静けさと高揚感がある。

「占いって初めてしたけど、結構面白かったね」

　そう言って笑いかけると、涼夏は私を見て、「うん」と大人しく頷いた。何やらぼんやりした顔をしている。まだスピリチュアルな世界から戻らないのか、占いの結果に何か思うところがあるのか。

「涼夏、私との恋愛に何か不安があるの？」

　面白おかしくそう聞いてみた。そもそも、私たちはいつから恋愛しているのかわからないが、とりあえず今はそういう設定にしておこう。前提を否定したら占い自体に意味がなくなってしまう。

　涼夏は私の顔を見て何やら得意気に笑うと、ギュッと手を握った。

「まあ、男子と二人で前夜祭とか行くし、危なっかしい子だとは思うよ」

「だからそれは、一人よりはましかなって程度の話で」

「私なら男子と行くくらいなら、一人で見に行く」

「もう、わかったから。ごめんって」

　私が謝ると、涼夏は曖昧に微笑んだ。何かしら不安を抱いているのが真実だとしたら、私の昨日みたいな言動が涼夏を不安にさせているのか。それとも、それは冗談で言っているだけでまったく気にしておらず、もっと別のことで不安を抱いているのか。

「千紗都の方は、特に私との恋愛に不安を抱いてないみたいで安心した。占いによると」

　涼夏がそう言って、満足そうに頷く。私は慌てて首を振った。

「いや、このままでいいのかなとか、私も色々考えてるよ。二人と違って、私って何もないし」

「それは恋愛の悩みとは違う」

「何もないから、愛想を尽かされないかなとか」

「私は千紗都が何もないとは思ってないし、もしそうだとしても、今大丈夫なんだから何も問題ない」

　涼夏はきっぱりとそう言って笑った。そう言ってもらえるのは嬉しいが、その言葉に甘えていいのだろうか。私自身が変わりたい気持ちもある。逆に二人は、私が変わることを望んでいないかもしれない。

　またそういうことも相談していこう。占いの先輩が言っていた通り、私たちは素直に話すのが一番だ。ひとまず今は文化祭だ。悩んでいる暇はない。




　それからいくつか展示を見て、一度自分たちの教室を覗くと、客が三組ほど入っていて胸を撫で下ろした。まったく誰もいなかったらどうしようと、少し心配していた。丁度店番をしていた絢音に手を振ってから、奈都のクラスに行く。こちらも丁度奈都がいたので、挨拶をしがてらゲームを楽しんだ。

　また後でと言って別れてから、自分たちの教室に戻る。そろそろ店番をしなくてはいけない。絢音に聞いたら、客の入りは上々とのこと。入れ替わりで浴衣を着ると、絢音の温もりが残っていた。

「占い、面白かったよ。明日、絢音も千紗都と行ってくるといいよ」

　涼夏が笑いながら、私にエプロンを渡した。涼夏は自分の浴衣なのでそのままだが、人のを借りる時は汚さないようにエプロンをつけることになっている。

「何を占ってもらったの？」

　絢音がワクワクした顔で聞くと、涼夏がにんまりと笑って答えた。

「恋愛。まあまあ良かったよ。恋人たちっていう、いかにもいいカードとか出たし」

「面白そうだね。私も明日行ってみようかな」

　そう言いながら、制服に着替えた絢音がギターを背負う。次に会うのはステージでと、軽くハイタッチして背中を見送ると、すぐにフロアに入った。

　接客は得意ではないが、夏にカラオケでバイトしたおかげで、多少は初対面や丁寧な口調のやり取りにも慣れた。もっとも、涼夏と比べるとやはりぎこちない。

　丁度お昼時でお客さんもたくさん入り、慌ただしくドーナツを運んでいたら、あっという間に一時間が過ぎた。シフトは一時間ずつ五人体制で回している。自分で作っておいて何だが、全員が両日やるよりも、二時間ずつ、どちらかの日にした方が良かったかもしれない。同じシフトの子に意見を聞くと、「二時間もやったら死ぬ」とげんなりした顔で言われた。

　後から涼夏にも聞くと、「私は慣れてるから」と笑って、二時間制をプッシュした。確かに、バイト経験の有無によって差が出そうだ。

　涼夏が先程更衣室で撮った浴衣のツーショット写真を壁紙にして、自慢するように私に見せてきた。今日は私もメイクしてきているので、釣り合いは取れている。そうは思いつつ、敢えて「顔面処刑だ」と肩を落とすと、涼夏が「どっちが？」と首を傾げた。

「私に決まってるでしょ？」

　冷静に突っ込むと、涼夏はじっとスマホに視線を落としてから、困ったように顔を上げた。

「目が悪いの？」

「いやいや！」

　大袈裟な動きで手を振ると、涼夏はくすっと笑って私の手を取った。

　教室を出てグラウンドに向かう。私は、絢音の言うところの胸の戦闘力も回復したし、涼夏も制服に着替えた。涼夏の浴衣は、今頃クラスの子が着ているだろう。

「千紗都が制服でメイクしてるの珍しいから、今日はたくさん写真を撮っておこう」

　そう言って、涼夏が校舎の入口のアーチの前で記念写真を撮った。浴衣のとどっちがいいか聞かれたので、浴衣をプッシュした。私はともかく、制服姿の涼夏はレア度が低い。

　バトン部の屋台で奈都と合流して、せっかくなのでポテトを買った。文化祭はどうかと聞くと、いくつか回ったところを教えてくれた。涼夏が一番初めに投げやり気味に提案していた謎解きを実際にやっているクラスが二つほどあって、友達と挑戦しているらしい。二日かけてのんびりやると言って、用紙を見せてくれた。厚手の紙に雰囲気のあるイラストが描かれていて、なかなか凝っている。

「そっちは？」

　奈都が爽やかに微笑む。涼夏が特段隠すこともなく占いの館で恋愛運を見てもらったと言って、奈都にも勧めた。あまり顔に出していないが、よほど楽しかったらしい。私も楽しかったから、タロットでも始めてみようかと呟くと、涼夏は「似合うよ」と微笑んだ。奈都は曖昧に笑って、心配そうに私を見た。

「占いはハマると依存しちゃって、自分で決められなくなるって聞くから、たまにやるくらいの方がいいよ」

「それはそうかも知れんね」

　涼夏がなるほどと頷く。確かに、迷うたびにタロットカードに頼っていたら、判断力を失いそうだ。趣味としては面白そうだったが、少し考えよう。

　タロットの話をしながらステージに移動する。もうじき十月だというのに、今日は灼熱の炎天下だ。ステージ上では、絢音たちのひと組前のバンドが演奏している。ドラムを共用で使うため、今日は終了時間までずっとバンドタイムだ。

　絢音の出番まで残り十分。シフトを終えて着替えて、写真を撮りながら校舎を出て、奈都と合流してポテトを食べて、少しお喋りしたらもうこんな時間だ。

「文化祭、慌ただしいなぁ」

　小さく息を吐くと、「充実してる証拠だねぇ」と涼夏が陽気に笑った。一分一秒が鉛のように重たく感じた中二の文化祭とは大違いだ。中二の時も中三の時も、奈都は私の相手をしてくれなかった。恨みがましい目で見ると、奈都が慌てた様子で手を振った。

「な、何？　なんで急に睨まれた？」

「奈都は私への愛情が足りない」

「待って！　今、どういう経路を辿ってそうなったの!?」

　奈都が悲鳴を上げる。それを見て、涼夏が可笑しそうにお腹を押さえた。

「千紗都の謎思考は、ナッちゃんに対してもなんだね」

　バンドの演奏が終わって、パラパラと拍手が起こる。絢音たち目当ての観客は多くないが、絢音はきっと、私たち三人がいれば満足だろう。

　絢音の演奏を初めて聴く奈都が、ハラハラした様子でステージを見つめている。奈都が少しでも楽しんでくれたら嬉しい。そう願いながら、私も期待の眼差しで顔を上げた。




　　十




　我らが西畑絢音が、旧友豊山莉絵と、同級生牧島さぎりの三人で作った新しいバンドは、Prime Yellowsという。絢音が作ったというと語弊があるが、豊山さんが声をかけて結成されたPrime Yellowsは、やはりセンターボーカルの絢音がリーダーを務めている。手を引かれるのが好きな子だが、やろうと思えばなんだって出来るのだ。

　司会の紹介でステージに上がった三人は、少し音を出してから、挨拶無しで演奏を始めた。サマセミの時はベースの男子がやや内輪ノリのＭＣから入ったが、絢音はこういうのが好きなのだろう。

　一曲目はアニメの劇中曲で、私はスタジオで絢音に教えてもらうまで知らなかったが、アニメ好きの奈都はもちろん、周りにも知っている人がたくさんいた。涼夏ですら聴いたことがあるというので、私が疎すぎるのだろう。

　絢音が圧倒的な歌唱力を披露して、拍手をもらってマイクを取った。

「初めまして、Prime Yellowsです。一年です。私は三組で、ドラムの莉絵は四組、さぎりは一組です」

　手で後ろの二人を紹介してから、歌った曲とそれにまつわるエピソードを話す。隣を見ると、奈都が興奮した様子でステージを見つめていた。

「アヤ、すごいね。さぎりもすごいね」

　語彙が欠落したように、奈都がすごいすごいと歓喜の呟きを漏らす。私はくすっと笑った。

「絢音はすごいよ」

　誇らしげにそう答えると、チクリと胸が痛んだ。どうもここのところ、友達の立派な姿を見ると、置いていかれたような気持ちになる。涼夏と絢音とは対等でありたいという、それ以外の感情はない。ただ、対等でなければ捨てられるような不安がある。涼夏と絢音は、中学の時にいた軽薄な友達とは違う。頭ではわかっているが、これはもう私のトラウマだろう。

　可愛らしいアニソンから一転、ロック調のカッコイイ曲で沸かせ、有名なポップスを歌う。ＭＣは午前の文化祭の話をして、最後にはちゃっかりとそれぞれのクラスの宣伝をした。私がスタジオで聴いたより一曲多い五曲を披露してステージを降りる。

　惜しみない拍手を贈ってからステージを後にすると、奈都が感動冷めやらぬ様子で言った。

「アヤがあんなにすごいなんて思わなかった。わかった。私はチサを許す」

　突然許されて、私は思わず目を丸くした。さしもの涼夏も驚いたように奈都を見て、首を傾げた。奈都は説明が必要と感じたのか、笑いながら手を広げた。

「ほら、夏にチサが私の予定を蹴って、アヤを優先して喧嘩になったじゃん？　あの演奏ならしょうがないかなって思った」

「いや、待って。私、許されてなかったの？　今日まで？」

　思わず奈都の腕を掴むと、涼夏が口元を押さえて肩を震わせた。笑い事ではない。

　夏休みに入る直前、私は奈都のバトンの演技を見に行く予定をキャンセルして、絢音のバンド演奏を優先した。その結果、奈都と付き合い史上、最も険悪な状態に陥ったが、結局奈都が折れて仲直りした。私の中では完全に過去の出来事になっていたが、奈都は心のどこかでずっと引っかかっていたのだろうか。

　私が奈都の腕をギュッと掴んでそう聞くと、奈都は苦笑いを浮かべて頭を掻いた。

「いや、別に全然気にしてないけど、アヤの演奏はどんなもんなんだろうって、今日はそういう意味でも楽しみだった」

「今明かされる真実」

　涼夏が嬉しそうにそう言って、いたずらっぽく笑った。

「だから、笑い事じゃないから！」

「いやー、あの時、ナッちゃんがなんで許したんだろうって、帰宅部でも話題になってさぁ」

　涼夏が気楽な調子でそう言うと、奈都が呆れたように肩をすくめた。

「だってあの時、チサ、『私はもう謝ったから、許してくれないならおしまいだね』みたいな感じだったから」

「そりゃ、千紗都が悪いね」

「うん。チサが悪い」

　二人が意気投合して、ケラケラと笑う。これは単にからかっているだけだろうか。それとも涼夏は、奈都の味方をすることで、奈都の気持ちに寄り添おうとしているのだろうか。

　部活に戻るという奈都を呼び止めて、人目につかないようにそっとキスをした。奈都は顔を赤くしながら、「大丈夫なのに」と子供のように頬を膨らませた。とても可愛い。

　奈都と別れると、涼夏がもう一度笑った。

「それにしても、さっきのは面白かった。ナッちゃん、なかなか根に持つねぇ」

「いや、本当に笑い事じゃないし！」

「大丈夫だよ。第三者的に見て、あれはただの冗談。そう聞こえなかったのは、千紗都に後ろめたい気持ちがあるからだよ」

「だといいけど」

　元々奈都とは時々喧嘩をするが、出来ることなら平穏に過ごしたい。もっとも、時々喧嘩をするからこそ、別に大丈夫かと思えるのもまた確かだが。




　文化祭初日も残り一時間ちょっととなった。教室に戻ると何故かシフトの子が来ていない上、有り難いことになかなか繁盛していてヘルプを頼まれた。涼夏が「しょうがないなぁ」と言いながら、空いていたマイ浴衣に着替えたので、私も制服のまま裏方を手伝った。

　文化祭初日が終わると、集まれる人だけ集まって今日の反省会をする。会計係が収支を報告すると、計画よりだいぶ多くて、みんながわぁと歓声を上げた。たくさん売れるのはいいことだ。一歩離れたところで頷いていたら、江塚君が冷静に言った。

「明日の食材は大丈夫？」

　なるほど、用意した分を売り切ればいいというものではない。残らないに越したことはないが、余った食材は三十人もいれば誰かしら欲しがるだろう。文化祭の最後まで店を継続できるのが第一だ。

　計算してみたら、今日と同じ売れ行きだと明日の十三時前には尽きることがわかった。それに、土曜日より日曜日の方がお客さんも多いだろう。急遽仕入係が食材を調達することになった。その分を差し引いたお金は先生に預かってもらう。

　各自、自分たちのシフトの最中にあったトラブルの報告をしてもらうと、お客さんとのトラブルはほとんどないようだった。それよりも、予定の時間に来なかったり、そもそも休んだ仲間に対する不満が上がった。

　こればかりはしょうがない。浴衣カフェに乗り気じゃない子もいたし、そもそも文化祭自体に消極的な子だっていた。実際に、今日学校に来なかった子もいる。私自身が中三の時、文化祭に行かなかったし、クラスの子にも迷惑をかけたから、彼らの気持ちはよくわかる。

　大人の集まる会社ならともかく、三十人以上の若い子が、全員同じ方向を向いて、同じ熱意で活動をするのは不可能だ。それなら、文化祭を楽しめる人間だけで楽しめばいい。そう思うが、そう言ったらモメるだろうか。

「どうしよう」

　近くにいた川波君に、上目遣いで聞いてみた。実際には、お前がなんとかしろという圧力だが、川波君は無事に私の意図を汲み取って仲裁役を買って出てくれた。もっとも、愚痴を言っているメンバーに共感して、今ここにいない子に非難が集まる仲裁方法だったので少しモヤっとしたが、これ以上こじれるのは嫌だったので黙っていた。

　難しい顔で立っていたら、涼夏がにんまりと笑って背中を叩いた。

「ドンマイ」

　涼夏は、私が中三の時に文化祭に行かなかったことを知っている。当然、今私が考えていることもお見通しだろう。

「みんな、事情があるんだよ」

「その事情は、事前に解決できないからって、当日みんなに迷惑をかけていいものかい？」

　涼夏が楽しそうにそう言って、私の目を覗き込んだ。確かに、本来であれば事前に相談して、解決しておくべきことである。シフトが決まった時にノーと言わなかった以上、正当な理由もなく当日来ないのはフェアではない。

　ただそれは、強者の理論だ。そんな主張やコミュニケーションができる子なら、そもそもこういう事態になっていない。

「それはそうだね」

　言っても平行線を辿るだけだ。適当に相槌を打って話を逸らせると、涼夏は不機嫌そうに眉根を寄せて、私の頬を両手で挟んだ。

「その、納得してないけど話を終わらせるのはやめてって言ったはずだけど」

「いや、別に私たちのことじゃないし、どうでもいいかなって」

「でも千紗都は、来なかった子に過去の自分を重ねてる」

「来なかった子が悪いよ。それでも、せめて私だけでも味方してあげたいっていう、ささやかな優しさ」

　中三の文化祭の後、誰も私を責めなかった。わだかまりが生じるほど、誰とも親しくなかった。高校生になってもそういうことはあって、きっとそれはどこまで行ってもあるのだろう。

　帰り道、絢音と三人で歩きながらそんな話をすると、涼夏は満足そうに頷いた。

「人がわかり合うのは難しい。せめて私たちは仲良くしよう。とにかく、思ったことは話そう。占いでもそう言われた！」

　冗談めかしてそう言った涼夏に、絢音が同意するように大きく頷いた。

　果たしてそれはどうなのだろう。どれだけ仲が良くても、我慢の一つくらいはある。それも全部言っていたら、どうしても埋められないところで喧嘩になりはしないか。そう聞くと、涼夏は「うーん」とわざとらしく唸った。

「私、千紗都に対して何も我慢してないや。もし千紗都が一方的に何か我慢してるなら、それはやっぱり話して欲しいって思うけど」

「いや、別に今何か我慢してるわけじゃないけど」

　慌ててそう言うと、絢音がくすっと笑った。

「私も何も我慢してないかな。しいて言うと、千紗都のおっぱいを揉みしだきたくなるのを我慢してることはある」

　うっとりと目を細めて、指をわきわきと動かした。私が思わず胸を抱え込むと、涼夏がいやらしい笑みを浮かべて私を見た。

「それはわかる。私ももっと一時間チャレンジがしたいけど、あんまり求めると千紗都に嫌われるんじゃないかって、すごく我慢してる」

「だよね。千紗都を部屋で飼いたい」

「千紗都って、何をしても怒らないから、逆にどこまでしていいのか怖くなるよね」

「わかる！　少しずつボディータッチを増やしてるのがバカバカしくなるくらい、何もしても怒らない」

　涼夏と絢音がキャイキャイ言いながら、両手を握り合った。なんだろう、この恥ずかしい会話は。何をされても怒らないというのは語弊がある。二人が計画的にギリギリの追及をしてくれているから、少しずつ慣れていっているだけだ。

「もし四月にいきなり胸を触られてたら、怒ったっていうか、ドン引きしてたと思うけど」

　呆れながらそう言うと、絢音が恍惚とした表情で私を見た。

「じゃあ、今ならいいんだ」

　言うが早いか、私の胸に指をうずめる。柔らかな肉の上を、五本の指がリズミカルに踊って、私は思わず悲鳴を上げて自分の体を抱きしめた。

「そういうことじゃないから！」

「一回、千紗都に本気で怒られたい」

　絢音がふふっと笑うと、涼夏がそんな絢音の手を取って、真顔で首を横に振った。

「その好奇心は危ない。私の人物評によると、千紗都は怒る前に冷める」

「それは嫌！　千紗都、お願いだからちゃんと喧嘩しようね？」

　絢音が悲しそうに私にすがりついた。私は困惑した顔で首を傾けた。

「いや、私、二人が思うほど、優しくも冷たくもないと思うけど」

　喧嘩もするし、いきなり冷めてフェードアウトすることもない。そう訴えたが、二人ともどこか不安そうに私を見るばかりだった。とても心外なので、今度いきなり胸を揉まれたら怒ると宣言すると、絢音は「早速揉もう」と嬉しそうに笑った。どうしても私に怒られたいらしい。

　古沼に着くと、絢音がいつも通り私の体をふんわりと抱きしめた。いつもより長めにハグすると、絢音が熱っぽく息を吐いた。

「もうじき夏服が終わっちゃう。私と千紗都の間に、布なんて要らないのに」

「いや、要るから」

　冷静に突っ込むと、絢音がいたずらっぽく笑って体を離した。涼夏にも同じことをして、バイバイと手を振る。

「今日、ステージの感想を話すつもりだったのに、変な話ばっかでごめんね」

　私がそう言うと、絢音は明るく笑った。

「また明日聞くよ。ナツの感想も聞きたいし」

「そうだね。楽しんでたよ」

　手を振って別れる。階段を下りていく絢音の背中を見つめていると、涼夏が私の手をギュッと握った。それから思い出したように小さく噴き出して、笑い声を立てて体を折り曲げた。

「私と千紗都の間に布は要らないは面白かった！」

「あの子は頭がおかしいんだよ」

　私がやれやれと首を振ると、涼夏が両腕を私の背中に回して、耳元に唇を寄せた。そして、息だけで囁くように言った。

「今度、布なしで一時間チャレンジしよっか」

　その甘い声と内容に、背筋がゾクッとなった。春にはもう思っていたが、この子も大概頭がおかしい。もっとも、奈都に言わせると、帰宅部は全員頭がおかしいらしい。だから私は、「いいよ」と涼夏の耳元で囁いた。

　涼夏が「やった！」と子供のように声を弾ませる。この子は一体、私と何百線超えたいのだろう。今日は何気なく恋愛運を占ってもらったが、私たちの関係は友達よりももう、恋人に近いのかもしれない。

　とりあえず、文化祭初日が終わった。明日も楽しい一日にしよう。




　　十一




　日曜日。文化祭二日目の朝もよく晴れていた。今日は最寄り駅で奈都と待ち合わせて、二人で学校に向かう。

　奈都は朝から眠そうだった。演技を楽しみにしていると伝えると、「うん」と力のない返事をして、私の肩に頭を乗せて目を閉じた。大丈夫だろうか。

「体調悪いの？」

　心配しながら聞くと、奈都は小さく首を横に振ってあくびをした。

「眠いだけ。遅くまでアニメ見てたら、止まらなくて」

「アニメかよ！」

　てっきり文化祭や部活の関係で、帰りが遅くなったのだと思った。心配して損したが、肩に感じる奈都の重みが心地良かったので、寛大な心で許してあげた。

　今日も八時前に学校に着いて準備をする。仕入係は首尾よくドリンクもドーナツも買ってきてくれた。昨日、どうせ買い足すのなら、二日目は別の物も売ろうという意見も出たが、急遽生徒会に確認したら却下された。特に食べ物関係は、事前に申請したもの以外はダメらしい。

「新しいお客さんを開拓しよう。昨日来てくれた人は、きっと今日は来てくれない」

　色々なクラスや部活が食べ物を売っているのに、好き好んで市販品のドーナツを二日続けて食べに来てくれる人などいないだろう。私がそう訴えると、クラスメイトが明るく笑った。

「いやいや、野阪さんの浴衣姿を見に来る男子がいるって。絶対に」

「昨日、野阪さんと涼夏のシフトの時間、聞かれたよ。ガチで」

「ガチなヤツじゃん！　野阪さん、逃げて！」

　女子数人があははと声を上げる。私が真顔で「逃げる。後は任せた」と言うと、一瞬沈黙してから、もう一度大きな声で笑った。

「野阪さんがそういうこと言うとは思わなかった！」

「面白いね。野阪さん、冗談とか好きじゃないかと思った」

　私はぽりぽりと頭を掻いた。帰宅部では冗談ばかり言っているが、半年一緒にいるクラスメイトでさえ、私の印象は真面目で大人しい女の子らしい。あながち外れでもないが、文化祭に大はしゃぎしているＦＪＫとしては複雑な心境だ。

　今日は開始と同時に、絢音と占いの館に行くことにした。せっかくなので昨日と同じ先輩にお願いすると、先輩は「毎日別の子といるねぇ」と笑ってから、はたと口元に手を当てた。

「あっ、言ったらまずかった？」

「全然大丈夫です。帰宅部仲間ですから。私もこの子との恋愛運を占ってください」

　絢音が椅子に座りながらそう言った。「モテモテだねぇ」と笑いながら、先輩が昨日と同じようにタロットカードをめくる。

　結果はカップの３、ワンドの９、女帝と、昨日よりいささか地味なカードだったが、昨日よりも良いカードばかりらしい。ワンドの９はやや消極的な印象もあるが、一歩引いたところで穏やかに愛情を注げば、満たされた恋愛ができるだろうとアドバイスをもらった。

　帰り際、先輩が「三角関係なの？」と聞いてくると、絢音が「グループ交際です」と笑った。午後からは奈都とも来てみようと思うので、先輩のシフトを確認してから教室を出た。

「一歩離れたところから、大らかに振る舞えかー」

　絢音が楽しそうに声を弾ませた。絢音は占いの類はあまり好きではないかと思ったら、まったくそんなことはないようだった。

「触りたくてしょうがない西畑さんとしては、占いの結果はどうだった？」

「がっつかないように触るよ。淑やかな手つきで」

　そう言いながら、私のお尻をするりと撫でる。思わず変な声を上げてスカートを押さえると、絢音は可笑しそうに折り曲げた指を唇に当てた。

「驚き方も可愛い」

「廊下でそういうことしない！」

「はーい」

　まるで女帝らしからぬ様子で、絢音が頭の後ろで両手を組んだ。上機嫌で何よりだが、人前でのボディータッチは少し控えていただけると有り難い。

　少し絢音と文化祭を見て回ってから、ステージ前で涼夏と合流する。絢音は女帝だったと告げると、涼夏は「似合う！」と笑ってから、占いの詳細を聞きたがった。

　先輩からもらった解釈とアドバイスを話してから、穏やかな愛を育む話をしていたら、やがてバトン部の演技の時間になった。一般開放が始まってから一時間。客の入りも上々だ。

「そういえば、私、ナツがバトン回してるとこ、見たことない気がする」

　絢音がワクワクする眼差しで、ステージ上の奈都を見つめた。部員自体は何十人といるが、今ステージにいるのは十人ほどで、全員が一年生らしい。白と青のコスチュームは可愛らしいが、やはり少々スカートが短い。私が口をへの字に曲げる横で、涼夏が「私もああいう可愛い衣装を着たい人生だった」とため息をついた。私も、男性の視線さえなければ、着てみたいと思わないでもない。

　二年生の現部長が挨拶をして、曲とともに一年生チームが演技を始める。最初のサムトスで何人かキャッチに失敗するのはさすがに一年生といったところか。ペアならではのぴったり揃ったコンタクト・マテリアルはとても綺麗だ。

　休み中も何度か奈都の個人練習に付き合って、技も色々教えてもらったが、団体の方が迫力があって面白い。もっともそれは、単にまだ奈都の演技が個人で魅せられるほどのものではないだけかもしれない。その後ステージに上がった二年生の演技は、素人目に見ても一段上手だったし、ソロで演技を披露した先輩の動きは、しなやかさと力強さがあった。映画の曲に合わせた演技は、明らかにテーマに沿った振り付けになっていて、強く惹き込まれる。

「カッコイイねぇ。私にはとても出来そうにない」

　隣で笑う涼夏に、私はコクリと頷いた。奈都も後一年でここまで踊れるようになれたら大したものだ。ユナ高のバトン部はコンテストには出ないらしいが、最近やる気も上がって来たと言っていたし、そういうものにも挑戦してみたらどうだろう。

　演技が終わると、涼夏が首を振って嘆息した。

「ナッちゃんはバトン部だな。帰宅部でくだを巻くべき人間じゃない」

「私たちとは住む次元が違うね」

　絢音が同意するように頷く。昨日このステージを、たった三人で二十分間独占していた子が、一体何を言っているのだろう。涼夏も絢音も、私から見たら十分すごい。つまり、帰宅部にふさわしい人間は、ただ一人、私だけだ。

「私は部長として、この三人で立派な帰宅部にする」

　力強くそう宣言すると、二人が私を見つめて肩を震わせた。

「立派な帰宅部って、何……？」

「千紗都、面白い……」

　二人が堪え切れないように、大きな笑い声を立てる。

　私もこの二人に負けないように何か始めたい。そう思う傍らで、みんなが帰宅部と言われて想像するような、わかりやすくだらだらする責務も感じる。程良く生きていけたらと思う。




　午後からは、涼夏と絢音が店番に入ったタイミングで奈都と合流した。もちろん、事前に奈都のシフトを確認した上で、私が勝手にそう組んだのだ。

　挑戦していた謎解きはどうなったのか聞くと、後少しらしい。ずっと同じ友達とやっているわけではないそうなので、午前の演技の感想を伝えながら謎解きを手伝った。

　途中で占いの館に寄ると、三回目となる先輩は奈都を見て意外そうに眉を上げた。

「今澤ちゃんじゃん」

「うわぁ、この展開は考えなかった」

　奈都が顔を覆って首を横に振る。どうやらバトン部の先輩らしい。演技を見ていたはずなのに、まったく気付かなかった。

「占い師とバトン部の衣装のギャップがありすぎて、全然わかりませんでした」

「それなら、占い師としては成功だね。今澤ちゃんとも恋愛運なの？」

「はい。この子が正妻です」

　私が気軽にそう告げると、奈都は顔を赤くして挙動不審に手をバタつかせた後、がっくりと椅子に腰掛けた。

「中学の同級生です」

「ふーん。昨日連れてきた子、とんでもなく可愛かったから、今澤ちゃん、頑張ってね」

　先輩がからかうようにそう言って、奈都は疲れた顔で「はい」と返事した。

　ちなみに占いの結果は悪くなかった。こうなると、タロットカードはそもそもいい結果しか出ないのではないかと聞いたら、先輩はそれを否定した上で、「順調なグループ交際ってことでしょ」と笑った。本当にそうなら嬉しい。

　奈都と別れて、最後の一時間は店番をした。文化祭の終了をステージで見届けたかった思いもあるが、二日間で大好きな三人と回れて、もう十分満足だった。

　昨日同様、集まれるメンバーだけ集まって、まずは会計報告を聞く。無事に徴収分は回収できたし、目標を大幅に達成できた。それ自体は嬉しかったが、もしかしたら目標が低すぎたのかもしれない。それは次回の反省にしたいが、できたらもう、来年は実行委員はやりたくない。

　教室の片付けの指揮は男子に任せて、私は手分けして学校中の壁や掲示板に貼ったポスターやチラシを回収した。どこに何枚貼ったかはリスト化してあるが、それでも枚数が合わないから不思議なものだ。何人かで学校中を探し回って、どうにか回収に成功した。

　結局、回収担当の子がリストを見落としていた上、適当にチェックした結果だったが、私が「こんなことなら、最初から三人でやればよかった」と肩を落とすと、涼夏が額に滲んだ汗を拭いながら笑った。

「やる気のある無能は迷惑って話？」

「いや、そんなこと言ってないから！」

「千紗都さん、厳しいねぇ」

　涼夏がくすくすと笑う。人聞きの悪いことを言う子だ。ただ、究極的にはそうなのかもしれない。文化祭の準備中も、頑張ってくれるのは嬉しいが、自分でやった方が早いと感じるシーンはたくさんあった。もちろん、私も誰かにそう思われていた可能性もある。だから、やはりその理屈は正しくない。最も有能な一人以外、全員要らなくなってしまう。

　気が付くと窓の外はすっかり暗くなっていた。ゴミも片付けて、余った食材も無事にすべて引き取り手が見つかった。むしろドーナツは取り合いになり、急遽黒板で巨大あみだくじ大会が開催された。そんなことをしていたから、遅くなったのだ。

　教室には帰宅部の男女五人。開け放した窓の外からは、まだたくさんの声が聴こえる。

「とりあえず、成功かな」

　江塚君がやれやれと首を振って、涼夏が大きく頷いた。

「まっ、売上も良かったし、大きなトラブルもなかったし」

「帰宅部の結束も強まったし」

　江塚君がグッと拳を握ると、涼夏がひらっと手を振った。

「それはないな。残念だな」

「残念だよ」

　男子両名が大きくため息をついた。実際、何度も一緒に帰ったし、一学期の頃よりは格段に喋るようになったとは思う。川波君は私と喋れるだけで満足なようだし、江塚君も涼夏を彼女にしたいとは思っていないだろう。

　川波君が、そういえば絢音のバンドの演奏を見たと言って、いい機会だったのでみんなでその話をした。絢音がこの先どうするのかは、込み入った話になるかもしれないからまた今度聞くことにする。

　和気藹々としたところで、江塚君が爽やかに笑った。

「みんな、文化祭の打ち上げとかするみたいだし、俺らも打ち上げやろうぜ」

　切り出すには絶好のタイミングだった。これでダメだったら仕方ないというタイミングだったので、仕方ないと諦めてもらおう。

「それはないな。三人でラブラブやるから、二人も二人でラブラブやって」

　涼夏が笑顔でバッサリ切り捨てると、川波君がブンブンと大きく手を振った。

「いや、ヨシとはそういう関係じゃないし」

「そっか。でも私たちはそういう関係だから、色々諦めてくれると有り難い」

　涼夏がそう言いながら、椅子に座っている私を背中から抱き締めた。そのまま身を乗り出して、軽く頬にキスをする。

　江塚君が開き直ったように、「美少女二人の絡みはいいねぇ」と笑いを浮かべ、絢音が可笑しそうに顔を綻ばせた。

　二人に戸締りをお願いして学校を出ると、夜の風は秋の冷たさを帯びていた。後数日で衣替えだ。

「今度こそ、私の九月は全部終わった！」

　涼夏が腕を突き上げて、勝利宣言のように言い放った。先週の誕生日会が、遥か昔のことのように思える。毎日が充実しているのはとてもいいことだ。ただ、幸せな時間が続くと、いつかそれが失われるのではないかという怖さに駆られる。そんなことを口にすると、涼夏が明るく笑った。

「幸せに慣れて」

「おっ、名言か？」

「私たちは、標準の状態が幸せであるべきなんだ」

　涼夏がまるで自分に言い聞かせるようにそう言って、意味もなく空を見上げた。絢音がいつものように私たちの手を握って、うっとりと微笑む。

「涼夏、カッコイイ。惚れそう」

「でしょ？　毎日は楽しいものなんだって、せめて学生の内くらいはそう思いたいね」

　相変わらず涼夏はポジティブだ。ただ、涼夏も家庭の不和で少なからず心に闇を抱えている一人である。口にしている言葉のすべてを、心の底からそう思っているわけではないだろう。私も絢音もそれを理解しているし、私たちが理解していることを涼夏もわかっている。

　さっき、江塚君が打ち上げの話をしていた。明日は文化祭の代休で休みなので、友情を深めようと提案すると、涼夏があっけらかんと笑った。

「明日はバイトだ」

「私も、莉絵とさぎりんと打ち上げする約束してて……」

　絢音が申し訳なさそうにキュッと目をつむった。二人とも元気だ。

「儚い友情だったな……」

　私はため息をついて首を振った。涼夏はバイト先に遊びに来いと言い、絢音は良かったら一緒にと言ってくれたが、さすがに断った。ひと月も慣れないことを続けて、疲労困憊だ。明日は死ぬほど寝よう。

　秋が始まる。まずは来月、体育祭。そして十一月に入るとすぐに、涼夏の誕生日だ。

　私たちの楽しい毎日は、これからも続いていく。
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